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序文

熊本県教育委員会では、九州縦貫自動車道建設に伴ない、日本道路公団の委

託により、昭和46年度から昭和54年度にかけて熊本～八代間の埋蔵文化財発掘

調査を実施しました。

本報告書は、この間に実施した上益城郡益城町の「古閑遺跡｣、下益城郡松橋

町の「古保山遺跡」に関するものであります。古閑遺跡は縄文晩期を主体とす

る広大な遺跡であり、古保山遺跡は縄文早期の集石遺構を主とする遺跡で、と

もに縄文時代の文化解明に貴重な資料をうることができました。

本書が埋蔵文化財に対する認識と理解、さらに学術・研究上の一助になれば

幸せです。

発掘調査の実施に当たりましては、日本道路公団の御理解と御協力をはじめ

として、調査指導の先生、地元の方々からの御協力を賜りました。とくに古閑

遺跡の整理・報告書執筆につきましては、別府大学教授賀川光夫氏の御協力を

受けました。ここに心からお礼を申しあげます。

昭和55年3月31日

熊本県教育長井本則隆
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1本報告書は熊本県教育委員会が行った埋蔵文化財発掘報告

書である。

2本書には九州自動車道建設事業で発掘調査した古保山遺跡

（下益城郡松橋町)、古閑遺跡（上益城郡益城町）の他、圃場

整備事業に伴なう天城遺跡（菊池市）を附として集録した。

3古保山については平岡勝昭氏（熊本市立泉が丘小学校教諭

：元文化課勤務)、古閑については別府大学考古学研究室に整

理、執筆をお願いし、天城遺跡は島津義昭、清田純一が整理、

執筆した。

4本書の編集は別府大学考古学研究室の協力を得て隈昭志が

行い、西町圭子の助力をうけた。
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第I章古保山A遺跡

この遺跡はSTA209＋40から東に20m付近を調査したものである。木原山の南麓に海平とい

う村落がある。こことゆるい浸食谷(水田)をへだてて小高い台地が南へ伸びる。この台地上に

遺跡は位置する。

調査期間は昭和47年2月28日から3月14日までである。記録をみると3月1日と4日が雪の

ため作業を中止している。霜どけなどもあって無理な調査であった。

1．遺跡の性格

縄文晩期の黒川期の遺物が出土した。豊富な遺物が出土したが住居杜は確認できなかった。

また、遺物も文化財収蔵庫改築のため凍結状態にあるので、ここには2．3の遺物を紹介する

にとどめた。

2．出土遺物

土器木葉繋ぎ文のある土器片が出土している。これは、別図に示すとおり高坪の脚部の

とれたものではないかと考える。

布痕文土器・網目文土器・アンペラのスタンプのある土器等も出土している。

表土からは土師・須恵器も多量に採集されている。

土製紡錘車（図1）一部分かけるがほぼ完形品である｡径10.2cm、厚さ1.8cmやや肩平な形で

ある。中央に径1.2cmの穴があく。重さ1709、出土はM10－3層。

石器

石器は磨製石斧・打製石斧・小型磨製石斧・粗製石包丁型石斧・石鍍石上と多量に出土して

いる。

小型磨製石斧（図l）小型磨製石斧は長さ5cm・幅2.2cm・厚さ0.9cm・実用に供されたもの

と見て刃先はすりへっている。これに平行して打製石斧（長さ10cm，幅5.2cm､厚さ1.6cm）が出

土している。セットになっていたものであろうか。小型磨製石斧は重さ269,打製石斧は重さ

135gである。

粗製石包丁（図l）粘板岩の薄い石包丁型をした石器である。刃部と思われるところが磨か

れている外は、形をととのえたと見られるだけである。弥生文化の石包丁の祖形とみてよいの

ではないだろうか。

磨製石斧（図1）蛇文岩のきれいな石斧で基部は破損していると見られる。長さ6cm、幅4.5

cm，厚さ1.4cm、重さ69gである。
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以上、資料紹介にとどめるが晩期縄文文化の諸相を示すものと思われるが遺物の報告の時点

で考察を加えたい。
■里

(平岡勝昭）

冬

､｡

＝令
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第Ⅱ章古保山B遺跡

この遺跡は夫婦塚古墳の周溝があるのではないかということと土師、須恵器の散布が見られ

たので実施した。

バックフォーによるトレンチの結果、遺物の包含層の発見はできなかった。トレンチ位置図

と夫婦塚の測量図をかかげておく。

昭和47年2月17日調査。なお、測量図は昭和47年3月14日から宇土高校の社会部が実施した

ものである。 （平岡）
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第Ⅲ章古保山C遺跡

所在地熊本県下益城郡松橋町大字古保山

九州縦貫自動車道予定地御船一松橋間（STA218＋80～219＋80）

標高3.5m・現在の海岸線まで6.4km

時代区分縄文時代早期（押型文土器を主体とする遺跡）

晩期（御領式・山ノ寺式土器を層より出土する』

1．調査の経過

昭和46年度は社会教育課文化係が調査にあたった。47年度は新設になった文化課文化財係が

調査を実施した。

調査期日 調査区

昭和47年2月15日～3月30日 A、B・C

昭和47年5月10日～7月30日 DY－05～45

昭和48年2月5日～3月9日 DY－05～45

調 査員

桑原憲彰（社会教育課主事）

高木正文（同嘱託）

上野辰男（同参事）

原口長之（文化課嘱託）

高木正文（同嘱託）

平岡勝昭（同主事）

平岡勝昭（同主事）

昭和44年度国庫補助事業による九州縦貫自動車関係地域文化財分布調査は､飽託郡託麻村(現

熊本市）から下益城郡松橋町の間長さ23.8km･巾200mの区域で実施された｡この報告書(註1）

によると、

㈱古保山C遺跡押型文単糸槌跡であると思われ、多量の押型文及びシヤールスタイン製

の喋器、チャート製のスクレイパーの出土を見た。ほかに縄文・後期の弥生・須恵の破片の散

布をみる。試掘溝調査及びトレンチ調査の必要がある。包蔵地の価値は比較的重要、指定の有

無は無し、昭和45年3月2日調査。

例古保山大道夫婦塚女古墳夫塚の南方30mの所にある円墳で直径約5mの女塚で、重要

'性は夫婦塚と同様である。保存の必要あり。きわめて重要、指定の有無は無し。昭和45年2月

5日調査◎

㈱古保山大道夫婦塚男古墳夫婦塚の夫塚にある方で原型からは大分くずれているが、直

径15cm程の円墳で、周濠の一部も残っている。この一帯の古墳の被葬者は、奈良時代の宇土郡

司につながることは確かである。北方の古保山部落には宇土の郡寺である古保山廃寺がある。

註l九州縦貫自動車道鹿児島線、宮崎線（託麻一松橋）文化財分布調査報告書（昭45）

－8－



保存の必要あり。包蔵地の価値きわめて重要。指定の有無は無し。和昭45年3月2日調査。

㈱古保山B遺跡縄文晩期を主体として少量の弥生・須恵土器が点在する。出土量は多く

ないが、かなり広い範囲から出土している。試掘溝調査の必要あり。包蔵地の価値は普通。指

定の有無は無し。昭和45年2月27日調査。

㈱古保山A遺跡水田の中にある独立丘の南の畑に、少量の縄文晩期土器が散布している、

試掘の要あり。包蔵地の価値は普通。指定の有無な無し。昭和45年3月2日調査。

と報告されている。この報告にしたがって熊本県教育委員会と日本道路公団の間に調査の委託

契約がなされた。

2．調査区の設定

予備調査で縄文土器散布の見られたSTA219地点を中心にバックフォーで南北に130mの試

掘溝を設ける。

第1次調査

この試掘溝で遺跡の見られた地点に一辺2mのC調査区を設定、STA219＋20の中心杭に

そって巾4m，長さ14mのB調査区、ほぼ遺跡のはずれと考えられるSTA219杭北側一辺2

mの試掘溝を2mおきに5箇所設定しここをA調査区とした。A調査区は上野辰男、B調査区

は高木正文、C調査区は桑原憲彰がそれぞれ担当者となり発掘を進めた。

この結果、B調査区からは図版に示すように多量の押型文土器と土壌柱痕と見られる遺構が

検出され、C調査区では摺鉢型の大きな土壌と集石遺構が発見された。A調査区ではほとんど

土器の発見も見られなかった。ここで年度末を迎へ、社会教育課から文化課新設へのあわただ

しさを迎へ一応調査は打ち切られたかたちとなった。

第2次調査

新設になった文化課で原口長之を主査に高木正文が継続で、平岡力噺しくはいり48年5月10

日から7月30日まで調査を実施した。調査目的は集石遺構の性格の確認と押型文土器の調査で

あった。そこでSTA219の杭を中心に第4図の通り全域を2mおきに01～50までの番号をつけ

た。道路中心線と直角には2mおきにA～Zまでの網の目をかぶせ全掘の体制をとった。表土は

ぎの段階で集石遺構が確認された範囲について調査区を広げて行った。この結果、11箇所の集

石遺構が確認された。この時点で地質調査を依頼した。

第3次調査

第3次調査は別府大学教授賀川光夫、熊本大学教授国分直一、同助教授小谷凱宣、同助手佐

藤伸二の各氏にそれぞれ調査を依頼した。そして、集石遺構の‘性格調査を実施した◎平岡は集

石遺構の実測にはいる。4月1日付で平岡は市内小学校に転出、遺跡調査は緒方勉、高木正文

によって継続された。
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3．遺跡と周辺遺跡

周辺の遺跡については、第5図に示すとおりで、以下、年代順に略記する。

第5図周辺遺跡分布図

－11－

年代区分 遺跡番号 遺跡名 年代区分 遺跡番号 遺跡名 年代区分 遺跡番号 遺跡名

縄
文
時
代

時
代

弥
生

217

218

369

339

347

348

368

216

417

416

421

220

曽畑貝塚

古保里貝塚

松橋大野貝塚

古保山A遺跡

古保山D週跡

くさのざこ貝塚

嫁坂A遺跡

嫁坂B遺跡

宮島貝塚

宮ノ庄貝塚

御領貝塚

阿高貝塚

沈目遺跡

境目喪棺遺跡

西蔵遺跡

古
墳
時
代

８
９
０
１
２
３
４
５
６
７

７
７
８
８
８
８
８
８
８
８

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
388

389

391

392

393

394

池尾第1号古墳

池尾第2号古墳

畑中古墳

中ノ原古墳

真っ辻古墳

鳴滝古墳

三本木戸古墳

大道夫婦塚男古墳

大道夫婦塚女古墳

笹原夫婦塚男古墳

笹原夫婦塚女古墳

中原古墳

山口第1号古墳

山口第2号古墳

ガローバル1号古墳

ガローバル2号古墳

古
墳
時
代

歴
史
時
代

230

234

224

337

232

225

505～552

372

400

398

396

558

529

西潤野古墳

資盛さん古墳

晩免古墳

夫婦塚古墳

鬼ノ岩屋古墳

楢崎古墳

向野田古墳

塚原古墳群

鴨篭古墳

松橋貝塚

当尾小学校東窯跡

川床窯跡

古保山廃寺

浄水寺跡

陣内廃寺



縄文時代押型文土器を出土する周辺の遺跡はあまり多くない。沈目遺跡はその代表的な

ものである。この遺跡については小林久雄先生の｢所謂楕円捺型文土器に就て｣(註1)の報文があ

る。又九州自動車縦貫道内については『沈目』(註2)の報告がある｡縄文時代前期曽畑式土器を出

土する貝塚は、当遺跡より北西3kmの地点にある。同じく蕊貝塚、阿高貝塚、大野貝塚と周辺

に数多くの標式的貝塚が見られる。

縄文後期の御領式土器を出土する御領貝塚は北に4.5km、モースの『日本その日その日』に

出てくる大野貝塚は南に10kmの地点である。

宇土半島は北に有明海、南に不知火海と熊本の海湾を2分するのであるが、その基部にあた

る遺跡地周辺は貝塚が密集する地域でもある。

註l小林久雄著『九州縄文土器の研究』

註2江本直他『沈目』熊本県文化財調査報告第13集熊本県教育委員会昭和49年

弥生時代須久式の塞棺は分布の南限として知られる境目遺跡、支石墓もこのあたりが南

限である。又、石父なども発見されている。又、城南町宮地安幕の重弧文をほどこした舟形注

口土器（国指定）がある。弥生式土器は沖積平野が少ないせいかあまり多くを見ない。

古墳時代九州縦貫道内の塚原古墳群、向野田古墳・鴨篭古墳、その他の円墳が付近に多

数見られる。火の君の発生の地として比定され前期古墳も多い。

歴史時代古保山廃寺には塔心礎が残っている。益城国府や陣内廃寺・浄水寺跡などはこ

の地域がかつて肥後の一大中心地であったことを示すものである。明治以前の薩摩街道の要所

であることをものがたる。

古保山については作業員がここからきていた関係で村の祭りにも招かれた。民俗記録として

別記しておきたい。（第Ⅳ章参照）

4．古保山付近の地質

九州縦貫自動車道は､熊本平野の東部を大きく迂回して、御船I.Cから雁回木原山(314.4m）

の東部を経て松橋I.Cにはいる。

木原山は中生代白亜系山塊でなだらかな山容と木原百谷という小さな谷をつくる。付近はな

だらかな洪積世台地が広がり、宇土駅から松橋駅の国鉄線路にそって、標高3～6m位の沖積

平野が広がる。古保山付近の遺跡はこの洪積世台地に点在する。東部は高岳山（153.3m）、

南部は大野川水系できれ、八代平野へとつながる。このため水系力賎く、いたるところに溜池

が見られる。高岳山南麓には萩尾溜池、木原山南麓には清正公が築いたという岡池がある。こ

の岡池は土地の古老に聞くと「8町8反8畝6歩ある。」という。これは旅の痩せ六部（巡礼）

がこの池の広さをたずねたので土地の人が「8町8反痩せ六部」と邪撤したという。小さな溜

池は20箇所にものぼる。水系は木原山の南麓を西に流れる鳴滝川がある。これは岡池をとおり曽

－12－



第1表阿蘇・熊本および尼

一
’
一
一

地
質
時
代

氷期

周辺地域

島原半島 有明海 熊本

阿蘇西麓

植木 菊地

有明粘土層

白色火山灰

島原海湾層 ●
一一・一

－ －一一

一一一一一一

一一－－

新期阿蘇火山砕属物
33000±3000 4▲

Aso4

●

非溶結軽石流
I

中溶結 〃



1辺地域の水理地質層序対比表

可蘇南西麓

一

局

一一

遊 原
一一一

阿蘇東麓

竹田

カルデラ壁

象が鼻

P＝－一一
＝

先阿蘇火山岩類 大野川層群

Hy：紫蘇輝石

Au：普通輝石

Ho：角閃石

Ol：かんらん石

先阿蘇火山岩類

カルデラ底

内牧

黒色土壌
(463OBP）

上部阿蘇谷層

』▲

一_一

●下部阿蘇谷層

､一一

－

久住軽石流

華

一一“一一一一一一一一一一

花閥岩類

阿蘇中央火口丘

中岳火口拠出物

寄生火山

中岳・高岳・杵島岳主火山

体

根子岳主火山体

中岳・高岳・杵島岳初期活

動

古根子岳・鷲峰火山体

御かまど・夜峰火山体

火山基底拠出物

一 一

-一－－－－－－

ママ

花嵐岩一片岩類

▲自由地下水 ●被圧地下水-13~14-



畑貝塚と古保里貝塚の間をぬけ潤川となり、漬戸川から緑川へ合流し有明海へと注ぐ。道徳山

(132.4m）南麓から大野川へ､古保山遺跡から南流して大野川へ、これは松橋町をとおり不知

火海へと流れる。

宇土半島の基部で地質も大きく変化する。近年沖積世、洪積世の地質研究は著しいものがあ

る。この地域を傭敵する意味で第1表をかかげておく。

第6図古保山遺跡周辺地質図

古保山遺跡の地質

古保山遺跡の地質については、籾倉氏の調査によると第7～9図の如くである。作土は細喋

まじりの暗赤褐色、これに縄文土器が混在する。次に暗赤褐色土、押型文土器や集石遺構を含

む層、更に黒褐色火山灰がある。下部は新期上部ローム層の地山となる。

以上、4箇所の地質図でA層には縄文土器（後．晩期）が、B層上面には押型文が出土する。

これは、熊本平野から松橋地区あたりまで共通するものである。

－15－
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古保山（九州縦貫道）
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圭色Iグ尼

甲副文今十器
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第7図古保山の地質模式図
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第8図くぬぎ塚の地質模式図
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その下位層の二次堆積（人工）

堆積十木炭
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沈目東東トレンチ（県道南側） 47．8．29
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第10図沈目東の地質模式図

DP22地層断面

STA219地点は北にゆるやかにのぼり、南は小さな涯をともなって水田となる。東西は水田

がはいり分水嶺をかたちづくる地点である。この点より南に42mの地点でゆるやかに西から東

に向って斜面をつくる。DからHまでは調査によってすでに二層まで露出されていた。F区で

押型文土器の尖底が、I区でも山形文が見られる。K区では4層の黒土が混入した落ち込みが、

赤褐色粘土層（赤土）まではいる。性格は不明である。I区からM区までは赤褐色粘土層まで

ほりさげたのであるが各層とも正常な堆積が見られる。これは、この地層断面と直交するバッ

クフォーによる試掘溝でも全く同じである。F22．23の面を示しているが、この面に集石遺構

がのる。
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5．出土遺物

土器及び石器については、原稿整理依頼期間中が文化財収蔵庫の改造とかさなったため、遺

物力涼結状能にあるので別の機会に報告したいと思う。

集石遺構が炉跡ではないと考えられる。というのは住居跡であれば堅い床面と集石が焼けて

いなければならないと思う。付近には炭化物も見られないし、柱痕らしい穴も方形又は円形の

住居跡特有の並びも見受けられなかったようである。

押型文土器（第11図参照）押型文は土層がよく残っていたせいか全域から出土している。

G23．N14付近は特に濃厚な分布を示している。F32からは撚糸文の尖底土器が出土している。

これは熊本市甲山（カブトヤマ）遺跡から条痕文と無文の尖底2点、宇土市宮ノ庄轟貝塚から

丸底の条痕文土器片と極端に少ない。一般に九州脊梁山脈の西側は平底の押型文が多い。訪諏

原遺跡出土の撚糸文は平底である。

この遺跡の押型文は沈目式といわれる一群よりはやや古く、甲山遺跡の土器よりは山形文な

どが少なく、大形化している点でやや新しいものではないかと考える。発掘の層序ではこの遺

跡の押型文の使用された期間は単一だと考えられ楕円押型文を中心とした時代だと考えられる。

阿高式土器謂ゆる太凹文の典型的な阿高式で単独出土である。

黒川・山ノ寺式土器耕作土直下にあって撹乱を受けた残りの層がわずかに確認される。

網目、蒔目の二種類と山ノ寺のくノ字口縁、又は夜臼式までさがる土器であろうか、出土して

いる。

須恵器須恵器や近世陶磁器片は表土から採集されている。

半磨製石斧後、晩期の土器に伴うものであろう。石質等については手もとにひかえがな

いので不明である。

ポイント様石器出土状態は表土に近いので確定できないが押型文に伴うものであろう。

石錐押型文土器に伴う層からの出土がある。3点ばかりで多く見られない。

他に打製斧、円盤形石器などが出土している。

6．押型文土器と集石遺構

地層的にみると黒土（BB2）の上に集石遺構がある。耕作土をはぐ段階では特に変化は認め

られないので、この遺構は押型文土器を伴うかあるいは押型文を喋中に混入するに容易な時代

と考える。やや大きめの自然石を使って炉のようにかこみ、やや空間があって上に角喋をのせ

る。この中に押型文土器が混入するのであるが円文の場合が多く、1個体分をふくむわけでも

なさそうである。他に条痕文土器も見られる。角喋は人為的に割られたものであろうが、やや

風化したような感もうける。
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G25集石遺構（第12図図版2上）石が中心部に向って45度位の傾斜をもっているこの

遺構も平面図と断面図のみで完掘していない。この遺構調査の最後の実測図ではないかと思う。

土鰻頭にのせてあった石が中央が陥没した状態によく似ている。集石は届平な石が多く、長径

120cm、短径1m位のほぼ正円に近い。土器は楕円押型文が土の上に密着している。

I

'○

い､、

喝
一

■■■■■■

○

I

■■■■■■■

参一伽~､壱声

、】

第12図G25集石遺構

G23集石遺構（第13図、図版2下）この集石遺構は調査当時熊本大学に在職された

国分直一教授及び小谷凱宣助教授が担当されたが、期間が短かく平面図のみで完掘まではいた

らなかったと思うがいずれ詳細な報文に接する機会があると思うが実測図にしたがって略記し

ておく。
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土壌の確認はされていないが。大きな石5個が蜜着し中央が凹部になる。これに4×3cmの

大きさの長楕円文土器がへばりつくようにのっている。大きな石は28×17cm、厚さ6cmである。

この集石の状態は中のものを完全に密封したという感をいだかされる。この中に楕円押型文の

破片が3点と条痕文土器の破片が見られる。

なお、実測図は国分、小谷両先生によるものである。

H27集石遺構（第14図、図版1）表土に近い所に集石の存在を示すような15×12cm、厚

さ4cm位の自然磯が認められる。平面図ではやや集石よりずれているが、他の集石遺構では確

認できなかった。これは集石の上面力輔作土に近い関係で抜き取られたものであろう。卵形に

近い土壌があって、集石との間に約10cmの土層空間がある。大きな喋が中心に向って傾いてい

るのは空間が元はまだ大きかったものであろうか。この大きな磯の上に小さな角喋がほぼ

土壌を覆うように広がっている。石組中に楕円押型文の破片が、また土壌にへばりつくように

楕円押型文が出土した。この集石の材質は付近に見られる砂岩質の安山岩である。

土壌は卵形で長さ115cm、幅75cm，2層から掘りこみ3層まで深さ20cm，浅い皿状の土壌であ

る。

F34集石遺構(第15図、図版3下）長楕円形の土壌の上に小磯が散在する。土壌は長軸

145cm､幅88cm､深さ30cm,表面の集石は角喋であるが、他のように密でない。山形文の大きな破

片が2個、土壌内には小磯と山形文口縁部の破片、他に小破片、円文の押型文が出土した。土

壌底と集石との間には約40cmの空間がある。土壌内の土器片や小磯はこの穴を掘り、埋めると

きに混入したものではなかろうか。小磯は土壌の半分を覆う感が強い。埋葬遺構と考えてよい

のではなかろうか。

集石遺構の関連資料

集石遺構一配石遺構一石組・粗石遺構と表現は異なるが、これらの集石遺構については『中

後迫遺跡』（菊池郡大津町中後迫遺跡調査団）の報告にくわしい。 （平岡）
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第Ⅳ章揮之上観世音菩薩祭礼記考

はじめに

古保山の縄文遺跡を調査中に「観音講をやっているのだが百年祭でもやりたいので、一度古

い記録を調べてくれないか｡」という話があって、昭和47年7月、日野氏のところを訪れて引き

継の箱をみせて貰った。その中には、講帳・覚・くじ札・竹ノ棒・近年の領収証がはいってお

り、講帳の表書からこの講が150年も前から続いていることを知った。しかし、残念なことには

筆者はくずし字が読めないのです。写真におさめてその日はかえった。

後日、小場佐氏に「百年はすぎて来年は150年になる｡」と話しておいた。本年は150年を記念

して盛大に祭がなされることになった。

祖先の伝えたこの記録について明治生れの方は自分のおじいさんや父の名前がでてくるので

はないでしょうか。今後の研究のために色々と資料を提供いただければと思いまとめてみた。

覚

塔尾畑壱枚

一、野開畑九歩

右者北古保山村今度再地撫二付、右之地

方新規畝野開二相成申候。然虚、私共立会、

観世音菩薩免地として地撫方井村方江、

奉願置申候。左候得者、祭礼之助ケニ茂可相成

存寄二而、右之段相認仕申候。以来祭礼之

儀者、竃当りより相勤申候二付、右畑作り茂矢張

祭礼二以連候。若又己後二至、祭礼其外如何

様之間違御座候而茂、右之地方者向後相違

無御座候。為其、覚書認置申処如件

天保十五年辰十一月

茂助金助

円八梅田氏

半右衛門又八

寓
武
甚

七
八
肋
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解説

本文は別添の資料のとおりであるが、免税の願いを村方へお願いして許されたその覚書であ

る。又、収穫は祭のために使用すること、作は廻りですることなどその使途をきめている。

(26.5×38.2cm）

解読は、県文化財専門委員、原口長之先生にお願いいたしました。

お観音堂について

昭和二十四年三月十八日建築池屋組

奉祭祁神代永盛棟

棟梁小畑豊秀

と見られ、池尾組の氏名と寄付者の一覧が堂内の板にかかれている。又一枚の古い棟札が残っ

ておりこれは次のように記録されている。だが半分に割れており年号が不明である。長62.5cm

現存巾17cm。

だがこの棟札によると四回、創建の時と戦

後の再建で計六回、二十五年に一回おそらく

昔は草葺きの屋根であったのであろう。礎石

には次に記すような燈篭の竿石が使用してあ

欠

棟

札
銘

元
年再
建

年月
再
建

八
年
月
再
建

元
年
十
月
再
建

当
尾
前
原

氏
子
中

富
尾
村
大
字
古
保
山

海
ノ
平
大
工

矢
野
尊
蔵

る。

嘉永七年

奉寄進

池尾前原氏子中

(平岡）

－28－



古 閑 遣 跡



例言

1本書は昭和48年熊本県教育委員会が熊本県上益城郡益城町

古閑における遺跡の緊急発掘による一部の報告である。

2報告書は、別府大学考古学研究室が、出土遺物の整理をお

こない、実測図を作成し、それについての観察表を添付して全

体をまとめたものである。

3遺跡の全容については、資料の都合で割愛する。

4本報告書作成の、実測図作成、整理、復原などにたずさわ

った者は下記の通りである。

整理・復原下村悟、加藤良彦、久保伸洋、宮本教、

種浦修、提安信、沢田宗順、道上康仁、

米原圭子、野田英治、佐藤昭則、茂和敏、

木村明史、安部裕久､角上寿行、妹尾周三、

小野信彦、綿貫俊一

実測図作成・図版作成加藤良彦、久保伸洋、道上康仁、

野田英治、佐藤昭則、茂和敏、木村明史、

角上寿行、妹尾周三

観察表及び本文作成加藤良彦、久保伸洋、清田純一、

道上康仁、野田英治

写真撮影及び作業藤田晴一、白井昭一、橘昌信



第I章古閑遺跡

1

熊本県上益城郡益城町古閑は、赤井川の支流木山川の北側に位置する低い丘陵地帯に位置し、

有望な縄文晩期主体の遺跡である。調査は、熊本県教育委員会文化課緒方勉、桑原憲彰、丸山

武水氏らによっておこなわれ、多数の焼土とともに柱穴が存在し、晩期後半（晩期I末）の集

落として注目されたといわれる。

時代を判定する土器は晩期1式（大石）後半の鉢形（口縁部体部より起立する二重口縁土器）

と、浅鉢、Ⅱ形（黒色磨研土器）を主とする土器で、粗製、精製土器が相半する。加えて屍平

石斧など多数が発見されて、この種遺跡の代表的存在といわれた。

この遺跡が発掘され以上の如く有望な遺構と、遺物の出土が風の便りとして私の耳に入った

のは、昭和48年（1973）のことであった。たまたま当時菊池市郊外の天城遺跡では縄文後期の

低湿地遺構が大々 的に発掘されていた。この方は熊本県教育委員会の依頼もあって、遺跡の全

容を細部にわたって実見することができた。天城遺跡は、溝状遺構と竪穴住居杜群からなり、

おびただしい縄文後期遺物の出土する中で、喋榔やカメ棺などが発見されて注目された。

古閑遺跡は、天城遺跡に後続する晩期初頭の遺跡として重要であったが、ついに調査中に遺

跡の実態を実見することができず、残念であった。

古閑遺跡出土遺物は、調査後の昭和52年（1977）熊本県教育委員会より整理依頼があり、大

量の遺物が持ち込まれた。土器の量は危大で、その主体は縄文晩期前半（晩期I式後半）にあ

たり、大分県大石遺跡や、熊本県新南部遺跡などの出土土器と時代を同じくするものと推定さ

れた。土器に共伴する石器にも注目すべきものが多く、扇平石斧をはじめ晩期特有の石器が多

数発見され、全体として石鍬の数が少ないことが目立った。

2

古閑遺跡の縄文晩期遺物の整理は危大な量の土器、石器であって、これを一点一点検討して

いくうちに、接合資料が別の地点の採集箱からでてくることもあって、ついに全体の総点検を

しなければ整理ができなくなった。調査者の勘違いによって整理中にあやまり投入されたもの

とみられる。これによって後に送付された実測図写しと符合せず、止むなく、類似土器ごとに

整理し、晩期土器の時代的特徴にしたがい、大きく分類せざるを得なかった｡それにしても整理

の途上で気付いたこともあって、全体の進行がいちぢるし<おくれる結果となった。そこで最

終的には整理分類し、それに観察表を添付して実測図を作成することに止めざるを得なくなっ

た。このように実測図作成にかかった頃、再度の遺物が昭和53年（1978）に送付された。古閑

遺跡出土の土師式土器である。
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近年土師式土器のうち古式土師の研究はさかんであるが、その大系が九州各地にまで及び、

それぞれの特徴を分類するところまでは至らない。ここで古閑出土の土師式土器は、熊本県中

央部における重要資料として精察しなければならないものであった。しかし、これについても、

遺跡の実態は勿論、充分な出土資料がないので、それぞれの土器を正確に実測し、それに観察

表を添付して問題を問う以外に方法がなかった。

本報告は、以上の理由から、主として実測図を正確に作成し、それについての特徴を観察す

るという方法で古閑遺跡出土土器を資料として検討していただくことに止めた。石器について

も同様であるが、石器そのものには、製作技法の上で検討の必要もあり、若干の説明と古閑遺

跡の特徴を述べることにした。

土器、石器の他に若干の土製品、土偶、石製品などがあるが、これも土器、石器同様、実測

図に若干の観察、説明を加えたに止めた。石材や、石器の搬入などについては専門的な検査を

実施して、その結果のみを記して参考とした。このように全体として、実測図による分類と資

料の観察所見のみをもって報告書にかえる結果となったことについて、残念な点も多い。しか

し、調査者の誠実な行動は、かくも多数の土器、石器の採集に勢力的に行動されたことをもっ

ても理解される。また危大な資料の一点一点にあたり、それを細かく点検して、復原し、それ

を実測図にまとめあげるまでの困難な仕事にあたった整理者の努力を特記しておかねばならぬ。

3

ある時代の生活を明確にとらえ、そこで起きた技術や、行動を物的に証明するのが、層位的

観察である。土器はその層位的研究にもとずいて把握した相対年代をあらわすものであるから、

それのみでもある程度の年代的観察は可能である。しかし、層位は考古学にとってあらゆるも

のよりも優先すべきものであるので、遺跡ごとに把握すべきものである。古閑遺跡においては、

前述の如く､遺物を観察するための現地実測に手違いがあったとみえて実際には土器形式のみを実

測図によって把握せざるを得なくなった。そのなかで､｢古閑遺跡Ⅱ区、東側土層断面」とい

う20分の1縮尺の実測（昭和48年9月10日記）が丸山武水氏によって記録されている。これに

よると、1層から3層までの層位の中で、3層上部（茶褐色土）まで各層とも遺物がみられ、

特に3層上部に多い。としながらも、全体に縄文、弥生、土師式土器が混合し撹乱のあとが強

いと判断されている。こうした点を参考にしてみると、一部に露顕されたとみられる柱穴状の

遺構や、濁犬遺構は一部が後世の遺構ともみられる。このことは特に撹乱の強い1層下部にみ

られる焼土色（オレンヂ）の小粒混合や、2層下面より掘り込みがみられる柱穴と判断される

遺構など上記の実測図や、説明によると一部撹乱された面での遺構とみられ、縄文晩期の住居

遺構と判断することを鋳跨せざるを得ない。このように遺跡の情況を判断する調査資料から、

調査者が如何に苦労して遺構の確認にあたったかがよくわかる。それにしても、それぞれの遺
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物出土状況の平面図から判断すると、安定した土器の包含は3層上面とみられる。

層序的な不安定は、実測図断面でもわかるが、土器そのものも細部に変化が多い。もともと

縄文晩期土器は、粗製土器（深鉢）と、精製土器（浅鉢）に分類され、おおかた形態上の統一

がみられるのである。古閑遺跡出土の晩期土器の細部に微妙な変化がみられることは、興味深

いことであった。 （賀川光夫）

第Ⅱ章縄文時代の遺物

1．晩期以前の土器

古閑遺跡出土の縄文土器は、晩期のものがその主体をしめ、それ以前のものについては、謹

かに10点を数えるのみであり、その内訳は、早期4・中期4．後期2である。以下それぞれ

について概説する。

（1）早期（第17図1～4）

いずれも押型文である。全部で4片の出土であり、口縁部2，胴部2である。口縁部のも
註1

のは、山形のもの③と楕円のもの④があり、前者は、東九州におけるヤトコロ式並行期、後者
註2

は、田村式並行期と思われるが、小片のため詳細は不明である。いずれにせよ、早期後葉のも

のであろう。

（2）中期の土器（第17図5～8）

全部で4片の出土であり、口縁部3、胴部lである。口縁部のものは、口唇部が波状をな
註3

すもの⑤．⑧と、そうでないもの⑥．⑦があるが、いずれも阿高式の形式名で呼ばれる土器に

きわめて類似するが、小片のため詳細は不明である。

（3）後期の土器（第17図9．10）

全部で2片の出土であり、いずれも口縁部である。口唇部に爪形様の連続文をほどこすもの
註4

⑨と、口縁部の沈線間に縄文をほどこすもの⑩があり、いずれも北久根山式の形式名で呼ばれ
註5

るものである。前川威洋氏の分類によれば、前者は北久根山遺跡出土土器第1類c､後者は第1

類dにそれぞれ類似する。 （清田純一）

（註1）鎌木義昌編「縄文文化の発展と地域性一九州東南部一」（日本の考古学）

（註2）同上

（註3）同上

（註4）乙益重隆・前川威洋「縄文後期文化一九州一」（新版考古学講座）

（註5）前川威洋「九州後期縄文土器の諸問題一北久根山遺跡一」（九州縄文文化の研究）
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第2表縄文晩期以前の土器
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器種 図版番号 法量(c､） 形態の特徴 壬法の特徴 備考

深

鉢

17－1

○口縁部が外反する深鉢で

ある ◎

○外面と内面の口縁部に山形押

型文をほどこし、内面胴部は

ナデによって調整する。

○色調：内面一黄褐色

外面一黄灰色

○胎土：0.3～1mmの砂粒を

含む。

○早期後葉

深
鉢

17－2

○深鉢である。胴部のみの

破片であり、全様はわか

らない ◎

○口縁部近くと思われ、外

反する。

○外面にはタテ方向の山形押型

文をほどこし、内面は、指に

よる調整と思われ指頭痕がの

こる 0

○色調：内面一淡黄褐色

外面一明黄褐色

○胎土：1mm前後の砂粒を

含む。

○早期後葉

深
鉢

17－3

○口縁部のみの破片であり

深鉢と思われる。

○外面に大形の楕円押型文をほ

どこし、内面には原体条痕を

ほどこす。

○色調：明褐色

○胎土：0.3～0.5mの砂粒

を含む。

○早期後葉

深
鉢

17－4

○胴部のみの破片であり、

深鉢と思われる。

○外面は横方向のナデのあと粗

雑な山型押型文をほどこす。

内面の調整については器壁が

荒れており観察不可能。

○色調：内面一暗褐色

外面一明褐色

○胎土：0.2～0.5mmの砂粒

を含む。

○早期後葉

深
鉢

17－5

○口縁部のみの破片である。

口唇部は波状を呈し、胴

部へ向ってほぼ直立する。

○外面には、うずまき或いは右下

りの凹線文をほどこす。内面

は、板状の工具によるナデに

よって調整する。

○色調：内面一褐色

外面一暗褐色

○胎土：0.5～1mの砂粒及

び滑石を含む。

○阿高式土器

深
鉢

17－6

○深鉢である。口縁部のみ

の破片である。口唇部に

接合の痕跡がのこる。

○外面はナデによる調整のあと

凹点文をほどこす。内面は、

指によるナデによって調整す

る

○色調：茶褐色

○胎土：0.2～0.4mmの砂粒

を含む。

○阿高式土器

深
鉢

17－7

○深鉢である。口縁部近く

の破片であり、胴部へ向

ってほぼ直行する。

○外面は、条痕の上からへラナ

デをほどこし、上半には凹線

文をほどこす。

○色調：内面一赤褐色

外面一暗褐色

○胎土：0.1～0.2mmの砂粒

を含む。

○阿高式土器

深
鉢

17－8

○口唇部が波状をなす深鉢

である。口縁部のみの破

片であり、胴部へ向って

ほぼ直行する。

○外面は、ナデの上から凹点文

及び凹線文をほどこし、内面

は、指圧ののち、へラ状工具

によると思われるナデをほど

こす

○色調：内外面とも暗褐色

口唇部のみ褐色

○胎土：0.2～0.4mmの砂粒

及び滑石を含む。

○阿高式土器

深
鉢

17－9

○口唇部に爪形状の連続文

をほどこし、山形口縁を

呈する深鉢形土器である。

口縁部のみの破片であり、

外反する。

○内外面ともヘラナデによる調

整であり、口縁部内面に稜線

をもつ。

○色調：内面一明黄褐色

外面一明褐色

○胎土：0.2～0.5mの砂粒

を含む。

○北久根山式土器

深
鉢

17-10

○口縁が山形を呈する深鉢

である。口縁部から頚部

にかけての破片であり、

頚部から口縁部へ向って

なだらかに外反する。

○外面は、粗研磨をほどこし、

口縁部に2本、頚部直下に’

本の沈線をほどこし、さらに、

口縁部の沈線間にRL状の縄

文をほどこす。

○色調：内面一暗褐色

外面一明黒褐色

断面一明黒褐色

○胎土：0.5m前後の砂粒
を含む。

○北久根山式土器



2．晩期の土器

本遺跡より出土した縄文土器はそのほとんどが晩期のものであり、存在期間も数期にわたる

と思われ、その様相は単一でない。ここでは形態、手法の特徴から大きく粗製深鉢形土器と精

製浅鉢形土器とに分け、さらに細分した。

（1）粗製深鉢形土器

粗製深鉢形土器は口縁部が立ち上がるものA・B類と口縁部力喧口するものC～F類とに大別さ

れる。

A類（第18図－6）

頚部がゆるく轡曲してやや外反し、口縁が若干内反して長く立ち上がる。肩はゆるく小さく

張り口径より小さい。全体的になめらかな形態を示す。

B類（第18図2～5.7．第19図～24図）

肩が稜をなして強く屈曲し、頚部がゆるく轡曲して長くのび内反する。上部が外反しその上

面に口縁が立ち上がり口縁下に段をつくる。口縁外面に条痕・平行沈線・弧線を基調とした沈

線文を施す土器群である。

Ba類（第18図1）

口縁の立ち上がりは短く、やや内反して長大にゆるく轡曲する頚部にそのままつらなる。

Bb類（第18図2～5．7）

頚上部がゆるく外脅しその上端に口縁が若干内反するか（2．3．4）直立して（5．7）

立ち上がる。外面に2～4条のへラ描沈線を施文する。

Bc類（第19．20．21図）

頚上部が強く外轡するか（第19図1．第20図1～3．6第21図2．3）稜をなして屈曲し（第

19図3第20図4．5第21図1．4．6）その上端に口縁が外反して立ち上がる。また頚部の屈

曲が大きく、立ち上がりの短いもの（第19図1．第20図3～6．第21図4．5）と屈曲がゆる

く、立ち上がりが長いBd類に程近い形態を示すものとがある。口縁外面は貝殻条痕を残すもの

（第19図3）貝殻条痕を若干ナデて平行沈線状に残すもの（第19図2．第20図2．3．6．第

21図1．2）と数条のへラ描沈線を施文するもの（第21図3）鋸歯状の沈線を施文するもの（第

21図6）ナデ・ヘラナデ調整で無文のものがある。

Bd類（第22．23図1．3～5）

頚上部が稜をなして強く短く外反し、その上面全体を覆ってロ縁が長く立ち上がって外反す

る。よって頚部内外面の稜が残る。（第22図1．2）はゆるい山形隆起をもつ。口縁外面は、

貝殻条痕を残すもの（第22図4）貝殻条痕を若干なでて文様化するもの（第22図7）数条のへ

ラ描沈線を施文するもの（第22図3）ナデ調整で無文のもの（第22図1．5第23図1．4．5）
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がある。

Be類（第23図2．6～8）

Bd類の屈曲をさらに一段と小さくしたもので、頚部内面の稜線が消える。外面に貝殻条痕を

残すもの（2．6）と条痕を平行沈線状に文様化するもの（7）とナデによる無文のもの（8）

がある。

C類（第24．25．26図）

頚．肩部で稜をなして「く」の字形に屈曲し、A・B類に比べ頚部は短く肩がやや強く張る。

円盤貼付底部をなす。口縁部は直線的に外反するもの（第25図1～4．第26図4．5．7）と

内脅気味に外反するもの（第26図1～3．6）がある。（第25図2）は7ケ所に小さな山形隆

起をもつ。（第26図3）は内面で段をなす。（第26図4）はBd類に類似し外面の段を沈線化し

たものと思われる。また頚部外面に「X」字状に貼付突帯をつけるもの（第26図8）とリボン

状粘土帯をつけるもの（第26図9）がある。口縁外面には貝殻条痕を平行沈線状に文様化する

もの（第26図1．3）ヘラ描沈線を施文するもの（第26図2）複線山形文を施するもの（第26

図7）ナデ・ヘラナデによる無文のもの（第25図1～4．第26図4～6）がある。

D類（第27図）

口縁部が直線的にのびて外反し頚部でゆるく外脅し、稜をなしてやや大きく張る肩になめら

かにつらなる。口縁部外面は条痕調整後ナデ消すもの（1．4）と条痕を残して文様化するも

の（2．3）がある。

Da類（1～3）

頚部が外脅気味にのびて肩につらなるものである。

Db類（4）

口縁がやや外脅気味にのび端部に貝殻擬似縄文を施す。頚部は内轡気味に開き胴が丸く張る

形態を示す。

E類（第29図3～5．7．9）

肩部で稜線をなして屈曲し、口縁部が内反もしくは外反し条痕調整を施す。

Ea類（4．5．7）

屈曲した肩から口縁が内反し上部でゆるく外響する。（7）は胴が丸く張る。

Eb類（3．9）

屈曲した肩から口縁が直線的にのび内反するもの（3）とやや外反し口縁端部外面に刻目を

施すもの（9）がある。

F類（第29図6．8）

頚部がゆるく外脅気味にのび口縁が外反する小形土器で（8）はヘラケズリがなされる。
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底部（第30図）

底部は形態の特徴から大きく4つに分類される。

a・胴部からゆるやかなカーブをなして底部端につらなるもの（1）、b､ほぼ直線的につらな

るもの（2．4．5）、c､胴部から外反しほぼ垂直に底部端につらなるもの（3．6．7．8．

12．15）と、d､底部端が張り出すもの（9．10．11．13．14．16）がある。（2．4．6．8．

10．15）は浅い上底をなす。

（2）精製浅鉢形土器

精製土器は所謂黒色研磨土器で入念な研磨がなされた土器群である。この手法の特徴から播

鉢形土器も含め細分した。

G類（第31～34図）

口頚部が長くのび口縁部が低く立ち上がり外面に沈線を施文する土器群である。

Ga類（第31図1．3～12）

頚部が直立か（3．4．12）内反して長くのび、上位で強く外反し端部にやや発達した立ち

上がりをみせる肩が大きく張る形態を示す。（1）は立ち上がりが発達して外面に2条の沈線を

施文しており古い様相を示す。（5．10)は1対の山形隆起をつくり、（10)には重弧文を施す。

(7）は肩外面上部に沈線を1条施しともに古い様相を示す。（3．11)は頚部内面で稜をなす。

Gb類（第31図2．第32図1～5）

口頚部が比較的短く、中～下位でゆるく外脅し肩部で稜をなして小さく張り、胴の深い形態

を示す。（第31図2）は口縁の立ち上がり力溌達しゆるやかに波状口縁をなして波頂部上下端

に刻み目を施しており古い様相を示す。

Gc類（第32図6．7第33図3．4．7．9．11．第34図1～5）

Gd類（第33図1．2．5．6．8．10．第34図6）

口頚部が轡曲気味に直線的に大きく外反し肩部で稜をなして小さく張り、胴部の浅い形態を

示す｡Gc類は頚部下位で轡曲しゆるやかに肩部につらなり､Gd類は口頚部が直線的にのび頚・肩

部で稜をなして屈曲する傾向が強い。微妙な成形技法の差と思われるが基本的な形態に大差が

なく、明瞭な分類は難しい。

Ge類（第34図7．8）

口頚部が直線的に大きく外反し頚・肩部で稜をなして屈曲し肩がやや大きく張る若干深い形、

態を示す。

H類（第35図2～9．第40図10）

口縁が直線的にのびる直口口縁でゆるい波状をなす形態を示す。
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Ha類（2～6）

口縁が直線的に大きく外反し頚部内面で稜をなし外面が凹線気味になって低い段をなすもの

（2．3）と口縁外面に滋賀里式類似の2段の重弧文を施し頚部で稜をなして若干肩がつくも

の（4）頚部内面が段をなすもの（5）頚下部でゆるく轡曲し肩が小さく張るもの（6）があ

る。（5）以外いずれも浅い胴部につらなる。

Hb類（第35図7～9．第40図10）

口縁は比較的短く外反し、頚・肩部で稜をなして屈曲し肩がやや大きく張る。頚部に円筒状

の粘土帯を貼り付けるもの（7）とリボン状の粘土帯を貼り付けるもの（8．9）がある。（8）

は波頂端部に凹点を施す。

I類（第35図1）

肥大した短く外反する直口口縁をなし頚・肩部で稜をなして屈曲し肩が大きく張る。口縁内

面と肩外面上部に沈線を施す。古い様相を示す。

J類（第36.37図1～10）

口頚部が短く外反し口縁内面が低い段をなしやや深い塊状の胴部につらなる土器群である。

Ja類（第36図1．3．4．9.第37図7）

口縁の立ち上がりが比較的発達し外面に沈線を施すもの（1）と凹線気味に仕上げるもの(3)

ゆるい山形隆起をなすもの（4）がある。頚部内面で稜をなして屈曲し外面で凹線気味に小さ

く誉曲し小さく張る肩につらなる。

Jb類（第36図10．第37図1～5）

頚部内面が張り出し気味に稜をなして強く屈曲し外面は凹線気味に小さく轡曲して口縁から

小さく張る肩へとなめらかにつらなる。（第37図1．5)はゆるい山形隆起をなし波頂部に凹点

を施す。（第37図4）は胴部の轡曲がゆるく深い形態を示す。

Jc類（第36図2）

口縁が低く立ち上がり、頚部内面で平坦面をつくって小さく轡曲し肩につらなる。

Jd類（第36図6～8．11）

頚・肩部で稜をなして屈曲しやや肩が張る。（7）は口縁端部に凹点を施す。

Je類（第37図6）

口縁内面が低い段をなし頚部でゆるく稜をなして屈曲し肩が張らずそのまま胴部につらなる。

Jf類（第37図8．9）

口縁が短く外反しゆるく肩の張る胴部へとなめらかにつらなる。（9）は口縁端部外面に凹点

を施す。（8）はJe類との中間的な形態を示す。

J9類（第36図5）

口縁が短く直立し外面は凹線気味に仕上げ屈曲してそのまま胴部へとつらなる。
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K類（第37図10）

口縁がゆるく外轡する直口口縁をなし、肩部で稜をなして屈曲する。

L類（第40図3．4）

口縁が短く水平に近く外反する。頚部内面で稜をなして直角に屈曲しほぼ垂直にのび肩で稜

をなして屈曲する。口縁内面に沈線を1条施す。

M類（第29図1．2）

頚部中位でゆるく外轡する口頚部をなしやや肩の張る肩へつらなる。（2）は口縁が比較的発

達して立ち上がる。調整のやや粗いものが目立つ。

N類（第37図11．12．第40図11）

口頚部が短く外脅し中位に最大径をもつ球形の胴部になめらかにつらなる深い形態を示す。

口縁部が低く立ち上がり外面に沈線を1条施す。

0類（第38．39図）

胴部に最大径をもち口縁がやや内轡気味にまつすぐに立ち上がる直口口縁をなす播鉢形の形

態を示す土器群である。

Oa類（第38図3．4．6．10）

胴上部にうず巻状の貼付突帯を施すもの（3．4）と弧状の貼付突帯を施すもの（6．10）

がある。

Ob類（第38図2．5．7～9．11～14．第39図1．4）

胴上部に平行線．弧線を基調とした沈線文を施し多様な文様構成をなす。（第38図7．13．

第39図1）には「X」字文を施す。（第38図14．第39図1）はほぼ直角に短く外反し内面に段

をなす口縁部をもつ。（第39図4）は無文である。

Oc類（第39図2．3．5）

口縁が低く立ち上がり頚部で稜をなして屈曲し外方に大きく張り出す胴部につらなる。（2）

は口縁内面で段をなす。

Od類（第38図1）

口縁が内脅気味に外反、頚部で稜をなして屈曲し下位から中位にかけてゆるく張る胴部につ

らなり平底に近い丸底をなす。

P類（第40図1．2）

口縁部は直線的にのびて外反し内面に沈線を1条施す（2）胴部は稜をなして強く屈曲し上

半はゆるく外響する。肩上部に2条の凹線を施す(1)。

Q類（第40図5．6）

浅い皿状をなし直口口縁で口縁が大きく開くもの（6）と内轡するもの（5）がある。研磨はな

されずナデが施される。
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R類（第40図7～9．12．13）

口径10cm内外の小形土器で深鉢・浅鉢の良好なセットをなす。祭祁土器と考えられる。（7）

はGd類､(8)はHa類､(9)はOb類､(10)はHb類､(12)はC類､(13)はBb類の模造と思われる。

以上の如く古閑遺跡出土の晩期土器は多種多様を極め、従来あまり知られていない器種も多

量に検出された。時期的には全期間にわたって遺物が見受けられるが、前葉から中葉にかけて

の時期に主体がおかれるようである。出土状況が不明であり各器種の共伴関係は不明であるが、

参考までに各器種の口縁破片総数とその比率を第3表であげておく。（加藤良彦）

3．穀類の種子(殻)痕付の土器

粗製の深鉢形土器の口頚部で､分類ではBc類にあたる｡口縁部は外開きの頚部にゆるく曲折し

て立ち上がり外反する。口縁端部は丸く、口縁部外面はヨコナデの上から2条のへラ描沈線が

施文されている。頚部外面と口頚部内面は丁寧なヨコヘラナデで仕上げている。色調は外面が

暗褐色で内面は黒褐色を呈し、胎土に0.5～1,nmの砂粒を含む。焼成は良好である。

種子痕は、外開きの頚部の接合面上（図中の矢印）にある。 （久保伸洋）

0 5 10cm第16図種子痕付土器
出F一一一ヨー一

第3表晩期土器形態別統計表

形態分類 A Ba Bb Bc Bd Be C Da Db Ea Eb F 不明 小計

口縁部破片総数 14 19 31 265 304 19 96 17 7 10 9 6 603 1400

百分率（％） 0．5 0.7 1.2 10．0 11．5 0.7 3.6 0．6 0．3 0.4 0.3 0．2 22．8 52．8(％）

Ga Gb Gc Gd Ge
G
(不明）

Ha Hb I Ja Jb Jc Jd Je Jf 』9
』
(不明）

K

58 92 120 49 33 605 81 2 2 12 27 12 23 14 2 7 6 9

2．2 3．5 1.9 4.5 1.3 22．9 3．0 0．1 0.1 0．5 1.0 0.5 0.9 0．5 0．1 0．3 0.2 0．3

L M N Oa Ob Oc Od P Q R 小計 総計

9 5 4 7 11 1 36 3 9 9 1247 2647

0.3 0．2 0.2 0．3 0．4 0．1 1.4 0．1 0.3 0.3 47．2(％） 100（％）
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分類

Ba

Bb

Bb

Bb

Bb

A

Bb

Bc

Bc

Bc

図版

番号

18－1

18－2

18－3

18－4

18－5

18－6

18－7

19－1

19－2

19－3

法量

(c､）

口径(41.6）

口径(36.4）

口径(32.0）

口径(25.7）

口径(31.0）

口径(19.7）

胴径(17.9）

口径(31.1）

口径(28.1）

器高(31.8）

胴径(29.6）

口径(32.6）

胴径(31.7）

口径(47.6）

第4表縄文晩期土器

形態の特徴

口頚部と胴部上半残存。外開
きの頚部に曲折して立ち上が

る口縁部。やや外反する口縁

部。曲折部分はやや丸い。口

縁端部はやや丸い面をなす。

口縁部のみ残存。外開きの頚

部に曲折して立ち上がる口縁

部。やや内反する口縁部。曲

折部分はやや丸い。口縁端部

はやや丸い面をなす。口縁部

外面に、3条の沈線。

口頚部のみ残存。外開きの頚

部に曲折して立ち上がる口縁

部。曲折部分はやや丸い。ほ

ぼ直立する口縁部。端部は丸

い。口縁部外面に、4条の沈

縁◎

口縁部のみ残存。外開きの頚

部に曲折して立ち上がる口縁
部。曲折部分はやや丸い。若

干内反する口縁部。端部はや

や丸い面をもつ。口縁部外面

に、2条の沈線。

口縁部のみ残存。外開きの頚

部に曲折して立ち上がる口縁

部。曲折部分はやや丸い。ほ

ぼ直立する口縁部。端部は丸
い。口縁部外面に、4条の沈

線。

底部のみ欠損。外開きの頚部

に曲折して立ち上がる口縁部。

曲折部分は丸い。内反する口
縁部。端部は内傾する面をも
つ ◎

口縁部のみ残存。外開きの頚

部に曲折して立ち上がる口縁

部。曲折部分はやや丸い。ほ

ぼ直立する口縁部。端部はや

や丸い面。口縁部外面、4条

の沈線。

完形品。外開きの頚部に曲折
して立ち上がる口縁部。曲折

部分はやや丸みをもつ。口縁

端部はやや面をもつ。胴部中

位に曲折部分をもち、やや丸

い。底部は突帯し、平底。

口頚部・胴部の一部残存。外

開きの頚部に曲折して立ち上

がる口縁部。曲折部分はほぼ

直角。胴部中位に曲折部分を
もち、やや丸い。

口頚部のみ残存。外開きの頚

部に曲折して立ち上がる口縁

部。曲折部分は丸く、口縁部

は外反する。端部は面をもつ。

手法の待徴

口縁部外面、ヨコヘラナデ。胴部

上半外面、左~上りのヘラナデ。口

縁部内面、ヨコヘラナデ。胴部内

面、ヨコナデ。

外面、ヨコナデ。内面、ヨコヘラ
ナデ。

口縁部外面、ヨコナデ。胴部外面、

ナデ。口縁部内面、ヨコナデ。胴

部内面、器面が荒れている。

口縁部外面、沈線の上からヨコナ
－●

ア 。 頚部外面、ヨコナデ。内面

ヨコナデ。

口縁部外面、沈線の上からヨコナ

デ。頚部外面、ヨコナデ。内面

ヨコヘラナデ。

口縁部・胴部上半の外面、ヨコナ
一●

フー 胴部下半外面、タテヘラナ冗

口縁部内面、ヨコナデ。胴部上半

内面、ヨコヘラナデ。胴部下半内
面、ヨコヘラナデ。

口縁部外面、沈縁の上をヨコナデ6

頚部外面、ヨコヘラナデ。内面
ヨコヘラナデ◎

口縁部両面、横方向の条痕の上を

ヨコナデ。胴部上半外面、ヨコナ

デの上を部分的にヨコヘラナデ。

胴部上半内面、ヨコヘラナデの上

をナデ。胴部下半外面、左上りの

ヘラナデ。胴部下半内面、丁寧な

ヨコヘラナデ。底部外面、摩滅。

口縁部外面、横方向の条痕。胴部
上半外面は、ヨコヘラケンマ。胴
部下半外面は、左上りのヘラケン

マ。内面は、ヨコヘラケンマ。

外面は、横方向の条痕。口縁部内
面は、ヨコナデ。胴部内面は、器

面が荒れている。
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備 考

外、暗赤褐色内、明赤

褐色0.2～0．3nmの砂粒

煤付着。

外、暗褐色内、褐色

0.2～0.3,mの砂粒。

煤付着。

外、暗褐色内、灰褐色
0.5～1mmの砂粒。

外、明灰褐色内、明赤
褐色

0.4～0.5mmの砂粒。

煤付着。

外、暗黄灰色内、明灰

褐色

0.5～1mの砂粒。

外、暗褐色内、明褐色

0.2～0.5mmの砂粒。

外、明褐色内、黒褐色

1m前後の砂粒。

外、内、暗黄褐色

0.1～0.2,mの砂粒。

煤付着。

内面に炭化物付着。

接合痕が残る。

外、内、暗黄褐色
0.2～0.5mmの砂粒。

煤付着。

外、内、明黄褐色

0.2～0.5mmの砂粒を多量

に含む。

接合痕が残る。



分類

Bc

Bc

Bc

Bc

Bc

Bc

Bc

Bc

Bc

Bc

Bc

図版

番号

20－1

20－2

20－3

20－4

20－5

20－6

21－1

21－2

21－3

21－4

21－5

法量

(c､）

口径(39.0）

口径(26.9）

口径(34.4）

口径(26.0）

口径(31.9）

口径(30.1）

口径(27.6）

口径(26.6）

口径(22.3）

口径(28.0）

口径(33.5）

形態の特徴

胴部下半欠損。外開きの頚部

に曲折して立ち上がる口縁部。

曲折部分はやや丸く、口縁部

はすこし外反する。端部は丸

みをもった面をもつ。胴部中

位に曲折部分をもち、丸い。

口頚部のみ残存。外開きの頚
部に曲折して立ち上がる口縁

部。曲折部分は丸く、口縁部
はすこし外反する｡端部は丸

みをもった面をもつ。

口頚部のみ残存。外開きの頚

部に曲折して立ち上がる口縁

部。曲折部分は丸く、口縁部

は外反する。端部は丸い。

口頚部のみ残存。外開きの頚

部に曲折して立ち上がる口縁

部。曲折部分は直角に近く、

やや丸い。口縁部は外反。端

部は丸い。

口頚部のみ残存。外開きの頚
部に曲折して立ち上がる口縁

部。曲折部分はやや丸く、口

縁部は外反する。端部は、や

や丸い面をもつ。

口頚部のみ残存。外開きの頚
部に曲折して立ち上がる口縁

部。曲折部分は角をなす。口

縁部は外反し、端部はやや丸

い面をなす。

口頚部と胴部上半が残存。外
に若干開く頚部にあまり曲折

せずに立ち上がる口縁部。曲

折部分は丸く、あまり顕著で

はない。口縁部と胴部はほぼ

直立する。口縁端部はやや丸

い面をもつ。

口縁部のみ残存。外開きの頚

部に曲折して立ち上がる口縁

部。曲折部分は丸く、顕著で

はない。口縁部は若干外反。

口縁端部は、やや丸い面をも
つ ◎

口縁部のみ残存。外開きの頚
部に曲折して立ち上がる口縁

部。曲折部分は丸く、顕著で

はない。口縁部は外反。口縁

端部はやや丸い面をもつ。口

縁部外面に、5条の沈線。

口縁部のみ残存。外開きの頚

部に曲折して立ち上がる口縁

部。曲折部分は角をなす。口

縁部はやや外反する。端部は
丸い ◎

口縁部のみ残存。外開きの頚

部にゆるく曲折して立ち上が

る口縁部。外反する口縁部。
端部はやや丸い面をもつ。

手法 の 特徴

口縁部外面は、横方向の条痕の上

をヨコヘラナデ。胴部上半外面は、

左上りのヘラナデ。口縁部内面は、

ヨコヘラナデ。胴部上半内面は器

面が摩滅。

口縁部外面、横方向の条痕。胴部

外面、左上りのヘラナデ。内面
ヨコヘラケンマ 0

両面、横方向の条痕の上をヨコナ
一ザ

プ。

口縁部外面、指圧痕の上をヨコナ

デ。口縁部内面、指圧痕の上をヨ
コヘラケンマ

口縁部外面、横方向の条痕の上を

ヨコヘラナデ。頚部外面、ヨコヘ

ラナデ。内面、ヨコヘラナデ。

口縁部外面、左上りの条痕の上を

ヨコナデ。頚部外面、ヨコナデ。

内面、ヨコヘラナデ

口縁部外面は、横方向の条痕の上

をヨコヘラナデ。胴部外面、左上

りのヘラナデ。口縁部内面、ヨコ

ヘラナデ。胴部内面、器面力嘩滅。

口縁部外面は、調整具？で多条沈
線。頚部外面、ヨコナデ。口頚部

内面、横方向の条痕。

外面、ヨコナデ。口縁部内面、ヨ

コヘラナデ。頚部内面、器面が荒

れている。

口縁部外面、横方向の条痕の上を

ヨコヘラナデ。胴部外面と口縁部、

ヘラケンマ。胴部内面、ヨコヘラ
ナデ

口縁部外面、ヨコナデ。口縁部内

面、ヘラナデ◎
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備 考

外、暗褐色内、明黄褐

色

0.2～0.5mmの砂粒。

外、黒褐色内、暗黄褐
色

0.2～0.5mmの砂粒。

外、暗黄褐色内、明黄

褐色

0.2mm～0.5mmの砂粒。

煤付着。

外、暗褐色内、明茶褐
色

0.5～0.7mmの砂粒。

煤付着。

口縁部に種子痕？

外、内、暗褐色士。
0.2～0.5mの砂粒。

煤付着。

外、内、明黄褐色。
0.2～0.5mmの砂粒を多量

に含む。

外、黄褐色内、淡褐色

0.2～0.3mmの砂粒。

1mm前後の砂粒を少量含
む

外、明赤褐色内、明褐
色

0.5～1mの砂粒を多量に

含む 0

外、明褐色内、明赤褐
色

0.2～0.5mmの砂粒。

外、褐色内、暗褐色

0.2～0.3mmの砂粒。

外、灰褐色内、明灰色

0.2～0.5mmの砂粒。

煤付着。



分類

Bc

Bc

Bd

Bd

Bd

Bd

Bd

Bd

Bd

Bd

Be

Bd

図版

番号

21－6

21－7

22－1

22－2

22－3

22－4

22－5

22－6

22－7

23－1

23－2

23－3

法量

(c､）

口径(25.7）

口径(44.8）

口径(30.4）

口径(40.3）

口径(35.6）

口径(41.7）

口径(29.1）

口径(30.8）

口径(49.5）

口径(39.8）

口径(35.0）

形態の特徴

口縁部のみ残存。外開きの頚

部にゆるく曲折して立ち上が

る口縁部。外反する口縁部。

端部は面をもつ。口縁部外面

に鋸歯状の沈線。

口縁部のみ残存。外開きの頚
部にゆるく曲折して立ち上が
る口縁部。やや外反する口縁

部。曲折部分はやや丸く、顕

著でない。口縁端部はやや丸

い面をなす。

口頚部のみ残存。 「〈」の字形

に曲折して外反する口縁部。

頚部内面に稜をなす。口縁端
部はゆるい波状で、端部は面

をなす。

口頚部のみ残存。 「<」の字形

に曲折して外反する口縁部。

頚部内面に稜をなす。口縁端

部はゆるい波状で、端部は面
をなす。口縁部外面に、5条

の沈線。

口縁部のみ残存。「<」の字形
に曲折して外反する口縁部。
口縁端部は丸い。口縁部外面

に、二連の重弧文沈線。頚部

内面に稜をなす。

口縁部のみ残存。「く」の字形
に曲折して外反する口縁部。

端部は丸い。頚部内面に稜を
なす

口縁部のみ残存。「く」の字形
に曲折して外反する口縁部。
端部は面をなす。頚部内面に
稜をなす。

口縁部のみ残存。「〈」の字形
に曲折して外反する口縁部。

端部は丸い。頚部内面に稜を
なす。口縁部外面に、3条の
沈線。

口縁部のみ残存。 「〈」の字形
に曲折して外反する口縁部。

端部は面をなす。頚部内面に
稜をなす。

口縁部のみ残存。外反する口
縁部。端部は面をなす。

口縁部のみ残存。外反する口

縁部。端部は丸い。

口縁部のみ残存◎外反する口

縁部。端部は面をもつ｡口縁
部外面に、5条の沈線が途中
まで施文。

手法の特徴

口縁部外面、横方向の条痕の上を

ヨコナデ。頚部外面、ヨコナデ。

内面、ヨコヘラナデ◎

外面、ヨコナデ。内面、指圧痕の
上をヨコナデ。

口縁部外面、ヨコナデ。胴部外面、

ヨコヘラナデ。内面、ヨコヘラナ
一子

ア 0

口縁部外面、沈線の上をヨコナ元

胴部上半外面、横方向の条痕の上

をヨコヘラナデ。胴部下半外面、

ヘラナデ。口縁部内面、ヨコナ孔

胴部内面、ヨコヘラナデ。

口縁部外面、ヨコナデの上を沈線。

口縁部内面、ヨコヘラナデ。

口縁部外面、左上りの条痕。頚部

外面、ヨコナデ。内面、ヨコナ元

外面、ヨコナデb内面、ヨコナデ○

口縁部外面、沈線の上をヨコナデb

頚部外面、ヨコナデ6口縁部内面、
ヨコヘラケンマ。頚部内面、ヨコ
ヘラナデ。

口縁部外面、横方向の条痕の上を

ヨコナデ。胴部外面、ヨコナデ。

内面、指圧痕の上をヨコナデ。

口縁部外面、横方向の条痕の上を

ヨコナデ。口縁部内面、ヨコナデ6

口縁部外面、横方向の条痕。頚部

外面、横方向の条痕の上をヨコナ

デ。内面、ヨコナデ。

口縁部外面、横方向の条痕の上を

ヨコナデ後に沈線。頚部外面は、
ヨコナデ。内面、ヨコヘラナデ。

－43－

備 考

外、暗褐色内、褐色

0.2～0.5mmの砂粒。

煤付着。

外、暗灰褐色内、淡灰
褐色

0.5～釦､の砂粒を多量含
む。

外、明褐色内、黒褐色

1m1,前後の砂粒。

外、黒褐色内、明赤褐

色

0.2～0.5mmの砂粒。

外、内、明黄褐色

0.2～0.5mmの砂粒。

外、黒褐色内、褐色

0.2～0.5mmの砂粒。

外、暗褐色内、褐色

0.2～0.3mmの砂粒。

外、明褐色内、黒褐色

0.5～1mmの砂粒。

外、暗灰褐色内、明黄

褐色

0.2～0.5mmの砂粒。

外、明黄褐色内、明褐
色

0.2～0.5mmの砂粒。

外、黒褐色内、明褐色

0.5～1mmの砂粒。

外、黒褐色内、晴褐色
0.2～0.5mmの砂粒。



－44－

分類
図版

番号

法量

(cIn）
形態の特徴 手法の特徴 備考

Bd 23－4

口径(29.0） 口縁部のみ残存。外反する口

縁部。端部は面をもつ。

外面、横方向の条痕の上をヨコナ
デ。内面、ヨコナデ。

外､暗褐色内､暗灰褐色

0.5m前後の砂粒を多量
に含む。

煤付着。

Bd 23－5

口径(19.9） 口縁部のみ残存。外反する口

縁部。端部は丸い。頚部内面

にゆるい稜をもつ。

外面、ヨコナデb内面、ヨコナデ0 外､明黄褐色内､明褐色
0.2～0.5mmの砂粒。

Be 23－6

口径(23.1） 口縁部のみ残存。外反する口

縁部。端部は面をもつ。頚部

内面にゆるい稜をもつ。

口縁部外面、横方向の条痕。頚部

外面は、ヨコナデ。口縁部内面、

ヨコヘラナデ。頚部内面、ナデ。

外、明黄褐色内、明赤

褐色

1mm前後の砂粒。

Be 23－7

口径(13.3） 口縁部のみ残存。外反する口
縁部。端部はやや丸い面をも
つ ◎

口縁部外面、左上りの条痕。頚部
外面、ヨコナデ。内面、ヨコナデ6

外、明褐色内、明黄褐
色

Be 23－8

口径(27.1） 口頚部のみ残存。若干外反す

る口縁部。曲折部分は不明瞭。
口縁端部は丸い。

外面、横方向の条痕の上をヨコナ

デ。口縁部内面、ヨコナデ。頚部
内面、横方向の条痕の上をヨコナ
デ ◎

外、暗灰褐色内、明灰

褐色 瀞r：

1mm前後の砂粒｡！
Ｊ
ｒ

４

，
１

》尺..‐

タ

C 24－1

口径(38.2） 口縁部のみ残存。「く」の字形
に外反する口縁部。端部は丸

い。頚部内面に、稜をもつ。

口縁部外面、ヨコヘラナデの上に

一部タテヘラナデ。頚部外面、ヨ
コナデ。内面、ヨコヘラナデ。

外、明茶褐色内、明褐
色

0.2～0.5mmの砂粒。

24-2と同一個体？

C 24－2

胴径(42.5） 胴部中位に曲折部分をもつ。 胴部上半外面、左上りのヘラナ元
胴部下半外面、左上りの条痕のヘ
ラナデ。胴部上半内面、ヨコヘラ

ナデ。胴部下半外面、器面が荒れ
ている。

外、暗褐色内、明褐色
0.2～0.5mmの砂粒。

煤付着。

24-1と同一個体？

接合痕が残る。

C 25－1

口径(30.3）

器高(23.5）

胴径(28.4）

完形品。「く」の字形に外反す
る口縁部。端部は丸い。頚部

内面に稜をもつ。胴部中位に
曲折部分をもつ。突出した底

部は、ほぼ平底。

口縁部と胴部上半の外面は、横方

向の条痕の上をヨコヘラナデ。胴

部下半外面、ナデ。口縁部と胴部

上半の内面は、横方向の条痕の上

をヨコヘラナデ。胴部下半内面、
ヘラナデ。

外、暗茶褐色内、褐色
0.5～1mの砂粒。

煤付着。

C 25－2

口径(32.1）
胴径(31.7）

口頚部のみ残存。「く」の字形
に外反する口縁部。端部は面

をなす。頚部内面にゆるい稜。
胴部中位に曲折部分をもつ。

口縁端部に7ヶ所の山形隆起
があると考えられる。

外面、横方向の条痕の上をヨコヘ
ラナデ。口縁部内面、指圧痕の上

をヨコナデ。胴部内面、横方向の

条痕の上をヨコヘラナデ。

外、明赤褐色内、明黄
褐色

0.2～0.3mmの砂粒。

煤付着。

0侭

C 25－3

口径(30.0） 口縁部のみ残存。 「く」の字形
に外反する口縁部。端部はや
や丸い面をもつ｡頚部内面に、

稜をもつ。

外面、条痕の上をヨコナデ。口縁
端部内面はヨコナデ。その他の内

面は器面が荒れている。

外、明茶褐色内、明黄

褐色

0.2～0.5mmの砂粒。

C 25－4

口径(23.5） 口縁部のみ残存。 「<」の字形

に外反する口縁部。端部は面
をなす。頚部内面に、稜をな
す。

外面、左上りの条痕の上をヨコナ

デ。内面、ヨコヘラナデ。
外、明褐色内、明黄褐
色

0.2～0.5mmの砂粒。

C 26－1

口径(31.2）

胴径(28.4）

胴部下半欠損。 「<」の字形に
外反する口縁部。端部は丸い。
頚部内面に、稜をなす。胴部

中位にゆるい曲折部分。口縁
部外面に、調整具？による沈

線が3条。

口縁部外面、沈線の上をヨコナ冗

胴部外面、ヨコナデb内面、ヨコ
ヘラナデ◎

外、暗褐色内、明褐色
0.2～0.5mmの砂粒を多量

含む。

接合痕が残る。



分類

C

C

C

C

C

C

C

C

Da

Da

Da

Db

図版

番号

26－2

26－3

26－4

26－5

26－6

26－7

26－8

26－9

27－1

27－2

27－3

27－4

28－1

28－2

法量

(c､）

口径(25.0）

口径(32.1）

口径(16.7）

口径(22.6）

口径(21.0）

胴径(20.9）

－

口径(45.1）

口径(31.5）

口径(31.7）

口径(26.4）

形態の特徴

口縁部の残存。内脅しながら
外反する口縁部。端部は丸い。
口縁部外面に、5条の沈線。

口縁部のみ残存。外反する口
縁部。端部はやや丸い面をな
す◎

口縁部のみ残存。「<」の字形
に外反する口縁部。端部は丸
い。頚部内面に稜をなす。頚

部外面に1条の沈線。

胴部下半を欠損。「<」の字形
に外反する口縁部。端部は面

をなす。頚部内面に稜をな戎

胴部中位に曲折部分。

口縁部のみ残存。内脅しなが
jっ ｢く」の字形に外反する口縁
部。端部はやや丸い面をなれ

頚部内面にやや丸い稜。

口縁部のみ残存。外反する口

縁部。端部は丸い。頚部内面

にやや丸い稜。口縁部外面に

3～4条単位の連続山形文。

胴頚部のみ残存。頚部から胴

部にかけて幅8mm前後の粘土

帯を｢X｣字形に貼りつけてい
る◎

頚部のみ残存。頚部外面にリ
ボン状の粘土帯。頚部内面に
稜◎

口縁部のみ残存。外反する口
縁部。端部はやや丸い面をな
す◎

胴部下半欠損。外反する口縁

部。胴部中位に曲折部分をも

つ。口縁端部はやや丸い面を

なす。

口縁部のみ残存。外反する口

縁部。端部はやや丸い面をな

す。

口頚部のみ残存。やや外反す

る口縁部。端部は面をなす。

頚部はゆるく曲折する。

胴部下半のみ残存。外面に斜

格子状に沈線文。

口縁部のみ残存。外反する口

縁部。端部はやや丸い面をな
す0

手 法の特徴

口縁部外面、沈線の上をヨコナ元
口縁部内面、ヨコナデの上をへう
ナデ◎

口縁部外面、横方向の条痕の上を

ヨコナデ。頚部外面、ヨコナデ。
内面、ヨコナデ。

口縁部外面、横方向の条痕の上を

ヨコナデ。頚部外面、ヨコナデ。
内面、横方向の条痕の上をヨコナ
デ ◎

口縁部外面、横方向の条痕の上を

ヨコナデした後にヘラナデ。胴部

外面、条痕の上をヘラナデ。胴部
内面、ヘラナデ◎

外面、横方向の条痕の上をヨコナ

デ。内面、指圧痕の上をヨコナ元

外面、ヨコナデとヘラナデの上に

沈線。内面、ヨコナデの上をヨコ
ヘラナデ。

外面、内面、ヨコヘラナデ。

外面、ヨコナデ。内面、ヨコナ孔

外面、左上りの条痕の上をヨコナ
一●

ア ◎ 内面、ヨコヘラナデ。

口縁部外面、左上りの条痕。胴部

外面は、指圧痕の上をヨコナデ。

内面、指圧痕の上を横方向の条痕

した後にヨコナデ。

口縁部外面、横方向の条痕。口縁

部内面、ヨコナデ。

口縁端面に、擬似縄文。口縁部外

面、横方向の条痕の上をヨコナ冗

胴部外面、条痕の上をナ元内面、
横方向の条痕の上をナデ。

外面、タテヘラナデの上を沈線。

内面、ヨコヘラナデ。

口縁部上半外面、ナデ。口縁部下

半外面は、ヨコヘラケズリ。内面
ヨコヘラケンマ

－45－

備 考

外、暗褐色内、明褐色
0.2～0.3mmの砂粒。

外、明黄褐色内、明灰
褐色

0.2～0.5mmの砂粒を多量

に含む。

外、暗褐色内、明褐色
1m前後の砂粒を少量含
む。

外、内、暗褐色

0.2～0.5mの砂粒。

煤付着。

外、暗褐色内、明黄褐
色

0.5～1mmの砂粒。

煤付着。

外、明赤褐色内、明灰

褐色

11nm前後の砂粒。

外、内、暗褐色

0.2～0.3mmの砂粒。

外、内、明茶褐色

0.5～1mmの砂粒を多量に

含む。煤付着。

外、褐色内、明褐色

0.2～0.5mの砂粒。

外、暗褐色内、明褐色
0.2～0.5mの砂粒。

煤付着。

内面に炭化物付着。

外、暗褐色内、明褐色

0.2～0.5mmの砂粒。

外、明褐色内、明灰褐

色

0.5～1mmの砂粒。

煤付着。

外、明赤褐色内、褐色

0.2～0.5mmの砂粒。

外、暗褐色内、黒色

0.2～0.5nmの砂粒。

焼成前の補孔？
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分類
図版

番号

法量

(c､）
形態の特徴 手法の特徴 備考

28－3

口縁部のみ残存。外反する口

縁部。端部は丸い。口縁端部

に山形突起がある。外面に山
形突起を中心にした弧状沈線
文が2条。

外面、横方向の条痕の上をナデの

後にナデ。内面、横方向の条痕を
ヨコナデ。

外、内、明褐色

0.2～0.3mの砂粒。

28－4

胴径(38.4）

底径(10.3）

胴部上半欠損。胴部中位にゆ
るい曲折部分。突出して、や
や上底の底部。

胴部外面、条痕の上を左上りのナ
デ。胴部内面、横方向の条痕の上

をナデ。底部外面、ナデ。

外、暗褐色内、明褐色
0.2～0.5mmの砂粒。

煤付着。

M 29－1

口径(39.6） 口縁部のみ残存。胴部中位で

曲折部分をもつ。外反する口
縁部。端部は、やや丸い面を

もつ。

外面、条痕の上をヨコヘラナデ。

内面、ヨコヘラナデ。

外、内、明灰褐色

0.2～0.5mmの砂粒。

M 29－2

口径(29.6） 口頚部のみ残存。外開きの頚

部に曲折して立ち上がる口縁

部。端部は丸い。胴部中位に

曲折部分。

外面、ヨコヘラケンマ。内面、ヨ
コヘラケンマ ○

外、黒褐色内、褐色

0.4～0.8mの砂粒。

煤付着｡．

Eb 29－3

口径(27.2） 口縁部のみ残存。外反する口

縁部。端部は丸い。

外面、横方向の条痕。内面、横方

向の条痕の上をヨコナデ。

外、暗褐色士内、褐色

0.5～0.8mmの砂粒。

Ea 29－4

口径(27.2） 口縁部のみ残存。やや外反す

る口縁部。端部はやや丸い面

をもつ。

外面、横方向の条痕。内面、ヨコ

ナデ。仕上げが粗い。

外、褐色内、暗灰色

0.5～0.8mmの砂粒。

煤付着。

Ea 29－5

口径(22.9） 口縁部のみ残存。外反する口

縁部。端部は丸い。

外面、横方向の条痕。内面、ヨコ

ヘラナデの上をヨコナデ。仕上げ

が粗い。

外、内、明褐色

0.2～0.3mmの砂粒。

煤付着。

F 29－6

口径(12.4） 口縁部のみ残存。外反する口

縁部。端部は丸い。

外面は、ヨコナデ。胴部外面の一

部は、ヨコナデの上をヘラナデ。

内面、ヨコナデ◎

外、内、暗灰褐色

0.2～0.5mmの砂粒。

Ea 29－7

口径(19.7）

胴径(22.4）

胴部下半欠損。外反する口縁
部。端部は丸い。胴部は丸〈
はる ◎

外面、左上りの条痕の上をヨコナ

デ。胴部内面、指圧痕の上をヨコ

ヘラナデ。口縁部内面、ヨコナデ6

外､暗茶褐色内､明褐色

1m前後の砂粒を多量に

含む。

F 29－8

口径(17．1） 口縁部のみ残存。外反する口

縁部。端部はやや丸い面をな
す0

外面、ヨコヘラケズリ。内面、ヨ

コヘラケズリの上を部分的にヨコ
ナデ◎

外､暗灰褐色内､淡灰褐

色0.5～1mの砂粒を多

量に含む。

Eb 29－9

口縁部のみ残存。直口する口

縁部。端部はやや丸い面をな

す。端部外面に刻み目をも乳

外面、右上がりの条痕。内面、左
上がりのヘラナデ。

外、褐色内、明茶褐色

底
部
a

30－1

底径(4.8） 底部のみ残存。底部端は鈍角

をなす。ほぼ平底。

外面 ヨコヘラナデ。底面、ナ孔

内面、ヨコナデ○

外、暗黄褐色内、明黄

褐色

0.5～1mmの砂粒。

底
部
ｂ
30－2

底径（6.5） 底部のみ残存。底部端は鈍角

をなす。やや上底。

外面、ヨコヘラケンマ◎底面、丁

寧なナデ。内面、ヨコナデ

外、黄灰褐色内、暗灰

褐色1mm前後の砂粒を

多堂に含む

底
部
C

30－3

底径（8.7） 底部のみ残存。底部端は直角

に近い。ほぼ平底。

外面上部、左上がりのヘラナデ。

外面下部、ヨコナデ。底面、ナテも
内面、ヘラナデ。

外、内、明黄褐色

0.5～1mmの砂粒。

底
部
ｂ
30－4

底径(11.0） 底部のみ残存。底部端は鈍角

をなす。やや上底。

外面、底面、内面ともナデ。 外、明灰褐色内、11舟灰

褐色

0.5～1mmの砂粒。
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分類
図版

番号

法量

(c､）
形態の特徴 手法の待徴 備考

底
部
ｂ
30－5

底径（7.4） 底部のみ残存。底部端は鈍角
をなす。平底。

外面、ヨコヘラナデ。底面、ヘラ

ナデ。内面、タテナデ。

外、暗褐色内、黒灰色

1mm前後の砂粒。

底
部
C

30－6

底径（8.5） 底部のみ残存。底部端はほぼ

垂直に立つ。やや上底。

外面、タテヘラナデの上からヨコ

ナデ。底面、ヨコナデ。内面、ヨ
コナデ◎

外、内、暗褐色

0.5～1mmの砂粒。

煤付着。

底
部
C

30－7

底径（9.9） 底部のみ残存。底部端はほぼ

垂直に立つ。平底。

外面、底面、内面ともナデ。 外、淡赤褐色内、明灰
褐色

0.5～1mmの砂粒。

煤付着。

底
部
C

30－8

底径（7.5） 底部のみ残存。底部端はほぼ

垂直に立つ。やや_上底。

外面、条痕の上を一部ヨコナデ。

底面、ナデ。内面、ナデ。

外、明黄褐色内、淡黄

褐色

0.5～1mの砂粒。

底
部
．
30－9

底径（9.5） 底部のみ残存。底部端は外側

にはり出す。ほぼ平底。

外面、ヨコナデ。底面、ヨコナデ

内面、ナデ

0 外、内、黄褐色

1mm前後の砂粒。

底
部
．
30-10

底径（8.8） 底部のみ残存。底部端は外側
に若干はり出す。やや上底。

外面、ヨコナデ。底面、ナデ。内

面、ヨコナデ

外、明黄褐色内、灰褐

色

1mm前後の砂粒。

底
部
．
30－11

底径(6.3） 底部のみ残存。底部端は外側
にはり出す。ほほ平底。

外面、ヨコヘラナデ。底面、ナデ6

内面、ヨコヘラナデ

外、暗褐色内、黒褐色

0.2～0.5mmの砂粒。

底
部
C

30－12

底径(15.0） 底部のみ残存。底部端は外側

に若干はり出す。平底？

外面、条痕。底面と内面、ナデ。 外、内、明灰褐色

0.5～1mmの砂粒。

底
部
．
30－13

底径（6.5） 底部のみ残存。底部端は外側

に若干はり出す。平底。

外面、条痕の上をナデ。底面、ナ

デ。内面、ヘラナデ。

外、明黄褐色内、暗灰
色

1mm前後の砂粒。

底
部
．
30－14

底径（9.7） 底部のみ残存。底部端は外側

にはり出す。平底。

外面と内面、ヨコナデ。底面、ナ
デ

外、赤褐色内、暗黄褐

色

1mm前後の砂粒。

底
部
C

30－15

底径（9.2） 底部のみ残存。底部端はほぼ

垂直に立つ。やや上底。

胴部外面、縦方向の条痕の上をナ

デ。底部外面、ヨコナデ。底面、

ナデ。内面、ヨコヘラナデの上を

ヨコナデ。

外、黄灰色内、暗褐色
0.5～1mの砂粒。

底
部
．
30-16

底径(12.7） 底部のみ残存。底部端は外側

にはり出す。平底。

胴部外面、タテヘラナデ。胴部内
面、ヨコヘラナデ。底部外面、ヨ

コナデ。底部内面、ヨコナデ。底

面、ナデ。

外、暗黄褐色内、黒褐
色

1mm前後の砂粒。

Ga 31－1

口径(50.2） 口頚部のみ残存。口縁の立ち
上がりは比較的発達し、外面

に沈線2条施文。内面は段を
なし、口縁端部とともに平畑

に仕上げる。器壁がやや厚い。

内外ともにヨコナデ後粗いヨコヘ
ラケンマ

内、暗黄褐色外、暗褐

色

1～0.5mの砂粒を少量。

煤付着。

Gb 31－2

口径(48.5） 口頚部のみ残存。ゆるやかな

波状口縁をなし、波頭部と下

端に一点刻み目を施す。外面
に幅広の沈線1条施文。内面

は段をなし、外面とともに平
坦に仕上げる。器壁がやや厚

い○

内面、ヨコヘラケンマ。外面、ヨ
コヘラナデ○

内、黒褐色外、暗灰褐

色

0.5m､似下の砂粒微量。



分類

Ga

Ga

Ga

Ga

Ga

Ga

Ga

Ga

Ga

Ga

Gb

図版

番号

31－3

31－4

31－5

31－6

31－7

31－8

31－9

31-10

31-11

31-12

32－1

法量

(c､）

口径(37‘､8）

口径(36.8）

口径(37.0）

口径(28.6）

口径(29.1）

口径(30.5）

口径(30.0）

ー

口径(20.0）

口径(17.0）

口径(47.1）

形態の特徴

胴部下半欠損。口縁の立ち上

がりは低い。口縁端部は丸く

仕上げる。外面に沈線1条施
文。頚部内面上位で稜をな夷

口頚部のみ残存。口縁の立ち
上がりは低い。口縁端部は平

坦に仕上げる。外面に凹線気
味の平坦面をなす沈線1条施
文。

口頚部のみ残存。口縁の立ち

上がりは比較的発達し、1対

の低い山形隆起を施す◎口縁

端部は若干平坦に仕上げる。
外面に沈線1条施文。頚上部
で強くほぼ水平に外轡する◎

口頚部のみ残存。口縁の立ち
上がりは低い。口縁端部は丸

<仕上げる。外面に沈線1条

施文｡頚上部で強く外轡する。

口頚部のみ残存。口縁端部は
丸く仕上げ、外面に沈線1条

施文。頚上部で強く外轡する
頚下部外面に沈線1条施文。

◎

口頚部のみ残存。口縁の立ち

上がりはやや発達し端部は丸

く仕上げる。外面に沈線1条
文｡頚上部で強く外轡する。

口頚部のみ残存。口縁端部は

丸く仕上げ、外面に浅い沈線
1条施文。

口頚部のみ残存。口縁の立ち

上がりは発達し、1対の山形
隆起を施す。口縁端部は丸く
仕上げ、外面に隆起間を起点

とした5条の重弧文、下に沈

線1条施文。頚上部で強く屈
曲し、内面に稜をなす。

胴部下半欠損。口縁の立ち上

がりはやや発達し、外反する。

口縁端部は若干平坦に仕上げ、
外面に沈線1条施文。頚部と

肩部で強く屈曲し、内面に稜
をなす。

口頚部のみ残存。口縁の立ち

上がりはやや発達し、口縁端

部は平坦に仕上げる。外面に
やや幅広の沈線1条施文。器
壁が薄い。

底部欠損。口縁の立ち上がり

は低く、外反する。口縁端部
は若干丸く仕上げ、外面に幅
広の沈線1条施文。頚下位で
轡曲し、肩部で内外面に稜を
なして屈曲する。器壁は口頚

部で厚く、胴部下半はその半
分程度。

手法の待徴

内、外面ともにヨコヘラケンマ。

内面、ヨコナデ後粗いヨコヘラケ
ﾝマ。外面、ヨコナデ後下半で粗
いヨコヘラケンマ ◎

内面、ヨコヘラケンマ。頚下部に

右上がりの指圧痕残る。外面、ヨ
コヘラケンマ。

内面、粗いヨコヘラナデ。外面、
ヨコヘラナデ。沈線施文後、ナデ

ており、沈線が寸断される。

内、外面ともにヨコヘラケンマ。

内、外面ともヨコヘラケンマ。

内面、ヨコヘラケンマ。外面、粗
いヨコヘラケンマ。

内面、ヨコヘラケンマ。外面、ヨ
コナデ後ヨコヘラケンマ。沈線施

文後ケンマしており、沈線が寸断
される。

内面、やや粗いヨコヘラケンマ。
外面、ヨコヘラケンマ。

内、外面ともにヨコヘラケンマ。

内面、口縁から胴上半までヨコヘ

ラケンマ。胴部下半タテヘラケン

マ。外面、口縁から胴部上半まで
やや粗いヨコヘラケンマ。胴部下
半は粗い左上がりのヘラケンマ。

－48－

備 考

内、やや明るい暗褐色
外、暗褐色
0.5mm以下の砂粒を少量。

煤付着。

内、黒褐色外、暗褐色
0.5mm程度の砂粒を多量。

内、黒褐色外、暗褐色

0.5mm以下の砂粒を少量。

煤付着。

内､淡黄褐色外､灰褐色
0.5～1m前後の砂粒を多
量。

煤付着。

内外とも上半黄灰褐色、
下半暗灰褐色

0.5mIn以下の砂粒微量。

内、黄褐色外、暗褐色

0.5mm以下の砂粒を少量。

内、暗褐色外、灰褐色

1～0.5mm前後の砂粒を少
量◎

内外とも暗灰褐色

0.5m前後の砂粒を少量。
煤付着。

内外ともに淡黄褐色
0.51nm以下の砂粒を微量。

丹塗りの痕跡。
煤付着。

内、明灰褐色外、暗灰
褐色

0.5m以下の砂粒を少量。

内外とも暗褐色

0.5mm前後の砂粒を少量。
煤付着。



分類

Gb

Gb

Gb

Gb

Gc

Gc

Gd

Gd

Gc

図版

番号

32－2

32－3

32－4

32－5

32－6

32－7

33－1

33－2

33－3

法量

(c､）

口径(46.1）

口径(43.9）

口径(42.8）

口径(41.1）

口径(38.0）

口径(26.8）

口径(49.6）

口径(43.1）

口径(37.3）

形態の特徴

胴部下半欠損。口縁の立ち上

がりは低く、口縁端部は若干
平坦に仕上げる。外面に凹線

気味の平坦面をなす沈線1条
施文。頚中位で轡曲し、肩部
で外面に稜をなして屈曲する。

胴部下半欠損。口縁の立ち上
がりはやや発達し外反する。

口縁端部は比較的平坦に仕上

げられ、外面に凹線気味の浅

い沈線1条施文。頚下位でゆ

るく轡曲し、肩部で外面に稜
をなして屈曲する。

胴部下半欠損。口縁の立ち上
がりは低く、やや内反する。
口縁端部は丸く仕上げ、外面
に沈線1条施文。頚下位でゆ

るく轡曲し、肩部で外面に稜
をなして屈曲する。

口頚部のみ残存。口縁の立ち

上がりは低く外反する。口縁

端部は丸く仕上げ、外面に浅
い沈線1条施文。頚下位でゆ

るく轡曲。

胴部欠損。口縁の立ち上がり

は未発達で、やや内反する。

口縁端部は平坦に仕上げ、外
面に凹線気味の平坦面をなす

沈線1条施文。頚部がゆる〈
外反しながら長くのび、下位

で轡曲し肩部で内面に稜をな
して屈曲する。

底部欠損。口縁の立ち上がり
はやや発達し、口縁端部は丸

く仕上げる。外面に凹線気味
の平坦面をなす沈線1条施文。

頚部が直線的にのび、下位で

轡曲し、内面で不明隙な稜を
なす。肩部で内外面に稜をな

して屈曲する。

胴部欠損◎口縁部の立ち上が

りは低く、口縁端部は丸く仕
上げる。内面は段をなし平坦

に仕上げ、外面に沈線1条施

文。頚部は外反しながら直線
的にのび、下端の内外面と肩

部内面で稜をなして屈曲する。

器壁が厚い。

胴部欠損。口縁の立ち上がり

はやや発達し、肥大する。口

縁端部は平坦に仕上げ、外面
に沈線1条施文。内面は段を
なし平坦に仕上げる。頚部は
直線的にのび下端の内外面で
稜をなして、屈曲する。器壁

が薄い。

全周の÷残存。口縁の立ち上
がりはやや発達し、端部は尖

る。外面は凹線気味に仕上げ
る。頚部はゆるく縛曲しての

び、肩部の内外面で不明隙な

稜をなしてゆるやかに屈曲す
る0

手 法の特徴

内、外面ともヨコヘラケンマ。

内、外面ともにヨコヘラケンマ。

内面、ヨコヘラケンマ。外面、ヨ
コヘラケンマ。胴部に不明隙なが

ら タテ方向の指圧痕が残る。

内、外面ともヨコヘラケンマ。

内、外面ともヨコヘラケンマ。

内、外面とも粗いヨコヘラケンマ。

内、外面ともヨコヘラケンマ。

内、外面ともヨコヘラケンマ。

内、外面ともヨコヘラケンマ。横
方向の条痕が若干残る。

－49－

備 考

内､暗褐色外､暗灰褐色

0.5m以下の砂粒を多量。

煤付着。

内、上半暗褐色、下半暗
黄褐色外、暗褐色
0.5mm以下の砂粒を少量。

内、上半暗灰褐色、下半
黄灰褐色外、暗灰褐色

0.5mm以下の砂粒を多量。

内､黄灰褐色外､暗褐色
0.5m以下の砂粒を少量。

煤付着。

内､黄灰褐色外､暗褐色
0.5m以下の砂粒を多量。

内､黒褐色外､黄灰褐色

0.5～1mm前後の砂粒を多
量◎

煤付着。

内、外とも暗褐色
0.5～1mm前後の砂粒を少
量◎

煤付着。

内、黒褐色外、暗褐色

0.5m前後の砂粒を多量。

煤付着。

内、黒褐色外、口縁～
胴上半暗褐色、胴下半～

底部明赤褐色

0.5mm前後の砂粒を少量。

煤付着。



分類

Gc

Gd

Gd

Gc

Gd

Gc

Gd

Gc

Gc

Gc

図版

番号

33－4

33－5

33－6

33－7

33－8

33－9

33-10

33-11

34－1

34－2

法量

(c､）

口径(42.7）

口径(35.0）

口径(36.6）

口径(28.1）

口径(26.5）

口径(18.5）

口径(28.5）

口径(16.9）

口径(45.8）

口径(45.4）

形態の特徴

胴部欠損。口縁の立ち上がり

は低く、肥厚する。口縁端部
は丸く仕上げる。外面に浅い
沈線1条施文。頚部はゆる〈

轡曲して長くのび、下端の内
面で稜をなしてゆるやかに屈

曲する。

胴下半欠損。口縁の立ち上が

りはやや発達し、外反する◎

口縁端部は平坦に仕上げる。

頚部はゆるく轡曲しながら長
<のび下端の内外面と肩部外

面で稜をなして屈曲する。

胴下半欠損。口縁の立ち上が

りは比較的発達し口縁端部は

尖る。外面は凹線気味に仕上

げる。頚部は直線的にのび、

下端の内外面、肩部外面で稜
をなして屈曲する。

胴下半欠損。口縁の立ち上が

りはやや発達し外反する。口

縁端部は丸く仕上げ外面に沈

線1条施文。頚部下端外面と

肩部内外面で稜をなして屈曲
する。口頚部の器壁が厚い。

胴下半欠損。口縁の立ち上が

りは未発達で口縁端部は若干

平坦に仕上げる。内面は段を

なし平坦に仕上げる。頚部は

直線的にのび下端内面と肩部

外面で稜をなして屈曲する。
肩部が若干のびる。

胴下半欠損。口縁の立ち上が

りは未発達で口縁端部は丸く

仕上げる。頚部下端内外で稜
をなして屈曲し胴がゆるく張
る◎

胴下半欠損。口縁の立ち上が

りはやや発達し外反する。口

縁端部は丸く仕上げ、内面は

段をなす。外面に深い沈線1

条施文。頚部下端内面と肩部

外面で稜をなして屈曲する。

底部欠損。口縁の立ち上がり

は低く口縁端部は尖る。外面
は凹線気味に仕上げる。頚部

はゆるく轡曲し下端内外面と
肩部外面で稜をなして屈曲す
る。

胴部欠損。口縁の立ち上がり

は低<口縁端部は丸く仕上げ

る。外面に沈線1条施文。頚

部は直線的にのび下端で轡曲
する ◎

胴部欠損。口縁の立ち上がり

はやや発達し外反する。口縁

端部は丸く仕上げ内面は段を

なす。外面に沈線1条施文。

頚部下端で強く轡曲する。

手法の特徴

内面、ヨコヘラケンマ。外面、ヨ
コヘラナデ。

内面、ヨコヘラケンマ。肩部に右

上がりのへラ圧痕を残す。外面、

やや粗いヨコヘラケンマ。

内面、ヨコヘラケンマ。胴部に指
圧痕が若干残る。外面、やや粗い
ヨコヘラケンマ 。

内面、ヨコヘラケンマ。外面、粗
ぃヨコヘラケンマ

内、外面とも粗いヨコヘラケンマ。

内面、やや粗いヨコヘラケンマ。

頚上部と胴部に指圧痕が残る。外
面、左へのヘラケズリ後、粗いヨ
コヘラケンマ、ケズリ痕が残る。

内、外面ともヨコヘラケンマ。

内、外面ともヨコヘラケンマ。

内、外面ともヨコヘラケンマ。

内、外面ともヨコヘラケンマ。

－50－

備 考

内、黒褐色外、暗灰褐
色

0.5～1m前後の砂粒を多

量。

内、外とも暗褐色

0.5m前後の砂粒を多量。

内、暗灰褐色外、黄灰
褐色

1mm以下の砂粒を少量。

煤付着。

内、黒褐色外、上半暗

褐色、下半黒褐色

0.5mm以下の砂粒を多量。

内、外とも暗褐色
0.5m以下の砂粒を少量。

煤付着。

内､暗黄褐色外､暗褐色

0.5～1m前後の砂粒を多
量

内､灰褐色外､黄灰褐色

0.5mm以下の砂粒を少量。
胴部内面に炭化物付着。

頚上部に外面からの二次

穿孔。

内､暗灰褐色外､黒褐色

0.5m前後の砂粒を多量。

頚下部に内面からの二次

穿孔。

内、灰褐色外、暗褐色

0.5mm以下の砂粒を少量。

内、黄褐色外、暗褐色

0.5mm以下の砂粒を少量。



分類

Gc

Gc

Gc

Gd

Ge

Ge

I

Ha

Ha

図版

番号

34－3

34－4

34－5

34－6

34－7

34－8

35－1

35－2

35－3

法量

(c､）

口径(40.0）

口径(39.7）

口径(37.6）

口径(34.3）

口径(30.5）

口径(21.0）

口径(47.0）

口径(33.1）

口径(23.8）

形態の持徴

胴下部欠損。口縁の立ち上が

りは未発達で口縁端部は丸〈

仕上げる。内面は段をなし、
若干平坦に仕上げる。頚部下
端外面と肩部外面で稜をなし
て屈曲しゆるやかに胴部へと

移行する。

胴部欠損。口縁の立ち上がり

はやや発達し端部は丸く仕上

げる。内面は平坦に仕上げ外
面に凹線気味の沈線1条施文。

頚下位で轡曲し肩部外面で稜
をなして屈曲する。

胴部欠損。口縁の立ち上がり
は低<、端部は丸く仕上げる。
内面は平坦に仕上げ外面に浅
い沈線1条施文。頚下位で轡
曲し、肩部内面で稜をなして
屈曲する。

胴下半欠損。口縁の立ち上が

りは低く端部は丸く仕上げる。
内面は若干平坦に仕上げ外面
は浅い沈線1条施文。頚部下

端肩部内外面で稜をなして屈
曲する。

胴下半欠損。口縁の立ち上が

りは低く、口縁端部は丸く仕

上げる。内面は平坦に仕上げ

外面は沈線1条施文。頚部下
端内外面でゆるい稜をなして

屈曲し、肩が張り外面に稜を

なして屈曲する。

底部欠損。口縁の立ち上がり
は低く口縁端部は丸く仕上げ

る。外面に浅い沈線1条施文。
頚部は直線的にのび、下端内

外面肩部外面で稜をなして屈
曲する◎肩が張る。

胴下半欠損。口縁は肥大した

やや尖る直に口縁をなし、短

〈外反する。口縁端部は若干

平坦に仕上げる。頚部内外面

と肩部外面で稜をなし直角に

屈曲する。口縁内面と肩上部

外面に沈線1条施文。

胴下半欠損。口縁は直線的に

長くのびる直口口縁でゆるい

波状をなす。口縁端部は平坦

に仕上げる。頚部内面で稜を

なして屈曲し外面は段をなす。

肩部内外面でゆるい稜をなし

て屈曲する。

胴部下半欠損◎波頂部がやや

強く立ち上がるゆるい波状口

縁をなす。口縁端部は若干平
坦に仕上げる。頚部内面で稜

をなして屈曲し外面は低い段
をなす。肩部外面でゆるく屈

曲する。

手法の特徴

内面、やや粗いヨコヘラケンマ。

外面、横方向の条痕調整後粗いヨ
コヘラケンマ。条痕が若干残る。

内、外面ともヨコヘラケンマ。

内、外面ともヨコヘラケンマ。

内、外面ともヨコヘラケンマ。

内面、ヨコヘラケンマ。外面、粗
ぃヨコヘラケンマ 0

内、外面ともヨコヘラケズリ後粗
いヨコヘラケンマ。器壁の凹凸が

目立つ。

内面、口縁部ヨコヘラケンマ。胴

部ヨコヘラケズリ後下半でヨコヘ

ラケンマ。外面、ヨコヘラケンマ。

内、外面ともヨコヘラケンマ。

内面、ヨコヘラケンマ。外面、口

縁上半左上がりのヘラケンマ、以

下ヨコヘラケンマ

－51－

備 考

内、灰褐色外、暗褐色

0.5～1mm前後の砂粒を多
量◎

煤付着。

内、暗褐色外、黒褐色

0.5m前後の砂粒を少量。

内､暗黄褐色外､暗褐色
1mm以下の砂粒を少量。

内､灰褐色外､淡黄褐色

1m以下の砂粒を多量。

内、暗褐色外、上半黒

褐色、下半暗黄褐色

0.5m以下の砂粒を少量。

内、黒褐色外、暗褐色

0.5～1mm前後の砂粒を多
量◎

内､灰褐色外､黄灰褐色

0.5m前後の砂粒を微量。

内、外とも暗黄褐色

0.5m以下の砂粒を多量。

内、外とも上半で暗黄禍

色、下半で黒褐色

1mm以下の砂粒を少量含

む0

内、外ともに煤付着。



分類

Ha

Ha

Ha

Hb

Hb

Hb

Ja，

Jc

Ja

Ja

図版

番号

35－4

35－5

35－6

35－7

35－8

35－9

36－1

36－2

36－3

36－4

法量

(c､）

口径(15.5）

口径(18.6）

口径(14.5）

胴径(22.0）

口径(16.8）

胴径(33.2）

口径(43.8）

口径(34.8）

口径(29.8）

口径(21.8）

形態の特徴

全周の命残存。波頂部欠損。
ゆるい波状口縁をなし、口縁
端部は平坦に仕上げる。外面
には上下2段2条単位、4連
の重弧文を施すと思われる。
上段は波頂部、下段は波底部
下を起点とする。頚部内外面
と肩部外面でゆるい稜をなし
て屈曲する。

胴下半欠損。やや強い波状口
縁をなし口縁端部は平坦に仕

上げる。頚部内面で大きく、
外面で凹線気味に小さく段を

なし､坑状の胴部につながる。

底部・波頭部欠損。ゆるい波
状口縁をなし口縁端部は若干
平坦に仕上げる。頚部でゆる

<轡曲し、肩部外面で稜をな

して屈曲する。

口縁、底部欠損。頚部肩部で

強く屈曲して肩が張り、算盤
玉状をなす。肩上部に上方に

轡曲する貼付突帯を残してお
り、これは頚部にかけての円
筒状の突起の欠損と思われる。

胴下半欠損。波状口縁をなし

口縁端部は平坦に仕上げる。

波頭部口縁端に凹点を施す。

頚部、肩部で稜をなし直角に
屈曲する。波頂部下の頚部外

面に4cm程のリボン状粘土帯
を貼り付ける。

口縁部胴下半欠損。頚部、肩

部で強く屈曲して肩力張り、

算盤玉状をなす。頚部内面に
沈線1条施文。外面に6cm程

のリボン状粘土帯を貼り付け
る◎

底部欠損。口頚部が短く、外
反する。口縁端部は平坦に仕

上げ内面は段をなし平坦に仕

上げる。外面に浅い沈線1条
施文。頚部内面と肩部内外面
で稜をなしてゆるく屈曲する。

胴下半欠損。口縁の立ち上が

りは未発達で口縁端部は丸〈

仕上げる。頚部内面で平坦面

をつくって小さく轡曲し、肩
部外面で稜をなして屈曲する。

胴下半欠損。口縁の立ち上が

りは未発達で外反し端部は尖

がる。内面は低い段をなし、

外面は凹線気味に仕上げる。

頚部内面と肩部外面で稜をな
してゆるく屈曲する。

胴下半欠損。口縁は極めてゆ
るい波状口縁をなし外反する。
口縁端部は平坦に仕上げ、内
面は段をなす。頚部内面で平
坦面をつくり張り出し気味に
稜をなして屈曲し外面で凹線
気味に小さく轡曲する。肩外
面で稜をなしゆるく屈曲する。

手法の待徴

内面、上半ヨコヘラケンマ、底部
不定方向のヘラケンマ。外面、上
半ヨコヘラケンマ、底部タテヘラ
ケンマ

内面、上半ヨコヘラケンマ、下半
右上がりのヘラケンマ。外面、口

縁左上がりのヘラケンマ、胴上部

ヨコヘラケンマ、胴下部左上がり
のヘラケンマ 。

内、外面ともヨコナデ後粗いヨコ
ヘラケンマ。器種の凹凸が目立-％

内、外面ともヨコナデ。

内面、ヨコヘラケンマ。外面、口
縁上部右上がりのヘラケンマ、以

下ヨコヘラケンマ。

内、外面ともヨコナデ。

内面、口縁～胴上半ヨコヘラケン

マ、胴下半左上がりのヘラケンマb
外面、口縁～胴上半ヨコヘラナテミ

胴下半タテヘラナデ。

内面、やや粗いヨコヘラケンマ。

外面、ヨコヘラケンマ。

内、外面ともヨコヘラケンマ。

内、外面ともにヨコ条痕調整後ヨ
コヘラケンマ ◎

－52－

備 考

内、上半暗褐色、下半暗
黄褐色外、上半暗褐色
下半黒褐色

1mm以下の砂粒を多量。

内、外とも暗褐色

0.5m以下の砂粒を少量。

内、黒褐色外、上半黒
褐色、胴下部暗褐色

0.5m前後の砂粒を少量。

内、外とも上半暗褐色、
下半黒褐色

0.5m前後の砂粒を少量。

内、上半暗褐色、下半黄

褐色外、暗灰褐色

1mm以下の砂粒を少量。

内、上半暗黄褐色、下半

黒褐色外、暗褐色

0.5～1mm前後の砂粒を少
量◎

外面煤付着。

内面下半炭化物付着。

内、暗褐色外、上半暗
褐色、下半黄褐色

0.5mm以下の砂粒を多量。

1～1.5,m'前後の砂粒を少
量◎

煤付着。

内、暗灰褐色外、口縁

部暗灰褐色、以下黒褐色

0.5mm前後の砂粒を多量。
内、外ともに煤付着。

内、口縁部黄灰褐色、以

下黒褐色外、暗褐色

0.5m以下の砂粒を多量。

内、暗赤褐色外、暗褐
色

0.5m以下の砂粒を少量。



分類

』9

Jd

Jd

Jd

Ja

Jb

Jd

Jb

Jb

Jb

Jb

図版

番号

36－5

36－6

36－7

36－8

36－9

36-10

36-11

37－1

37－2

37－3

37－4

法量

(c､）

口径(28.5）

口径(17.9）

口径(26.0）

口径(16.5）

口径(16.3）

口径(16.3）

口径(14.6）

口径(32.2）

口径(17.8）

口径(17.2）

口径(17.9）

形態の特徴

胴下半欠損。口縁が短く直立
し、端部は尖がる。内面で低
い段をなし若干平坦に仕上げ
る。外面は凹線気味に仕上げ
屈曲してそのまま胴部につな
がる 0

胴下半欠損。口縁は短く外反

し端部は平坦に仕上げる。内
面は段をなし平坦に仕上げる。
頚部内外面と肩部外面で稜を
なして屈曲し胴が大きく張る。

胴下半欠損。口縁は短く外反
し端部は平坦に仕上げる。内
面は段をなして若干平坦に仕
上げる。口縁端部に凹点を施
す0

胴下半欠損。口縁端部は丸く

仕上げられ、内面に沈線1条
施文。外面で稜をなして屈曲
する。肩部で屈曲し肥厚する。

底部欠損。口縁端部は丸く仕

上げ内面に沈線1条施文。頚
部内面と肩部内面で稜をなし、
頚部外面は凹線気味に仕上げ
る◎

胴下半欠損。口縁端部は丸く

仕上げ内面に沈線1条施文。
頚部内面で稜をなして屈曲し

外面は凹線気味に仕上げる。
器壁が薄い。

胴下半欠損。口縁端部は若干

平坦に仕上げ内面は段をなし
て平坦に仕上げる。頚部内外
面と肩部外面で稜をなし屈曲
する 。

胴下半欠損。口縁はゆるい波
状口縁をなし端部は平坦に仕

上げる。内面は段をなし平坦
に仕上げる。波頭端部には刺

突による凹点を施す。頚部内
面、肩部外面で稜をなして屈

曲する。

底部欠損。口縁端部は丸く仕

上げ内面は低い段をなす。頚

部内面で強く肩部外面でゆる
<稜をなして屈曲する。器壁

は厚い。

胴下半欠損。口縁端部は丸〈

仕上げ内面はやや発達した段

をなす。頚部内面で強く肩部

外面でゆるく稜をなし屈曲す
る

胴下半欠損。口縁端部は平坦
に仕上げ内面は段をなす。頚
部内面でやや強く肩部外面で
ゆるく稜をなして屈曲する。

頚部外面の轡曲はゆるく胴部
が深い。

手法の特徴

内、外面ともヨコナデ後粗いヨコ
ヘラケンマ。器壁の凹凸力薯しい。

内、外面ともヨコヘラケンマ。

内面、やや粗いヨコヘラケンマ。

外面、ヨコヘラケンマ 。

内面、粗いヨコヘラケンマ｡外面、
ヨコナデ後粗いヨコヘラケンマ。

内、外面ともヨコヘラケンマ。

内、外面ともヨコヘラケンマ。

内、外面ともヨコヘラケンマ。

内、外面ともヨコヘラケンマ。

内、外面ともヨコナデ後粗いヨコ
ヘラケンマ 0

内面、上半ヨコヘラケンマ、下半
左上がりのヘラケンマ。外面、ヨ
コヘラケンマ

内面、粗いヨコヘラケンマ。外面、
口縁ヨコナデ、以下ヨコ条痕調整

後ヨコヘラケンマ

－53－

備 考

内、暗黄褐色外、上半
暗黄褐色、下半明黄褐色
0.5mm以下の砂粒を少量。

煤付着。

内、口縁部暗褐色、以下
黄褐色外、暗褐色
0.5～1m前後の砂粒を少
量◎

煤付着。

内、暗灰褐色外、口縁
部黒褐色、以下茶褐色
0.5mm以下の砂粒を多量。
煤付着。胴下部外面に堅
果類の圧痕と思われる凹
点が残る。

内､暗灰褐色外､黄褐色
1,,,以下の砂粒を多量。

内､暗褐色外､暗赤褐色
0.5mm前後の砂粒を多量。

内、外とも黒褐色

0.5mm以下の砂粒を微量。

内、暗褐色外、黒褐色
0.5m以下の砂粒を少量。

内、口縁部暗黄褐色、以

下暗褐色外、暗褐色
0.5mm以下の砂粒を少量。

内、暗褐色外、上半暗

褐色、下半黒褐色

1mm以下の砂粒を多量。

2～3m,､の砂粒を少量。

内、暗褐色外、黒褐色
0.5mm以下の砂粒を少量。

内、上半黒褐色、下半暗

褐色外、上半黒褐色、

下半明黄褐色

0.5mm以下の砂粒を少量。



－54－

分類
図版

番号

法量

(c､）
形態の待徴 手法の待徴 備考

Jb 37－5

口径(16.0）

胴径(16.3）
胴下半欠損。口縁は低い山形
突起をつくり、端部は丸く仕

上げ、内面で段をなす。口縁

突起部外面と直下の肩部に刺
突による凹点を施す。頚部内

面で強く肩部外面でゆるく稜

をなし、中位でゆるく張る胴

部に移行する。口頚部が肥厚
する ◎

内、外面ともヨコヘラケンマ。 内､暗灰褐色外､黒褐色
0.5mm以下の砂粒を少量。

Je 37－6

口径(13.9） 底部欠損。口縁端部は丸く仕

上げ内面は低い段をなし若干
平坦に仕上げる。頚部内外面
でゆるく稜をなして屈曲しそ

のまま坑形の胴部につらなる。

内、外面とも口縁～胴上部ヨコナ
一●

ア
マ
◎

以下ヨコナデ後ヨコヘラケン
内、外とも上半明黄褐色
下半黒褐色

0.5～1mmの砂粒を多量。

Ja 37－7

口径(17.8） 胴下半欠損。口縁端部は若干

平坦に仕上げ内面は低い段を
なし平坦に仕上げる。頚部内

面、肩部外面でやや強く稜を

なして屈曲する。口頚部は薄

<仕上げる。

内、外面ともヨコヘラケンマ。 内、暗褐色外、黒褐色

0.5mm以下の砂粒を少量。

Jf 37－8

口径(12.4） 胴下半欠損。口縁端部は丸く

仕上げ内面はやや発達した段
をなす。頚部内面で稜をなし

て屈曲し外面はゆるやかに轡
曲して胴部につらなる。

内面、やや粗いヨコヘラケンマ。
外面、ヨコヘラケズリ後粗いヨコ
ナデ

内、暗褐色外、黒褐色
0.5mm前後の砂粒を多量。

1mm前後の砂粒を少量。
煤付着。

Jf 37－9

口径(19.4） 底部欠損。口縁端部は平坦に

仕上げ内面は低い段をなし平

坦に仕上げる。端部に凹点を

施す。頚部は轡曲しやや肩の

張る胴部につらなる。

内、外面ともヨコ条痕調整後粗い
ヨコヘラケンマ。条痕が若干残る。

器壁の凹凸が著しい。

内､暗褐色外､暗赤褐色
0.5mm以下の砂粒を少量。

煤付着。

K 37-10

口径(18.4） 胴下半欠損。口縁はゆるやか

にﾀ畷し端部は平坦に仕上げ

る。肩部で稜をなして屈曲す
る◎

内、外面ともヨコヘラケンマ。 内､暗褐色外､暗黄褐色
0.5mm以下の砂粒を少量。

N 37-11

口径(21.1） 胴下半欠損。口縁の立ち_上が

りはやや発達し外反する。口

縁端部は丸く仕上げ内面は段
をなす。外面に沈線1条施文。

頚部は下部でゆるやかに轡曲

し外面でゆるい.段をなす。内
面はやわらかに中位に最大径

をもつ胴部につらなる。

内、外面ともヨコヘラケンマ。 内、黒褐色外、暗褐色

0.5～1mm前後の砂粒を多
量

N 37-12

口径(16.6） 胴下半欠損。口縁の立ち上が

りは低く内反する。口縁端部

は尖る。内面は段をなし外面
には凹線気味の平坦面をなす

沈線1条施文。頚部は小さく

轡曲し内面で稜をなしてゆる

〈屈曲する。外面はなめらか

に胴へ移行する。

内、外面ともヨコヘラケンマ。 内、外とも暗黄褐色

1mm以下の砂粒を微量。

Od 38－1

口径(32.0）

胴径(32.3）

器高(26.2）

全周の音残存。口縁は内轡気
味にゆるく外反し端部は直立

する。端部は丸く仕上げる。

頚部で稜をなして屈曲し下位
から中位にかけてゆるく張る
胴部につらなる。底部は平底

に近い丸底で中心部の器壁が
やや厚い。

内面、口縁～胴上位細かなヨコヘ

ラナデ、胴中位左上がりのヨコヘ
ラナデ、部分的にヘラケズリ痕が

残。胴下位～底部へラナデ後ヨコ
ナデ。外面、口縁、底部ヨコヘラ

ナデ。胴部左上がりの粗いヘラナ
デ

内、口縁部黄褐色、以下

暗褐色外、口縁部黄褐
色、以下暗赤褐色

0.5～1m前後の砂粒を少
量



分類

Ob

Oa

Oa

Ob

Oa

Ob

Ob

Ob

Oa

図版

番号

38－2

38－3

38－4

38－5

38－6

38－7

38－8

38－9

38-10

法量

(c､）

口径(19.2）

口径(13.8）

口径(24.7）

口径(13.4）

形態の特徴

胴下半欠損。胴下位に最大径
をもち口縁が内轡気味にゆる
くのびやや内反する。口縁端
部は若干尖がる。外面に2条
の平行沈線によって区画した
中に5～7条を単位とした重
弧文を上下の対位置に8連す
る

胴下半欠損。胴中位に最大径

をもち口縁が内轡気味にゆる

くのび若干内反する。口縁端

部は若干平坦に仕上げる。外

面に左回りのうずを巻く貼付

突帯施文。

胴下半欠損。胴下位に最大径

をもち口縁が内轡気味にゆる
くのびやや内反する。口縁端

部は平坦に仕上げる。外面に

右回りにうずを巻く貼付突帯

施文。

口縁部小片。胴下位に最大径

をもち口縁が若干内轡気味に

直線的にのび強く内反する。
口縁端部は平坦に仕上げる。

外面は口縁下に上から5条の

平行沈線、2条の重弧文、5

条の平行沈線施文。

胴下半欠損。胴下位に最大径
をもち口縁が内脅しながらゆ
るくのび内反する。口縁端部
は尖る。口縁下に3mmの小孔
を焼成前に穿ち、ほぼこの小
孔上を中心として外面に7.5cm
の弧を描いて1条の貼付突帯
を懸下する。

口縁部小片。胴上部に最大径
をもち口縁がゆるく内簿する。
口縁端部は若干平坦に仕上げ
る。外面は口縁下に沈線を1
条施し以下5条単位の平行沈
線をとり囲む｢X｣字文を2段
施し、その間上下にヘラケズ
リによる凹点施文。

口縁部小片。胴上位に最大径

をもち口縁が内脅しながらゆ

るくのびやや内反する。口縁

端部は丸く仕上げる。外面に

3条の平行沈線を施し以下に

重弧文を施す。

口縁部小片。胴中位に最大径

をもち口縁が内轡気味にゆる
くのびやや内反する。口縁端

部は若干平坦に仕上げる。外
面は口縁下に9条の平行沈線

施文。

口縁部小片。胴上位に最大径
をもち口縁はほぼ直立する。
端部は平坦に仕上げる。外面
は口縁下に1条の平行沈線と
口縁端部から胴部に向かって
懸下する貼付突帯を施し、沈
線の上下と突帯の上端・突帯
上に刺突列点施文。

手法の特徴

内面、ヨコナデ後まばらなヨコヘ

ラナデ。外面、上部ヨコヘラケン
マ、下部左上がりのヘラケンマ。

内、外面ともヨコヘラケンマ。

内面、やや粗いヨコヘラケンマ。

外面、ヨコヘラナデ。

内面、口縁部ヨコナデ、以下右上

がりのヘラケンマ。外面、ヨコヘ
ラケンマ ◎

内面、やや粗いヨコヘラケンマ。

外面、ヨコヘラケンマ

内面、ヨコヘラケズリ後まばらな
ヨコヘラナデ。外面、ヨコナデ。

内、外面ともヨコヘラケンマ。

内、外面ともヨコヘラケンマ。

内、外面ともヨコケンマ。

－55－

備 考

内、黒褐色外、黄褐色
1m以下の砂粒を少量。

内､暗赤褐色外､暗褐色

1mm以下の砂粒を多量。

内､黒褐色外､暗灰褐色

1mm前後の砂粒を多量。

内､黒褐色外､暗灰褐色

1mm以下の砂粒を少量。

内、暗褐色外、黒褐色

砂粒はほとんど含まない。

内、暗灰褐色外、淡黄

褐色

0.5m以下の砂粒を少量。

内、黒褐色外、暗褐色

1m以下の砂粒を少量。

内、黒褐色外、暗褐色

1m以下の砂粒を少量。

内、外とも黒褐色

0.5～1mm前後の砂粒を多
量



分類

Ob

Ob

Ob

Ob

Ob

Oc

Oc

Ob

Oc

P

図版

番号

38-11

38-12

38-13

38-14

39－1

39－2

39－3

39－4

39－5

40－1

法量

(c､）

頚部径

(21.2）

胴径(31.4）

残存高

(22.8）

口径(27.2）

口径(17.4）

口径(16.2）

胴径(24.5）

胴径(32.0）

形態の待徴

口縁部小片。胴上位に最大径

をもち口縁はほぼ直立する。

端部は平坦に仕上げる。外面

は口縁下に2条の平行沈線を

施し以下2条単位の重弧文を

連続する。

口縁部小片。胴上位に最大径

をもち口縁は内轡気味にゆる

くやや内反する。端部はやや

尖がる。外面は口縁下に1条

の連弧文以下に4条の平行沈

線施文。

口縁部小片。胴中位に最大径

をもち口縁は内轡気味にゆる
くのびやや内反する。口縁端部

は若干平坦に仕上げる。外面

は3条単位の平行沈線をとり

囲む｢X｣字文を2段施文する。

口縁部小片。胴中位に最大径

をもち大きく内脅しながらの
びほぼ直角に短く外反する口

縁をもつ。口縁端部は若干平

坦に仕上げ内面で段をなす。

外面は上から1条の平行沈線

3条の重弧文・その直下に凹
点を施しこれを起点とする3

条単位の重弧文を両側に配し

さらにその下に3条の平行沈

線を施文。

口縁部欠損。胴中位に最大径
をもって丸く張り、底部も丸

く仕上げる。頚部で稜をなし

て屈曲し、口縁が外反するよ
うである。外面胴上部に2条

の平行沈線で区画し中に3段

の｢X｣字文を施文する。

胴下半欠損。口縁が低く立ち

上がり端部は尖る。内面は平

坦に仕上げられ段をなす。頚

部で稜をなして強く屈曲し胴

が若干内脅気味に直線的にの

び外方に大きく張り出す。

口縁部小片。口縁が低く立ち

上がり端部は丸く仕上げる。

内面は平坦に仕上げる。頚部

で稜をなして強く屈曲し胴が

若干内轡気味に直線的にのび
外方に大きく張り出す。

胴下半欠損。胴下位に最大径

をもち若干内轡気味ゆるくの

びほぼ直角に短く外反する口
縁部をもつ。口縁端部は丸〈

仕上げ内面は段をなす。

胴上部・底部欠損。胴中位で
丸く張る球形の胴をなし、上

位で屈曲して段をなす。

胴中部のみ残存。胴は明隙な

稜をなして屈曲し、上半はゆ

るくﾀ鰯する。肩上部に2条
の凹線を施す。

手法の特徴

内面、口縁部ヨコヘラケンマ、以

下タテヘラケンマ。外面、ヨコヘ
ラケンマ 0

内面、ヨコヘラナデ。外面、ヨコ
ヘラケンマ。

内面、ヨコヘラナデ。外面、ヨコ
ナデ0

内、外面ともヨコヘラケンマ。

内面、ヨコヘラケズリ後ヨコナ元
外面、上半ヨコヘラケンマ、下半

左上がりの条痕調整後ヨコヘラケ
ンマ、条痕が若干残存。

内面、口縁部ヨコヘラケンマ、以

下ヨコ条痕調整後ヨコヘラケズリ
及びまばらなヨコヘラナデ｡外面、

口縁部、胴下部でヨコヘラナデ、

胴上部で左上がりのヘラナデ。

内、外面ともヨコヘラケンマ。

内面、粗いヨコヘラケンマ、胴上

位に指圧痕が残る。外面、粗いヨ
コヘラケンマ 。

内面、粗いヨコヘラケンマb外面、
ヨコヘラケンマ0

内、外面ともヨコナデ。
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備 考

内、黒褐色外、暗褐色

1mm以下の砂粒を多量。

外面丹塗。

内､黄褐色外､暗黄褐色

1mm以下の砂粒を少量。

煤付着。

内､赤褐色外､暗黄褐色

0.5～1mm前後の砂粒を多
量◎

煤付着。

内、黒褐色外、暗褐色

1mm以下の砂粒を多量。

内、暗灰褐色外、暗茶

褐色

0.5～11nm前後の砂粒を多
量。

内､暗灰褐色外､暗褐色

0.5mm以下の砂粒を多量。

内､黒褐色外､黒灰褐色

0.5mm以下の砂粒を少量。

内、口縁部黒褐色、以下

暗灰褐色外、上半暗灰

褐色、下半暗黄褐色

0.5mm以下の砂粒を多量。

l～1.5m前後の砂粒を少量。

内、黒褐色外、暗褐色
0.5～1mm前後の砂粒を少

量。煤付着。

内、淡灰褐色外、黄灰

褐色

0.5mm前後の砂粒を多量。



分類

P

L

L

Q

Q

R

R

R

Hb

N

一

R

R

図版

番号

40－2

40－3

40－4

40－5

40－6

40－7

40－8

40－9

40-10

40－11

40－12

40-13

法量

(c､）

口径(25.5）

口径(28.4）

口径(25.2）

口径(20.7）

口径(11.9）

口径(10．1）

口径(10.7）

胴径(12.7）

胴径(15．1）

口径(12.2）

形態の特徴

口縁部小片。やや外轡気味に

直線的にのびる口縁部。口縁

端部は丸く仕上げる。内面に
沈線1条施文。

胴下半欠損。口縁は短く、水

平に近く外反し端部は若干尖

がる｡内面に沈線1条施文。頚

部は内面で稜をなして直角に

屈曲してほぼ垂直にのび、肩部

内外で稜をなして屈曲する。

胴下半欠損。口縁は短く、水
平に近く外反し端部は丸く仕
上げる｡内面に沈線1条施文。
頚部は内面で稜をなして直角
に屈曲してほぼ垂直にのびる。

胴下半欠損。胴上位に最大径

をもち、強く内轡し、口縁端
部は平坦に仕上げる。

胴下半欠損。ゆるく内轡しな
がら口縁が大きく開き、最大

径は口縁部にある。口縁端部

は平坦に仕上げる。

胴下半欠損。口縁の立ち上が

りはやや発達し端部は平坦に

仕上げる。外面に浅い沈線1

条施文。頚部内面と肩部内外

面で稜をなして強く屈曲する。

口頚部の器壁が厚い。

底部欠損。外面に沈線を1条施

文し、これで､口縁部と胴部を

分ける｡内面は段をなす。口縁

はゆるい波状をなし端部は若

干尖がる。口縁部が肥厚する。

底部欠損。胴は深い坑形をな

し口縁が短く外反する。口縁

端部は平坦に仕上げ内面は段

をなす。

口縁部･胴下半欠損｡頚部で轡

曲し肩部内外で稜をなして屈

曲する｡頚部外面に1cm程のり
ボン状粘土帯を貼り付け両端

に刺突する。頚上部に4条の

重弧文を施すと考えられる。

口縁部・胴下部欠損。頚部

肩部でややゆるい稜をなして

屈曲し、肩が張る。

胴下半欠損。口縁が頚部で稜

をなしてゆるく屈曲し短く外

反する。口縁端部は若干平坦

に仕上げ外面に2条の浅い平

行沈線を施文。

口縁部小片。外轡する頚部に

屈曲して立ち上がる口縁部を

なし、端部は平坦に仕上げる。

外面に間隔のあいた鋸歯文と

1条の平行沈線施文。

手法の特徴

内、外面とも粗いヨコヘラケンマb

内、外面ともやや粗いヨコヘラケ
ンマ

内面、やや粗いヨコナデ。外面、

やや粗いヨコヘラナデ。

内面、ヨコナデ。外面、左上がり

の条痕調整後粗いヨコナデ。

内、外面ともタテナデ。

内、外面ともやや粗いヨコヘラケ
ンマ0

内面、粗いヨコヘラケンマ。外面、
上半ヨコヘラケンマ、下半タテへ
ラケンマ ◎

内面、ヨコヘラケンマ。外面、口

縁部ヨコヘラケンマ、以下タテへ
ラケンマ 0

内面、上半ヨコナデ、下半ヨコヘ

ラケズリ。外面、ヨコナデ0

内、外面ともヨコヘラケンマ。

内面、ヨコ条痕調整後まばらなヨ

コヘラナデ。外面、口縁部ヨコヘ

ラケンマ。以下タテヘラナデ。

内、外面ともにヨコヘラケンマ。
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備 考

内、暗褐色外、黄褐色

0.5mm前後の砂粒を多量。

内、明灰褐色外、上半

灰褐色、下半黄灰褐色

0.5～1m前後の砂粒を多
量0

内、淡黄褐色外、口縁

部黄灰褐色、下部黒褐色

0.5mm前後の砂粒を多量。

内、黄褐色外、上半黒
褐色、下半暗赤褐色
0.5m以下の砂粒を少量。
1～2mm前後の砂粒を微
量。内面に堅果の圧痕。

内、外とも淡黄褐色

0.5mm以下の砂粒を多量。

内、外ともに黒褐色～黄
灰褐色

0.5mm以下の砂粒を少量。

内、暗褐色外、暗黄褐

色～黒褐色

1mm前後の砂粒を多量。

内、外とも黒褐色

0.5～1m前後の砂粒を多
量

内、暗黄褐色外、暗灰
褐色

0.5～1mm前後の砂粒を少
量◎

内、外とも黒褐色

1mm以下の砂粒を少量。

口縁部欠損後破損面を磨
り取り2次使用。

内､暗灰褐色外､暗褐色

0.5～1mm前後の砂粒を少
量 0

煤付着。

内、外ともに明黄褐色

0.5mm以下の砂粒を多量。



4．石器

古閑遺跡出土の石器類の総数は第5表の通りであり、剥片・砕片を含めて3,900点近くの石

器類が出土している。当遺跡から出土している土器には縄文時代早期・中期それに後期のもの

力瓶めて少量含まれている。また弥生時代前期および中期のものが若干みられるが、大半は縄

文時代晩期前半の土器で占められていることから石器類についても晩期前半の所産と判断して

大過ないものと考えられる。

石器組成の中でまず注目されるのが黒曜石製の剥片石器およびその素材である縦長剥片（刃

器状剥片）と製作過程で作出される剥片・砕片の出土が顕著で、全体の80％を越している。ま

た各種の磨石・敵石の量が多く、しかもそれらの石器とセットをなすと考えられる石皿の数量

もやはり注目に値する。さらに石斧類の数も著しく、屍平打製石斧と磨製石斧・小形の磨製石

斧（石のみ状石器）の三つに大別される。

一方、石鍍は僅か10点のみで他の石器に比較して極端に少ない。また石錐・石斧と共に縄文

時代の普遍的な石器とされている石匙も典型的なものは皆無の状況である。

以上が当遺跡における石器組成の中で特に目立つものであり、全体的にいわゆる縄文文化の

石器とは多少趣きを異にしているようで、古閑遺跡の特色とされよう。

器種別の個々の石器についてはその分類も含めて後述するので、ここでは主要な石器につい

ての概要といくつかの問題を挙げることにしたい。

縄文時代における代表的な狩猟具である石鑑の出土数については先に述べたように僅か10点

とあまりにも少ないのである。石鍍の数量からのみ単純に狩猟による生産活動へのウエイトの

置かれかたを推測することは出来ないであろうが、それにしても当遺跡での石錐の出土数の少

なさは狩猟活動のあり方の一端を反映しているものとして把握されるであろう。

二次加工剥片および刃器とした石器は黒曜石の縦長剥片を素材にしてその側辺に沿って二次

加工が施されているものや、鋭利なエッヂに使用によると判断される刃こぼれや擦痕が観察さ

れるものである。形態や加工の部位、それに刃部の位置などかなりバリエィションがあり、そ

の用途についてを明確に判断することは困難であるが、量的にかなりの数を占めていることか

ら重要視される石器であろう。これらの石器の大半は黒曜石の剥片が有する鋭利なエッヂを刃

部として利用している点からすればやはり対象物を切る、削ることが主要な目的とみなされる。

具体的な用途を推測できる物的証拠はないが、動物性食糧の解体・調理や木製品などの加工で

大いに効果を発揮したであろう。

比較的大形のサヌカイト質の剥片の一部に二次加工を施した石器類を一括して削器とした。

全体の形はほぼ長方形を呈したものが多く、しかも長軸の一側辺に刃部が形成されている。用

途としては切る、削るなどが考えられるが、先に述べた黒曜石製の二次加工剥片や刃器などの

存在やさらに削器とした石器の形態的な特微を考慮した時、二次加工剥片や刃器とは別の対象

－58－



物を想定しなければならないように思える。

屍平打製石斧と判断される石器が155点出土しており、形態的には刃部の幅が10cm前後の大

形のものと、5～6cmの小形のものとが存在している。大形と小形の形態上の違いは用途の

上でもそれなりに異なるであろうが、155点の届平打製石斧のうち133点が欠損していること

は、使用頻度が高くしかも対象物との抵抗が大きかったことを示唆している。刃部の片面に主

として観察される擦痕、条痕はこの石器の刃部に直交する柄が装着されていたことを物語って

いる。

磨製石斧は末成品と考えられるものを含めて105点出土しており、これに小形の磨製石斧で

あるノミ状石器を加えると122点となり、一遺跡における磨製石斧の数としては極めて多いと

言えよう。磨製石斧およびノミ状石器の柄が刃部とどのような位置で装着されていたかは別に

しても対象物はやはり樹木であり、樹木の伐採およびその加工処理の道具とされる。先の二次

加工剥片や刃器と磨製石斧・ノミ状石器の出土数の多いことは無関係と思われず、木製品の依

存度が高かったと考えられないであろうか。

磨石、敵石の229点の存在は当遺跡を特色ずける石器とみなされる。一つの石器に磨痕と打

痕の両者の観察されるものが顕著であることから一括して取り扱っている。磨石．敵石類の一

般的な用途しては堅果類および根茎類の加工、調理が考えられており、縄文時代の全期間を通

じて普遍的に存在する石器である。しかしながら古閑遺跡における磨石．敵石の数は縄文時代

の一般的な遺跡に比較して群を抜いているように考えられ、食糧の摂取で粉食の依存度が高か

ったことを示唆するものであろうか。石Ⅲ97点の出土は磨石．敵石の用途を一段と明確にする

資料であり、植物‘性食糧の存在とその加工・調理の一端を如実に示していると言えよう。

最後に黒曜石製の石器の素材と関連する資料である石核について触れてみる。石核は56点出

土しており、その大半は''､形のもので占められている。二次加工剥片および刃器、それと剥片

の大多数にはその一部に自然面を残すものが顕著であり、このことは石核の母岩が小さくしか

も比較的屍平であったことを予想させる。小形の母岩から剥片の剥離作業が行なわれた場合、

当遺跡から出土している黒曜石製の剥片石器および剥片の量と石核の数とが符合しなくなる。

また石核に残された最終剥離面と二次加工剥片および刃器との大きさが必ずしも一致してない

のである。これらのことは剥片石器の素材が当遺跡においてすべて製作されたものでなく、他

所からの持ち込みを考えなくてはならないであろう。黒曜石の産地の同定については物理．化

学的な方法によらなければならないであろうが、断口や自然面の肉眼的な観察による限り、少

なくとも二種類存在し、その一つは伊万里市の腰岳産と判断できる。

黒曜石製の縦長剥片およびそれを素材にした剥片石器は西北九州の縄文時代中．後期に特微

的に認められるものであり、この背景として縦長剥片剥離技術が存在している。これまでのと

ころこの剥片剥離技術を基盤とする石器類は縄文時代晩期しかも熊本県に顕著でないだけに当
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遺跡における黒曜石製の剥片石器の存在は注目される。

(橘昌信）

（1）石錐（第41図）

石鍍は総数10点出土しており、すべて打製石錐である6基部に挟入のあるものを第I類、三

角錐を第Ⅱ類とした。石材はすべて黒曜石である｡石錐の長さは小形のもので18mm,最も大きい

もので29mmを測る。

第I類a（1～7）

全面に加工がされたもので、7点みられる。完形は5点で、先端部欠損、片脚欠損共に1点

である。挟入は全体的に浅く、両側辺が轡曲するものが多い。1は長さ27mm、幅14mmの比較的

小形の石錐で、1b面は粗い加工であるのに対し、1a面は細かい加工力椛されている。

第I類b（8．9）

剥片錐で、2点みられ共に完形である。9は小形の剥片を素材として、先端部を主に二次加

工力瀧されている。

第Ⅱ類（10）

1点みられるだけである。10は先端部がわずかに欠損しており、一側辺に細かい加工が施さ

れている。

（2）二次加工剥片(第42図・第43図25～31）

黒曜石製の二次加工を有する剥片は、総数58点を数える。当遺跡においては、自然面を打面

および側面に有するものが多い。記述と理解の便宜上、素材の形状、二次加工の位置等に注

目し、それにより分類し説明する。

第I類a（11,12,17,～20，25～27,29）

縦長剥片を素材として、二次加工が一側辺または両側辺に施されたものをいう。11は厚みの

ある縦長剥片の一端に二次加工を施している。19は主軸の両端から挟入を施す削器である。20

は一側辺のみに二次加工を施して、意図的に先端部が尖るように加工されている。

第I類b（15，16，21，28，31）

縦長剥片を素材として、二次加工が全周に施されたものをいう◎2'は両面に自然面を有し、

また全周に粗い二次加工を施している。31は打面がカットされ、その部位に二次加工が施され

ている。また、二次加工はほぼ全周に施されている。

第Ⅱ類（13，14，23，24，30）

横長剥片を素材とするものをいう。’3は旧石器時代のナイフ形石器にみられるようなブラン

ティング様の二次加工を施した削器である。24は厚みの横長剥片を素材として一側辺に粗い二

次加工を施した削器である。
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（3）刃器・剥片（第43図32～46．第44図)・

黒曜石製の刃器及び剥片は、総数2184点を数える。剥片は2146点で、刃器は38点である。そ

の大半はどこかの面に自然面を有している。このことは原石が小喋であったことを意味してい

る。ここで刃器の一応の概念規定を行いたい。

1．目的的な剥片であること。

2．薄い台形ないし三角形の断面を呈し、縦長で、稜・縁が並行するような形状を呈すること。

3．製作技術の上で、組織的な連続‘性及び同一'性をもつこと。

刃器の長さは、最小のもので23mm、最大のもので51mmで平均38mmである。幅は最小のもので

12mm、最大のもので27mmで平均17mmである。長幅比は約2：1である。46は横長剥片で、一側

辺に使用痕を有する。また2ケ所に自然面を有する。53は自然面を打面とした縦長剥片である。

a面は両端から剥離されている｡このことはこの剥片が両端に打面を有する石核から剥離された

ことを示している。54aは打面以外ほぼ全面に自然面を有している縦長剥片である｡両側辺には

刃こぼれが存在する。

（4）石錐（第45図68～74）

黒曜石製の石錐は未製品を含めて総数7点を数える。製品は3点あり、うち2点は欠損して

いる。また他の4点は未製品である。（68～71）ここでは刃部と柄の部分の状態から分類する。

第I類a（72）

細長く鋭い尖頭状の刃部を有し、柄との区別が二次加工の状態からある程度区別できる。刃

部が欠損している。

第I類b（74）

刃部と柄との境界が挟入状の加工によって明瞭に分類されているもので、第I類aに比較し

てやや幅広である。縦長片の一端に両側辺から二次加工を施して中央部に錐の刃部を形成して

いる。

第Ⅱ類（73）

石錐の刃部と柄の部位が明瞭に判断できにくく、全体的な形は細長い尖頭器状のものである。

刃部が欠損している。

（5）模形石器（第45図75～77）

黒曜石製の模形石器は、総数16点を数える。75はa．b面とも粗い剥離を施しており、両端は

加筆によってつぶれている。76は細七核を思わせる模形石器である。c面は二条のフルーティン

グを施している。又下端からの加筆もみられる。b面は自然面のみで､a面は上端からの加撃が

顕著である｡77も細石核を思わせ、両端からフルーティングが施されている。

（6）石核（第46図）

黒曜石製の石核は総数56点を数える。石核は大きさを含めての形状及び剥片剥離技術から分
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類することができる◎

第I類（82）

大きさは高さ、幅共に4～5cm前後で、やや長方形に近い平面形を呈する。第I類の石核は

5点みられる。両端の二ケ所に打面を有し、打面は自然面である。82ab面とも自然面を有して、

c面のみ剥離されている。このような石核から刃器が剥離されたと考えられる。

第Ⅱ類a（81）

小形で両方向から剥離が認められるもので、全体の形態はほぼ角柱状を呈している。又、剥

離作業面は全面に及んでおり、打面は数回の剥離面によって形成されている。

第Ⅱ類b（78～80,83～85,）

一方向からのみ剥離が行われており、その打面は自然面のものと大きな剥離面を用いている

ものがみられる。全体的に角錐状を呈する。剥離作業面は、1～2面である。

（7）削器（第47図、第48図、第49図、第50図）

黒曜石を除く削器は総数34点である。サヌカイト製27点、チャート製3点、安山岩2点、不

明2点である。ここでは素材の形状、刃部の位置等に注目し、それにより分類し説明する。

第I類a（86，87，89，90，93）

小形の縦長剥片を素材として、刃部は一側辺に片面から二次加工を施すものである。86は縦

長剥片の一側辺に主として主要剥離面から二次加工を施す。a面は自然面を有している｡石材は

サヌカイトで、基部に挟入を施す。87は縦長剥片の一側辺のみに両面から二次加工を施す。基

部には挟入を施し、石材はサヌカイトである。93の石材はチャートで､c面でわかるように入念

な二次加工を施している。

第I類b（92,94,）

大形の縦長剥片を素材とし、側辺および全面に両面から二次加工を施すものである。92はバ

ルブ調整を施し、刃部は縁辺に両面からの加工によって形成されている。

第Ⅱ類（88，91，95～101）

横長剥片を素材とする削器である。両面又は片面から全周に簡単な二次加工を施すものであ

る。95はサヌカイト製で尖頭器を思わせる。一側辺に入念な二次加工を施し、a．b両面とも粗

い二次加工を施している。96は薄い小形の横長剥片を素材として､a面は三つの大きな剥離面を

有している。石材はサヌカイトである。98はバルブ調整を施し、石材は安山岩である｡a面はほ

ぼ全周に二次加工を施し､b面ではほとんど二次加工は施されずに主要剥離面を有している。99

は若干のバルブ調整を施し、刃部は両側辺と縁辺に両面からていねいに二次加工を施している。
（野田英治）

（8）円盤状石器（第50図101）

円盤状石器として扱ったものは、比較的薄手な円喋を素材とし周囲に両面から大まかな剥離

を施し成形するものである。加工が全周に及ぶものと、そうでないものとある。3点みられた
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にすぎない｡101は円喋を素材とし周囲に両面から最初大まかな剥離を行い、次に細かな調整を

施すが加工は長軸上端部に及ばず､両面に自然面を残している。重量3209を測る。これらの資料

は、一応刃部と考えられるものを有していることから、石斧の範嬬に入れるべきものであるか

もしれない。

（9）扇平打製石斧（第51～54図102～118）

扇平打製石斧は破損品を含めて総数155点出土しているが､完形品は22点にすぎない。また、

刃部に磨痕をとどめるもの27点で、このうち完形品は6点である。これらの扇平打製石斧は次

の3種類に分類できる。

I類：短冊型

Ⅱ類：溌型

Ⅲ類：分銅型

分類できないものはすべて小形の破損品で総数75点である。

I類（第51～53図102～113）

溌型との中間形態もこの短冊型に含めた。I類は総数71点を数え最も多い。完形22点、頭部

破損20点、刃部破損25点、胴部のみ3点、不明1点である。

102,103,107,112は、屍平な素材の周辺を両面から粗く剥離を施し形を整えている｡113は

横長の剥片を素材とし、周辺を両面から剥離を施し形を整えている。縦断面はやや轡曲し刃部

に磨痕をとどめる｡102は両面に自然面を残す刃部破損品で当遺跡出土の中でも最も重量があり、

1.07kgを測る｡103は頭部と刃部の接合資料で最も大形である。両面に自然面を残し縦断面はほ

ぼ真直ぐで厚さも薄い。刃部に破損の跡か両面に数条の条痕が認められる。砥石として二次使

用した可能性があると考えられる。最大長27.3cm、最大幅10.3cm、最大厚2.7cm､重量9859を測

る。これらの資料は、比較的大形の一群であり、刃部の幅が9～10cmに集中する傾向がある。

104～106,108～111は、比較的小形の一群であり、刃部の幅が5～6cmに集中する傾向があ

る。105,106は横長の剥片を素材とし、周辺を両面から細かな剥離を施し形を整えている｡105

の縦断面はやや轡曲する。重量はそれぞれ2959,1809を測る。110はb面の刃先に長軸に平行す

る使用痕が顕著に認められ、両面とも自然面を残し､縦断面はほぼ真直ぐである｡重量1509を測

る｡111は肩平な素材の周辺の両面に細かな剥離を施し形を整えている。縦断面はほぼ真直ぐで

重量は1609を測る。

I類（第54図114）

Ⅱ類に分類されるものは1点みられるにすぎない。縦長の剥片を素材とし、周辺に両面から
細かな剥離を施し形を整えている。刃部の両面に磨痕をとどめ、また、両面に使用痕が認めら
れる。縦断面はやや脅曲し、重量1989を測る。

Ⅲ類（第54図115～118）
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Ⅲ類に含まれるものは総数8点を数える。完形1点、頭部破損3点、刃部破損1点、胴部の

み1点、不明2点である。磨痕をとどめるもの3点も含まれる。115は比較的小形で､板状節理

のものを素材とし、周辺を両面から大まかに剥離を施し、挟りを細かな調整によって形成する。

また、刃部と考えられる部分に細かな剥離を施す。両面に磨痕をとどめ、縦断面はほぼ真直ぐ

である。重量2059を測る｡117は頭部破損品で周辺に両面から細かな剥離を施す｡使用痕は長軸

に平行し両面に認められるが、特にa面刃部に顕著である。118は頭部破損品で比較的大形であ

る。両面に磨痕をとどめる。刃部に比べると小さく、約1：1.5の割合である。挟りは両面から

細かな剥離を施し、117に比べると浅い。重量は現存で3709を測る。

（10）磨製石斧、未製品（第55,56図119～131）

磨製石斧は破損品を含めて総数63点出土した。完形品は5点のみで、頭部破損22点、刃部破

損17点、胴部のみ2点、不明17点である。形態はほとんどが定角式に近似し、刃部の幅は5～

6cmに集中する傾向がある。最も重量のあるものは、刃部破損品であるが9309を測る。また､磨

製石斧の未製品は破損品を含めて総数43点出土した。

120は定角式に近似し､刃部の破損は使用の際の衝撃によって剥落したと考えられる。横断面

は楕円形を呈する。最大長13.2cm、最大幅5.4cm、厚さ3.1cm、重量2909を測る。

125は頭部破損で、当遺跡出土のなかでも特に薄手である。厚さ1.4cm，重量は現存で909を

測る。

131は未製品で刃部が破損している｡全面に細部調整の敵打痕をとどめる｡重量は現存で1.0kg

を測る。縄文時代にはこの大きさの類例がなく、弥生時代に属する可能性があると考えられる。

（11）ノミ状石器（第57図132～136）

ノミ状石器は破損品を含めて総数17点出土し、完形品は4点のみである。ノミ状石器として

扱ったものは、磨製石斧に比べると扇平で鋭利な刃をもつ、きわめて小形な一群である。また、

ノミ状石器の未製品と考えられるもの3点が出土している。石材は緑色凝灰岩、粘板岩、結晶

片岩を使用している。

134は完形品で肩平な粘板岩を利用した小形のものである。a面の刃先に長軸に平行する使用

痕をとどめる。横断面は楕円形を呈する。重量109を測り最も軽量である。

135は完形品で定角式に近似する。屍平な緑色凝灰岩を利用した小形のものである。b面の刃

先に長軸に平行する使用痕をとどめる。横断面は楕円形を呈する。重量209を測る。

（12石錘（第58図137～143）

石錘は破損品を含めて総数28点出土し、すべて打欠石錘（喋石錘）である。糸掛けは、長軸

の両端に両面から数回の打欠きを施している。完形品25点につき計測をこころみると、重量は

409～3209を測り、その内わけはO～999は4点､lOO～1999は14点と最も多く、200～2999は6点、

3009以上は1点である。重量の平均は1519である。石材については同定によって明らかにされ

－64－



た安山岩、砂岩以外は表面の風化力署し〈不明である。

141は比較的厚みのある円喋を利用し､糸掛けは長軸の両面から数回の打欠きを施す。最大長

9.7cm、最大幅8.0、重量2409を測り、当遺跡出土の中でも大きい部類に属する。石材は不明で

ある。

143は肩平な円喋を利用し､糸掛は長軸の両端に両面から打欠きを施し、そのうえから切目を

有する。最大長5.6cm，最大幅4.8cm、重量409を測り､当遺跡出土の中で最も軽量である。石材

は砂岩である。

（13磨石、敵石（第59～62図144～173）

磨石､敵石は破損品を含めて総数229点出土した。磨石と敵石の両者は、当時一連の作業つま

り仕事の中できわめて密接な関係にあったと考えられるので、便宜上一括して取り扱った。形

態から円形のものをI類、棒状のものをⅡ類とし、使用痕を観察しその部位によってさらに細

分した。石材としては花閏岩、砂岩、安山岩の他にホルンフェルス、石英が数点ある。I類は

円形のもので、破損品を含めて総211点出土した｡使用痕を観察しその部位は、表面中央に敵打

痕をとどめるもの、表面に磨耗痕をとどめるもの、周縁部に敵打痕をとどめるものがある。こ

の3種類の使用痕の組合わせにより、磨石、敵石は次のように分類できる。

Ia:中央に敵打痕のみ有するもの。

Ib：周縁部に敵打痕のみ有するもの。

IC：表面に磨耗痕のみ有するもの。

Id：中央、周縁部に敵打痕を有するもの。

Ie：中央に敵打痕の他に表面に磨耗痕を有するもの。

If：周縁部に敵打痕の他に表面に磨耗を有するもの。

Ig：Ia，Ib，ICを組合わせたもの。

（Ih）：周縁部に敵打痕、表面に磨耗痕の他に表面に数条の条痕を有するもの。

Ⅱ類は棒状のもので、破損数を含めて、総数17点出土した。完形品8点である。I類と同じ

く使用痕を観察しその組合わせにより次のように分類できる。

Ⅱa：敵打痕のみ有するもの。

Ⅱb：両端、あるいは一方に敵打痕の他に表面に磨耗痕を有するもの。

また、分類できないものはほとんどが破損品で、I類112点、Ⅱ類6点である。

Ia類（第60図162）

1点のみで、円喋を利用し両面に顕著な凹みを有する。

Ib類（第61図165,166）

4点みられ、いわゆるhammerstoneである。石材としては、ホルンフェルス、石英を利用

し、かなり硬質である。これは対象物が堅果類ではなく石の可能性が考えられる。
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IC類（第60図160）

4点みられ、円喋の両面に磨耗痕が認められる。

1．類（第60図161）

2点みられるにすぎない。円喫の両面に敵打痕が認められ、a面に2個所の敵打痕を有する。

Ie類（第60図152～155）

Ie類に分類されるものは4点みられる。円喋の両面に敵打痕が認められるもの（152,154,

155）片面に敵打痕が認められるもの（153）とある。また'52は比較的大形でanvilstoneとし

て使用された可能性があると考えられる。

If・類（第60図156～159）

If類に分類されるものは総数38点みられ､完形品は25点である。周縁の敵打痕は全周に及ぶ。

概して大形のものは、破損している。最も重量のあるものは破損品であるが1.1kgを測る。

19類（第59．61図144～151,163,164）

19類に分類されるものは総数44点と最も多く、完形品は33点である｡円喋両面に敵打痕が認

められるもの（146,149,150），片面のみ敵打痕が認められるもの（144,145,147,148,

151,163,164,）とある。166,149,151は中央の凹みが顕著である。これらは数例であるが、

使用した時問の長短、あるいは対象の硬軟とに関係があると考えられる。163と164の両者は、

接'合例である。接合面を観察すると、段差をもち破損してからの二次使用と考えられる。最も

重量のあるものは破損品であるが1.38kgを測る。

1h類

図に示していないが3点である。二次使用で砥石として使われたと考えられる。

Ⅱa類（第62図173）

1点のみで、4面に敵打痕が認められる。

Ⅱd類（第62図167～172）

長軸の両端に敵打痕が認められるもの（169,170）一方端だけのもの（168,171）とある。

167は破損品で重最は8409を測り最も重い。

（14石皿（第63．64図174～181）

石皿は破損品を含めて総数97点出土した。完形品は8点のみで他は小形の破損が多い。ほと

んど使用面に凹みがあり磨石と共に使用されたと考えられる。また、アバタ状の敵打痕をとど

めるものもある。石材は主に砂岩を用い、安山岩も数点ある。

176は破損品で使用面に顕著な凹みをもつ。また、アバタ状の敵打痕が認められる｡石材は砂

岩である。

179は完形品で形態は断面平行四辺形の角柱状を呈する。4面全部に磨耗痕が認められ、使用

面の凹みはあまり顕著ではない。石材は砂岩である。

－66－



181は比較的小形のもので､a面を使用面とし凹みがある。b面は剥落している。石材は安山岩

である。

（19砥石（第65図182～185）

砥石は総数31点出土した。石材は砂岩が用いられ、比較的目の荒いものが多い。砥面は細い

数条の溝、あるいは幅の広い溝を有し、全面に磨耗痕が認められる。このことは石皿からの転

用の可能‘性も考えられる。概して小形のものが多い。

184はa面に3条の溝を有し、溝の断面は浅いV字形､U字形を呈する。形態は不整角錐状をな

す。石材は砂岩である。

183はa．b両面とも比較的細い数条の溝を有し､溝の断面はV字形を呈する。石材は砂岩であ

る。

185はa.b両面とも1条の比較的幅の広い溝を有し、溝の断面は浅いV字形を呈する。石材は

砂岩である。 （道上康二）

第5表器種別総数
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第Ⅲ章弥生時代以降の遺物

1．弥生土器（第66図）

弥生土器は縄文晩期の土器とくらべるとそれほど多くなく、整理箱一箱程度である。土器の

ほとんどが破片ばかりで、十分には器形を知ることができない。その種別を示せば雲、高堺、

器台等となる。

1はいわゆる亀ノ甲タイプといわれるもので、前期末に相当しよう。2は口縁部の形態や胴

部上位の沈線から黒髪式と考えられる。

3はその器形で類似する出土例は少ない。北部九州から山口県にかけて若干の出土例があり、

その大部分は中期初頭に位置づけられている。しかし、この土器には口縁部の特徴などに中期

後半のものがあり時期は明確ではない。

9は北部九州の中期の器台として広く分布しているもので、他にこれとほぼ同一形態の土器

片が一点出土している。 （加藤良彦）

第6表弥生土器

－117－

器種
図版

番号

法量

(c､）
形態の特徴 手法の．特徴 備考

蜜
形
66－1

口径(23.0） 口縁部のみ。
端部外面に三

内轡ぎみの口縁
角形凸帯をはり

つけ、上面を平坦にした逆L

言縄蕊誕桑,群琴蒔三
る。口縁端部外面と凸帯に刻
み目

全面に、やや粗い横方向のナデ。 外､明灰褐色内､明褐色
1～2mの砂粒を多量に含
む

煤付着。

雲
形 66－2

口径(28.5）
胴径(26.4）

口頚部のみ残存。やや内傾す
る逆L字形の口縁部。胴部最
大径の位置に浅い沈線が1条。

口縁部両面と胴部外面は、横方向
のナデ。胴部内面、左上りのナ完

外、黒褐色内、明褐色
1～2mの砂粒を多量に含
む

煤付着。

察
形
66－3

口径(16.3）
器高(15.9）
底径（9.4）

底部と胴部の一部が欠損。や
や内傾する逆L字形の口縁部。
口縁外端部は丸い。断面三角
形の突帯が1条、胴部中位よ
りやや下方の位置にめぐる。
底部は非常に大きく、やや上
底

口縁部両面・突帯部外面は、横方
向のナデ。胴部上半外面は、縦方
向の刷毛目の上を横方向のヘラナ
デ。胴部下半外面は、横方向のへ
ラナデ。胴部内面・底部両面は、
ナデ。

外、明褐色内、暗褐色
0.2～0.3m､の砂粒。

饗
形
66－4

口頚部のみ残存。やや内傾す
る逆L字形の口縁部。口縁部
直下に三角形突帯が1条

両面、横方向のナデ。 外、内、明黄褐色
1～2mmの砂粒。
煤付着。

蕊
形
66－5

口頚部のみ残存。やや内傾す
る逆L字形の口縁部。ほぼま
っすぐの胴部。

両面、横方向のナデ。 外、内、淡黄褐色
0.5～1,mの砂粒。
煤付着。

謹
形
66－6

底径(6.5） 底部のみ。底部は突出してい
て、上底である。

底部側面は、縦方向の板ナデ。底
部外面は、横方向のナデ。

外、明褐色内、黒褐色
0.2～0.5mmの砂粒。
内面に炭化物付着。

婆
形
66－7

底径（6.3） 底部のみ。底部は突出してい
て、外側に広がる。上底。

胴部外面は、縦方向の刷毛目。底
部外面は、横方向のナデ。内面
縦方向のナデと指頭圧痕。

外、明褐色内、I暗褐色
0.2～0.5mmの砂粒。
煤付着。

謹
形 66－8

底径（6.0） 底部のみ。底部は突出してい
て、外側に広がる。上底。

底部外面は、縦方向の刷毛目。底
部外面は、横方向のナデ。

明褐色。

器
台
形
66－9

口径(11．2）
器高(16.3）
脚裾径
(11.8）

口縁部の一部が欠損。口縁部
は外反し、脚部も外方にひら
く。口径が若干小さい。端部
は丸い。

両端部両面は、横方向のナデ。体
部外面は、縦方向の刷毛目。体部
内面は、縦方向の刷毛目の上をナ
デ

外、内、
0．2～0．3

明褐色
mmの砂粒。
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2．古式土師器

今回の報告では古閑北のものは取り扱わず、古閑南のものに限った。

土器には雲形土器、壷形土器、鉢形土器、高坪形土器などの器種がある。

雲形土器は器高が25cm前後で大きく外反する口縁部をもち卵形の胴部の土器と、器高が30～

40cmであまり口縁部が外反しない長胴の土器に大別できる。前者は畿内系のもの、後者は九州

在来の弥生土器からの系統と考えられる。

壷形土器には長頚の口縁部をもち台付になると思われるもの（図72－2）や、二種口縁のも

の（図72－3）などがある。また、図72－1の土器の外面には使用時の状態の一例を示す網目

の痕跡が見られる。網目は斜方向に編んでおり菱形を呈している。網目の端部はどの様な編み

方をしているかはわからない。この網目で壷を覆う例は福岡市博多駅地下出土の弥生終末期の

壷形土器などにあり、携帯移動時の土器を保護することが主な目的であるとされている。
（久保伸洋）

注，橋の達也「博多駅地下工事中出土の網目土器」『宮ノ前遺跡一福岡市拾六町宮ノ前F地点の調査一』

宮ノ前遺跡調査団1971

第7表古式土師器
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器種
図版

番号

法量

(c､）
形態の特徴 手法の特徴 備考

察
形
67－1

口径(17.4）

器高(37.2）

胴径(22.8）

完形品。外反する口縁部c端

部は面をなす。胴径は口径よ
り大きい。胴部は長く伸びて、

丸底の底部へと続く。

口縁部は両面、左上りの刷毛目。

胴部外面は、横方向と若干左上り
の叩き目の上を縦方向の刷毛目。
底部付近の外面はさらにその上を
ナデている。胴部内面、縦方向の

刷毛目。底部内面は、ヘラケズリ
の上を指頭圧 ◎

外、暗黄褐色内、黄褐
色

0.2～0.3mmの砂粒。

胴部外面、煤付着。胴部

外面が所々で剥離。

護
形
67－2

口径(15.0）

器高(34.1）

胴径(24.4）

ほぼ完形品｡外反する口縁部。
端部は面をなす。胴径は口径
より大きい。底部は丸底で、

焼成後に外側から穿孔。

口縁部外面、縦方向の刷毛目の上
をナデ。口縁部内面、横方向の刷
毛目の上をナデ。胴部外面上半は
左上りの叩き目の上を縦方向の刷

毛目。胴部外面下半、縦方向のヘ
ラケズリ。肩部内面、左上りの刷

毛目。胴部内面、縦方向の刷毛目。

底部内面、指頭圧痕。

外、暗黄褐色、内、黄禍
色

2～3mmの小石を少量含

む。

蜜
形
67－3

口径(16.7）

器高(30.3）

胴径(20.8）

ほぼ完形品｡外反する口縁部。

端部は面をなす。胴径は口径
より大きい｡胴部はややはる。

底部は丸底。

口縁部両面、横方向のナデ。胴部
上半内面は左上りの刷毛目。胴部
下半内部は右上りの刷毛目。底部

内面に指頭圧痕が残る。胴部上半
外面、叩き目の上から縦方向の刷
毛目。胴部下半外面、縦方向の刷
毛目の上からナデ。

外、内、暗茶褐色
1～2mmの砂粒を含む。
煤付着。

蜜
形
67－4

底部のみ残存。小さな平底。 外面、叩き目の上を縦方向のナデ。

内面、ナデ。

外、黄褐色(黒斑)内、黄

褐色
3～4mmの小石と1～2

m､の砂粒を含む。

蜜
形
68－1

口径(14.4）

器高(35.5）

胴径(24.0）

完形品。外反する口縁部。端
部は丸みをもつ面をなす。胴

径は口径より大きい。底部は
丸底

口縁部両面、横方向のナデ。頚部
外面、縦方向の刷毛目。肩部内面、
横方向のナデ。胴部上半外面、左
上りの叩き目の上から縦方向の刷
毛目。胴部下半外面、縦方向の刷
毛目の上から縦方向のナデ。胴部

内面は縦方向の刷毛目。底部内面
はナデ。

外、黄褐色内、暗黄褐
色

砂粒を含む。
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器種
図版

番号

法量

(c､）
形態の待徴 手法の特徴 備考

蜜
形
68－2

口径(18.6）

器高(34.4）

胴径(21.7）

口縁部と胴部を大きく欠損

外反する口縁部。端部は面を

なす｡胴径は口径より大きい。

底部は丸底。

口縁部両面、横方向のナデ。胴部

外面、縦方向の刷毛目｡肩部内面、
横方向の刷毛目。胴部内面上半、

左上りの刷毛目。胴部内面下半、

刷毛目の上をナデ。胴部内面に指

頭圧痕。

外、内、黄褐色

砂粒を含む。

煤付着。胴部外面が所々
で剥離

蜜
形
68－3

口径(13.9）

胴径(23.8）

胴部下半欠損。ゆるく外反す

る口縁部。端部は面をなす。
胴径は口径より大きい。

口縁部外面、右上りの刷毛目の上

を横方向のナデ。口縁部内面、横

方向の届粍目の上を横方向のナデ。

胴部外面、横方向の叩き目の上を
縦方向の刷毛目。胴部内面、左上

りの刷毛目。

外、茶褐色内、明褐色

2～3mmの小石◎

0.2～0.5mの砂粒。

蜜
形
68－4

胴径(22.6） 口縁部欠損。口縁部は外反す

る？胴部は卵形。胴径が口径
より若干大きい？底部は丸み

もった平底で不安定。

口縁部両面。横方向のナデ。胴部

外面上半、右上りの叩き目の上を

縦と横方向の刷毛目。胴部外面下

半、横方向の叩き目。胴部内面、

縦方向の刷毛目。

外、淡褐色内、明黄褐
色

0.2～0.5mmの砂粒。

煤付着。

蜜
形
69－1

口径(16.3）
器高(44.9）

胴径(28.0）

胴部一部欠損。外反する口縁
部端部は面をなす。胴径が口

径より大きい。底部は丸底。

口縁部外面、叩き目の上から横方
向のナデ。口縁部内面、横方向の

ナデ。胴部上半外面、右上りの叩
き目の上を部分的にヘラナデ。胴

部下半外面、叩き目の上から縦方

向のヘラナデ。胴部上半内面、や

や右上りの横方向のヘラケズリ。

胴部下半内面、縦方向のヘラケズ

リ。

外・内、明黄褐色
0.2～0.5mmの砂粒が少量

内面がひどく剥離。

察
形
69－2

口径(16.6）
器高(40.0）

胴径(24.2）

胴部大半欠損。外反する口縁

部。端部は面をなす。胴径が

口径より大きい｡底部は丸底。

ひずみが目立つ。

口縁部外面、刷毛目の上から横方

向のナデ。口縁部内面、左上りの

刷毛目の上を横方向のナデ。肩部

内面、左上りと横方向の刷毛目。

胴部内面、縦方向の刷毛目。底部

内面、刷毛目の上をナデ。胴部上

半外面、叩き目の上を刷毛目。胴

部下半外面、縦方向の刷毛目。

外、黒褐色(明褐色）内、

淡黄褐色
0.2mm前後の砂粒。

妻
形
69－3

口径(20.1） 胴部下半欠損。外反した口縁

部端部は面をもつ。胴径が口

径より大きい。

口縁部両面、横方向のナデ。口縁

部外面に指頭圧痕。胴部外面、叩
き目。胴部内面、ナデ。

外、暗黄褐色内、淡黄

褐色065～1mmの砂粒。
胴部内面はひどく剥離。

護
形
69－4

口径(18.8）

胴径(21.1）

胴部下半欠損。外反した口縁
部端部は面をもつ。胴径が口

径より大きい。

口縁部端、横方向のナデ。口縁部

と胴部の外面、左上の叩き目の上
を縦方向の刷毛目。口縁部と胴部

の内面、左上りの刷毛目。

外、黒褐色内、暗茶褐
色

1mm前後の砂粒。

察
形
69－5

口径(16.9）

胴径(20.0）

胴部下半欠損。外反した口縁

部。端部は丸みをもつ。胴径
が口径より大きい◎

口縁部内面、左上りの刷毛目の上

を横方向のナデ。口縁部外面、縦

方向の刷毛目の上を横方向のナデ。

胴部外面、縦方向の刷毛目。胴部

内面、指頭圧痕とナデ。

外、内、明赤褐色

0.2～0.5mmの砂粒。

雲
形
69－6

口径(19.8） 口頚部の一部のみ残存。外反

する口縁部｡端部は面をなす。

胴径が口径より大きい。

口縁部両面、横方向のナデ。胴部

外面、右上りの叩き目の上を左上
りの刷毛目。胴部内面、横方向の

刷毛目。

外、暗赤褐色内、明赤

褐色

1mm前後の砂粒。
胴部内面に接合痕。

雲
形 70－1

口径(14.0）

器高(34.0）

胴径(21.5）

口縁部と胴部の一部欠損。ゆ

るく外反する口縁部。端部は

やや角ばって丸い。胴径は口

径より大きい。底部は丸底。

口縁部外面、縦方向の刷毛目の上

を横方向のナデ。胴部上半外面、

左上りの叩き目。胴部下半外面、
縦方向のナデ。胴部内面、右上り
の刷毛目。底部内面、指頭圧痕

胴部外面、所々に縦方向のハケ。

外・内明褐色

0.2～0.5mmの砂粒。

胴部外面が所々で剥離。

護
形
70－2

口径(16.8）

器高(25.2）

胴径(20.9）

所々が欠損。大きく外反する

口縁部。胴部は卵形。底部は
やや尖りぎみの丸底。口縁端

部は丸い。

口縁部両面、左上りの刷毛目の上
を横方向のナデ。肩部外面、右上
りの叩き目◎胴部外面、不定方向

の刷毛目。胴部内面、横方向の刷

毛目。底部外面、ヘラケズリ。底

部内面、指頭圧痕。

外、内、暗茶褐色
1～2mmの砂粒。

胴部外面が
外、内、暗茶褐色

1～2mmの砂粒。

煤付着。
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器種
図版

番号

法量

(c､）
形態の待徴 手法の特徴 備考

雲
形
71－1

口径(13.5）

器高(23.8）

胴径(17.6）

口縁部と胴部の一部が欠損。

外反する口縁部｡端部は丸い。
胴部は卵形。底部は丸底。

口縁部両面、横方向のナデ。胴部

外面、右上りの叩き目の上を縦方
向の刷毛目｡肩部内面・指頭圧痕。

胴部内面、ナデ。底部外面、右上
りの叩き目の上を不定方向のナデ。

底部内面、指頭圧痕。

外、内、明黄褐色

l～2mmの砂粒。

蛮
形
71－2

口径(16.2）
器高(24.7）

胴径(20.5）

口縁部と胴部を大きく欠損。

外反する口縁部。端部は尖っ

ている｡胴部は卵形｡底部は丸
底◎

口縁部外面、左上りの刷毛目。口
縁部・肩部の内面､横方向のナデ。

胴部外面、右上り叩き目の上を縦
方向の刷毛目。胴部内面、左上り
の刷毛目、底部内面、指頭圧痕。

外、暗灰褐色内、明褐

色

0.2～0.5mmの砂粒。

煤付着。

蜜
形
71－3

口径(14.7）
器高(24.7）
胴径(20.1）

口縁部と胴部の一部欠損。外
反する口縁部。端部は丸い。
胴部は卵形。底部は丸底。

叩きをおこなった胴部の上部を外
反させ、口縁端部をはりつけた上
で内外面ともに横方向にナデ。胴

部外面は上半が右上り下半が左上
りの叩き目の上を縦方向の刷毛目。
胴部上半内面、左上りの刷毛目。

胴部下半内面、右上りのヘラケズ
リ◎

外、暗茶褐色内、黒褐
色

砂粒を多く含む
底部内面に炭化物付着。

煤付着。

謹
形
71－4

口径(18.5）

胴径(19.0）

口頚部の昔残存。外反する口
縁部。端部は丸い。

口縁部外面、横方向のナデ。口縁
部内面、横方向の刷毛目の上を横
方向のナデ。胴部外面、右上りの
叩き目の上を左上りと縦方向の刷
毛目。胴部内面、右上りのヘラケ
ズリの上を所々ナデ。

外、暗褐色内、明茶褐
色

砂粒を多量に含む。
煤付着。

蜜
形 71－5

口径(15.3）

胴径(22.0）

胴部下半欠損。外反する口縁

部。端部は丸い。

口縁部両面、横方向のナデ。胴部

外面、横方向の叩き目の上を縦方
向の刷毛目。胴部内面、左上りと

横方向の刷毛目の上をナデ。

外、暗茶褐色内、明茶

褐色

0.2～0.5mmの砂粒。

煤付着。

壷
形
72－1

口径(13.1）

胴径(25.7）

胴部下半欠損。ややゆるやか

に外反する口縁部。端部は丸

い。胴部は球形。

口縁部外面、横方向のナデ◎胴部
外面､左上りのナデ◎口縁部内面、

横方向の刷毛目の上をヨコナデし
た後に縦方向のヘラナデ。胴部内
面、左上りの刷毛目の上を部分的
にスリップ。

外、明褐色内、明黄褐
色

5mm前後の砂粒を少量含

む。胴部外面に網目の痕

跡が擦痕として残ってい
る。

長
頚
壷
形

72－2

口径（7.5）

器高(11.4）

口縁部と胴部の一部、台部が
欠損。ややゆるやかに外反す
る口頚部。端部は尖っている。
胴部はやや扇平な球形。台が
付属していた可能性がある。

口頚部両面、右上りの刷毛目の上
をヘラナデ。胴部外面、横方向の

ヘラナデ。全体として作りが丁寧。

外、内、明黄褐色

0.2～0.5mmの砂粒。

縁
壷
形

二
重
口 72－3

口径(16.3） 胴部下半欠損。口縁部はやや

ゆるやかに外反する二重口縁。

端部は丸い。

口頚部両面、横方向のナデ。胴部

外面、右上りの叩きの上を左上り

の刷毛目。胴部内面、右上りの刷

毛目の上をナデ。

外、明褐色内、明茶褐

色砂粒を多量に含む。

内面が多く剥離。内面に
接合痕。

壷
形
72－4

頚径(10.6） 頚肩部のみ残存。外反する口

縁部。

頚部外面、左上りの刷毛目の上を

横方向のナデ。胴部外面、叩き目

の上を左上りの刷毛目。胴部内面、

ナデ。

外、暗黄褐色内、黄褐
色

0.2～0.5mmの砂粒。

高
堺
形
73－1

口径(20.9）

器高(15.0）

脚裾径

(13.5）

口縁部一部欠損。杯部から屈

曲して外反する口縁部。脚柱

部から内脅ぎみに外反する脚

台部。口径は､脚裾径より大。
口縁端部は丸い。脚台部の3

方に円孔を焼成前に穿つ。

口縁部外面、横方向のナデの上を

左上りのヘラナデ。口縁部・坪部

内面、横方向のナデ。坪部外面、

ナデ。脚柱部は、面取り状のへラ

調整の上をナデ。脚台部外面は、
ナデ。脚台部内面は、横方向の刷

毛目の上をヨコナデ。全体として

作り方が丁寧。

外、内、明褐色

0.2～0.5mmの砂粒。

73－2

口径(14.8） 下半欠損。内脅しながら外反
する口縁部。端部は丸い。

口縁端部両面は横方向のナデ。外

面は、左上りの刷毛目。内面は、

ヘラナデ。

外、黄褐色内、褐色

0.2～0.5mmの砂粒。

鉢
形
73－3

口径(18.4）

器高（9.3）

完形品。口縁部はほぼ直立。

底部は丸底。

口縁端部両面は、横方向のナデ。

胴部外面、左上りの叩き目の上を

左上りのヘラナデ。胴部内面、ナ
デ 0

外、黄褐色

内、明茶褐色

0.2～0.5mmの砂粒。
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器種
図版

番号

法量

(c､）
形態の特徴 手法の特徴 備考

鉢
形
73－4

口径(14.0）

器高（7.6）

完形品。やや内反する口縁部。

端部は丸い。底部は丸底。

外面は、縦方向の刷毛目の上に、

口縁端部は横方向のナデ、底部は
ヘラケズリ。内面は横方向の刷毛

目の上に、口縁端部は横方向のナ

デ、底部はナデ。

外、明黄褐色内、明茶

褐色

0.2～0.3mmの砂粒。

鉢
形
73－5

口径(12.4）

器高(11.1）

胴徹14.6）

口縁部と胴部の一部欠損。や

や外反する口縁部。端部は丸

ぃ。胴径が口径より大きい。

口縁部両面、横方向のナデ。底部
外面をヘラケズリしたのちに胴部
外面全体をナデ。胴部内面は、ナ
デ 0

外、明褐色内、暗灰褐
色

0.2～0.5mmの砂粒。

73－6

口径(11.9）

器高（7.3）

口縁部と胴部の一部欠損。や
や外反する口縁部。端部は、
やや角ばって丸い。底部は丸
底◎

口縁部外面、左上りの刷毛目の上
を横方向にナデた後に文様状にヘ

ラナデ。底部外面、左上りの刷毛
目の上をヘラケズリ。口縁部内面

は、横方向のナデ。底部内面、指
頭圧痕の上をナデ。

外、内、明褐色
1～2mの砂粒を多量含

む。

鉢
形
73－7

口径(13.0）

器高（7.0）

ほぼ完形品｡外反する口縁部。

端部は尖っている。胴部は半
球形。底部は突出し、丸みを
もった平底で不安定。

口縁部両面、横方向のナデ。胴部
外面、右上りの叩き目をナデ。胴
部上半内面、右上りの刷毛目。胴

部下半内面、右上りの刷毛目をナ

デ。底部はハリツケ？

外、明褐色内、暗褐色
1～2mの砂粒。

鉢
形
73－8

口径(11.2）

器高（7.2）

頚径（9）

各部分が大きく欠損。外反す

る口縁部。胴部は半球形。底

部わずかに突出し、丸みをも

った平底で不安定。

口縁部両面、横方向のナデ。胴部
両面、ナデ。

外、淡褐色内、明茶褐
色

0.1～0.3mmの砂粒。

鉢
形
73－9

１
１
１

９
９
０

●
●
●

９
５
８

ｉ
ｉ
ｉ

径
高
径

口
器
頚

音残存。外反する口縁部。胴
部は、やや扇平な半球形。底

部は尖り底。

全面、横方向のヘラナデ。 外、内、明赤褐色。

0.2～0.5mmの砂粒。

朱塗り？
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3．歴史時代の遺物

歴史時代の遺物としては、土師器，須恵器，須恵質土器，瓦器及び青磁が出土した。以下そ

れぞれについて概説する。

（1）土師器

土師器には、高台付坪、高台付塊及び高台をもたない坪がある。高台についてはほとんどが
注1

粘土を貼り付けたものであり、わずかに第74図9のみが削り出しによると思われる。時期に

ついては、平安時代中半のものと思われる。

（2）須恵器

須恵器には、高台付坪，高台付椀及び高台をもたない杯がある。高台については、すべてが
注2

貼り付けによるものである。時期については、平安時代中半のものと考えられる。

（3）須恵質土器
注3

須恵質土器の蔵骨器が出土した。熊本県においてこの手の蔵骨器は、五シ穴横穴群報告など

で紹介されている。時期については、奈良時代後期と思われる。

（4）黒色土器

黒色土器は、不明瞭なものもくわえて4点出土した。いずれも高台付の境であり、高台はす
注4

べて貼り付けによる。またこの手の黒色土器は表裏黒色のものと区別して黒色土器A式と呼ぶ
注5

むきがある。時期については、平安時代中半と考えられる。

（5）瓦器

瓦器については、不明瞭なものもくわえて3点ほど出土した。いずれも高台付の坪(境)であ
性6

り、高台はすべて貼り付けによる。時期については、平安時代後半と思われる。

（6）青磁
注7

青磁については、すべて龍泉窯系のものであると考えられる。いずれも高台付の塊であり、
注8

時期については、中国における南宗前期のものと考えられ、13世紀前後と考えることができる

（清田純一）

（注1）小田富士雄「窯業一九州一｣『日本の考古学Ⅵ』河手書房1965

（注2）同上

「幸木遺跡」豊津町教育委員会1976

（注3）村井真輝「五ツ穴横穴群」1979

（注4）吉岡完祐氏の教示による。

（注5）「池上遺跡一土器編一」大阪文化財センター昭和45年3月

（注6）小田富士雄「窯業一九州一｣･｢日本の古考学Ⅵ」河出書房1965

（注7）吉岡完祐「高麗青磁の護生に閲する研究」田大学校博物館1979

（注8）同上
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器種
図版

番号

法量

(c､）
形態の特徴 手法の待徴 備考

腕 74－1

口径(12.7）
器高（3.9）

底径(7.85）

･底面は丸底きみの平底を呈
し、底部から口縁部直下ま

で小さく湾曲し、口縁部は
外反する。

･内外面ともロクロビキによって
調整し、底面は、ヘラ切のあと
ロクロビキによって調整。

･色調：内面一暗茶褐色
外面一黒褐色

･胎土：砂粒を含む。
･土師器。

･号残存。

坪 74－2

口径（12）

底径(6.2）
･平底を呈し胴部は、ほぼ直
線的に口縁部にいたる。

･内外面ともロクロビキによる調
整◎

･色調に緑灰色

･胎土：0.2～0.3mmの砂

粒を含む。

･須恵器

坪 74－3

口径(12.6）

底部（2.8）
･平底でゆるく、短く

状に外反する。

一

フツ パ ･外面、内面ともにロクロビキに
よって調整し、底面はへう切に

よる 。

･色調：褐色
･胎土：0.2～0.31,mの砂

粒を含む。

･土師器

高台

付坪
74－4

口径(12.3）

高台ハリ付

部径(6.85）
底部径

(7.6）

o口縁がラッパ状に開き、外
反する高台を有する。

･内外面ともロクロビキによって
調整し、高台はハリ付による。

o色調：茶褐色

･胎土：0.1～0.2cmの砂
粒を含む。
･含残存。

･須恵器。

高台

付境

74－5

底径(5.8）
高台ハリ付

部（6.4）

･約7mmの高さを有し直立す
る高台をもち、ハリ付部か

ら湾曲しながら口縁部へ向
フ 。

･外面の調整は、器面が荒れてお
り、観察がむずかしい。内面は、
ロクロビキによって調整する。

･底面は、器壁が荒れており観察
がむずかしい。高台はハリ付に
より、接合はロクロビキによる。

･色調：内面一灰褐色

外面一褐色

･胎土：0.3～0.5mの砂

粒を含む。
o奇残存

･黒色土器A類か？

台
境
高
付
74－6

底径（6.2）

高台ハリ付

部（6.5）

･約1.2cmの高さを有し､直立
する高台をもつ。

。内外面ともロクロビキによる調

整をほどこす。

･底面はへう切のあとロクロビキ

によって調整し、高台をハリ付
ける｡接合はロクロビキによる。

･色調：赤褐色
･胎土：0．2～0.4mmの砂

粒を含む。
･含残存。

･土師器。

台
坑
高
付
74－7

底径（6.6）

高台ハリ付

部（6.6）

･約8mmを有する高台をもち、
やや外反し、ハリ付部から

やや湾曲しながら口縁部へ

向う 0

･調整については、内外面とも荒
れており親察がむずかしい。

･底面はへう切のあとロクロビキ

によって調整し、高台をハリ付

ける。接合は、ロクロによるナ
デによって行なう。．

･色調：赤褐色

･胎土：0.2～0.3mmの砂

粒を含む。

･命残存。
o土師器。

高台

付腕

74－8

底径（6.9）

高台ハリ付

部（6.5）

･約12cmの高さを有し、直立

する高台をもつ。

o内外面ともロクロビキによる調
整をほどこし、見込みはロクロ

ビキのあとナデをほどこす。

･底面はへう切のあとロクロビキ
によづて調整し､高台をハリ付
ける。接合はロクロピキによる。

･色調：赤褐色

6胎土：0．2～0.4mmの砂
粒を含む。

。÷残存。
･土師器。

。

台
坑
高
付
74－9

底径（6.9）

ハリ付部径

（6.6）

･約1.5cmの高さを有する高

台をもち、外反しハリ付部
から内湾しながら口縁部へ
向う 。

o内ﾀ価ともロクロビキによる調整

を行ない､底部はへう切による。

･高台は切り出しにより、腕部と

の接合は、ロクロビキによって
行われる。

･色調：淡褐色

･胎土：1mm前後の砂粒

･寺残存。

･土師器。

境 74-10

口径（6）
器高（3．1）

底径（5.8）

･器高は低く大きく
一

フ ツパ状

に開き、底部は平底を呈す

る。

･内外面ともロクロビキにより調
整を行ない、底部はへう切によ

る

･色調：灰色

･胎土：0．1～0.2mmの砂

粒を含む。

･音残存。

･須恵器。

坪 74－11

底径部

(6.0）

･平底でゆるく上へ立ち上
る境である。

･内外面ともロクロビキによって

調整し底面はへう切による。

･色調：灰色

､胎士：0.1～0.2mmの砂
粒を含む。

･底部のみ残存。

･須恵器。
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器種
図版

番号

法量

(c､）
形態の特徴 手法の特徴 備考

台
塊
高
付
74-12

口径(11．2）
器高(4.7）

･三角形の高台を持つ境であ

り底部から口縁部にかけて、

直線的にたちあがり、口縁

付近で若干の外反をみる。
端部は丸みをおびている。

･内外面ロクロビキにより調整し、
高台はハリ付けによる。

･色調：赤褐色
･胎土：0.2～0.3mmの砂

粒を含む。

｡÷残存。
･須恵器。

台
坪
高
付
74-13

口径(15.2）

高台ハリ付

部(10.8）

底部径

(10.6）

･底部径のわりには、立ち上

りが小さく、皿に近い杯で

ある ◎

･内外面とも調整については、器

面が荒れており観察がむずかし
い 。

･高台はハリ付により、接合はロ

クロビキによって行なわれる。

･色調：黄灰色

･胎土：0.5～0.8mの砂

粒0

･音残存。

･瓦質土器か？

台
坪
高
付
74-14

底径(9.2）
高台ハリ付

部（9．1）

･約8anのやや外反する高台
を有し、ハリ付部からほぼ

直線的に口縁部へ向う。

･内外面とも、ロクロビキによっ

て調整し、底面はへう切りによ

り、ロクロビキによる調整のあ

と、高台をハリ付ける。

･色調：内面一灰色

外面一黄灰色
･胎土：0.1～0.2mの砂
粒を含む。
･を残存。
･瓦器。

高台

付坪
74-15

底径（6.6）
高台ハリ付

部(7.6）

o約1cmの斜行するハリ付高

台を有する。

･内外面ともロクロビキによって

調整し底面はへう切りによりの

ちにロクロピキによって調整す

る0

･色調：暗灰色

･胎土：0.5～0.8mmの砂

粒を含む。

･高台部のみの残存。

･須恵器。

台
杯
高
付
74-16

底部径

(8.9）
高台ハリ付

部（9.2）

･約0.5cmの高台を有し､接合
部から小さく湾曲しながら
口縁部へ向う。

･内外面ともロクロビキによって
調整し、底面はへう切りによる

もので、のちに高台をハリ付け
る◎

･色調：灰色

･胎土：0.1～0.3mmの砂

粒を含む。
･昔残存。

･須恵器。

杯

ブタ

74-17

口径(15.6） ・ラッパ状に開く坪ブタ。 ･内外面ともロクロビキによる調

整。

･色調：灰色

･胎土：0.1～0.2mの砂

粒を含む。

･を残存。
･須恵器。

台
境
高
付
74-18

口径(14.1） ･口縁部はやや外反し、胴部
はややふくらむ◎

･内外面ともロクロビキによって
調整し、内面は調整あとススを

吸着させ、そののち口唇下2cm

までへラによる研磨をほどこし、

以下はタテナデをほどこす。

･色調：内面一黒褐色
外面一淡褐色

･胎土：0.2～0.3mmの砂

粒を含む。
。÷残存。
･黒色土器A類

台
境
高
付
74-19

底径（5.8）
高台ハリ付

部径(5.9）

･約0.5mmの高さを有する高

台をもち、やや外反しハリ

付部から小さく内湾しなが

ら口縁部へ向う。

･外面はロクロビキによって調整

し、内面は煤を吸着させたのち、

見込みから上部へナデ上げによ

って調整する。

･底面はへう切りにより、水ビキ

によって調整し、高台をハリ付

け、接合はロクロビキによって

行う。

o色調：外面一明褐色

内面一黒褐色
･胎土：0.2～0.4mの砂

粒を含む。

･音残存。

･黒色土器A類

台
坪
高
付
74-20

底径(6.8）
高台ハリ付

部(6.6）

･約5mmを有する高台をもち、

やや外反し、ハリ付部から

ほぼ直線的に口縁部へ向う。

･外面はロクロビキによって調整

し、内面は水ビキによる調整の
あとススを吸着させ、さらに見

込みから上部へナデ上げる。

･底部はへう切りのあとロクロに

よるナデによって調整じ、高台

をハリ付ける。接合はロクロビ

キによって行う。

･色調：外面一明褐色

内面一黒褐色

･胎土：0.2～0.3mmの砂

粒を含む。
･昔残存。

･黒色土器A類

台
坪
高
付
74-21

口径(14.1）

底径（7.8）

高台ハリ付

部（7.9）

･口唇部からわずかに湾曲し

ながら底部へいたり､約0．5

皿の直立した高台を有する。

･外面はロクロビキにより調整し、

高台をハリ付ける。

･色調：暗灰色

･胎土：0.2～0.3mの砂

粒を含む。

･令残存。

･瓦器。

台
腕
高
付
74-22

底部径

(5.6）

･高台は、ほぼ直立し、高台

接合部からやや湾曲ぎみに
口縁部へ向う。

・ロクロにより作成し、高台は切

り出しによる。

･見込みには、くし状器貝による

法相華を施す。全面に貫入がみ
られる 。

･色調：オリープグリー
ン

･胎土：精練されている

。音残存。。
･龍泉系青磁
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器種
図版

番号

法量

(c､）
形態の特徴 手法の待徴 備考

境 74-23

口径(14.8） ･口縁部のみの残存であり、

直行ぎみに底部へ向う。

･内外ともにロクロにより形成し、
そののちに勅をかける。内外面
には貫入がはいる。

･色調：オリーブグリーン

･胎土：精練されている。
･音残存。
o龍泉系青磁

杯 75－1

口径(12.6）

最大胴径

（11.2）

底部径

（7.8）

･底部は、やや上底ぎみをな
し、胴部はわずかにふくら

み、口縁部にいたる。

･内外面はロクロビキにより、

調整し、底部はへう切りのあと

ヘラナデ。

･色調：灰色

･胎土：0.2～0.3mの砂

粒を含む。

０
０

存
器
残
恵
昔
須
●
●

坪 75－2

口径（12）

器高(5.7）

o底部は多少のふくらみをも

つ平底である。胴部はほぼ

直線的に立ち上り、口縁部
近くで外反する｡端部は丸い。

･内外面ともロクロビキにより調

整し、底部はへう切りのあとへ
ラナデ0

･色調：淡灰色

･胎土：0.2～0.5mの砂

粒を含む。
･須恵器。

蔵
骨
器
75－3

･口縁部は欠落し、頚部から

口縁部へ向ってなだらかに

外反する。肩部はわずかな
ふくらみをもち、なだらか

に傾斜し、胴部への移行部
で<の字に屈折する。又

頚部から音の地点と胴部へ

の移行部に凸帯を有する。
胴部は、わずかなふくらみ

をもち、急な傾斜をもって
底部へ移行し、外反する高

台をハリ付ける。

･外面は頚部から肩部へ向っては、

ロクロピキによって調整し、胴

部は斜格子目タタキをほどこし
たのちに､ヘラ削りを行う。底面

はへう切りにより、高台部は内

外面ともロクロビキにより調整

する。内面は、頚部から肩部へ

向っては、ロクロビキによって

調整し、胴部は同心円状のダダ

キのあと、ロクロビキによって

調整する。見込みは横ナデによ
る◎

･色調：内外面とも灰褐

色断面は褐色
･胎土：0.3～0.5mの砂
粒を含む。

｡÷を欠損。

･須恵質土器

･口縁部は意識的な打欠

きかもしれない？



第Ⅳ章特殊遺物

1．土製品（第76図1～8）

用途不明品、円板、土偶、手握ね土器などがある。

1は全体の半分以上を欠いていると見られ、本来の形態を知る事ができぬ用途不明品である。

遺物は真中の円盤状部と、両側面の脚状部分とからなっていて中心部分は空洞である。脚部的

部分には、外面から内側への焼成前の貫孔が3ケ所見られる。調整は全て指頭圧によってなさ

れており、焼成は良好で器面は暗灰褐色を呈する。胎土は0.2～0.5mmの砂粒を多く含む。時期

は判別しかねる。

2は土器片を再利用した円板である。形状は隅丸四角形で三面を研磨して成形されており残

り一面は欠損であろう。素材となった土器は粗製の深鉢形土器で、外面は横方向の条痕の上か

らヨコナデを行い部分的にヨコヘラナデを行なっている。胎土は0.5mm前後の砂粒を多量に含み、

色調は外面が暗褐色で内面が明黄褐色を呈している。

3も2と同様の円板である。形状は隅丸長方形で全周にわたり研磨されている。これも粗製

の深鉢形土器の破片が利用されており、外面は横方向の条痕の上をヨコナデし更に部分的にヨ

コヘラナデを行なっている。

4も2，3同様の円板である。形状は不整円形状で大部分が欠損している。精製土器の破片

を利用しており､外面は横方向の条痕後にヨコヘラ研磨が行なわれている。内面も同様である。

胎土はあまり砂粒を含まず、色調は明茶褐色を呈している。

5も円板であるが、前述のものとは違い粗製の深鉢形土器の底部を利用している。内面は不

定方向のナデ調整を行ない、胴部との接合部分は研磨によって仕上げている。

6は非常に小形の円板で粗製土器を利用しており、全周に研磨が行なわれている。いずれも

縄文晩期の所産であろう。

7は土偶の腕と思われものだが、左右どちらであるかは判断がつかない。手捜ねによって成

形された後にナデ調整されている。胎土は0.2～0.5mmの砂粒を含み、色調は黄灰色を呈す。後

期未から晩期前半にかけての所産であろう。

8は手裡ねのミニチュア土器で最大胴径が5.8cmを測る。形態は胴部力張り平底である。調整

は、外面が指圧後に刷毛目を施し、内面は指圧のみである。焼成の際の器面の剥離が見られ、

（久保伸洋）
口縁端部は欠損している。時期は判別しかねる。

2．石製品（第77図1～4）

’は破損品である。板状節理の屍平な緑泥片岩を素材とする多頭形石器で十字形を呈する。

周辺の両面から細かな薄い剥離を施し、十字形に成形する。現在で609の重量がある。未だ用

途不明で問題の多い石器である。

－134－



2は破損していて製作当初の原形を想定できない。現状では3つの突起を有し、その基部は

くびれている。表面は磨耗かあるいは磨痕か判断不可能である。重量は現存で1009を測る。

石材は砂岩である。

3は岩偶の右脚部である。研磨によって成形されているが、足裏は研磨されておらず胴部に

近ずくにしたがって研磨が粗くなり、脚部を強調した跡がうかがえる。脚部外側は丸みを帯び

ており内側は鋭っている。また、つま先部分はやや抽象的である。

4は軽石を素材とし歯車状を呈する。中心に径1.0cmの円孔が穿たれていて､周囲側面に鋸歯

状の加工を施している。重量は169を測る。類例がなく用途不明である。

いずれも土偶同様後期末から晩期前半にかけての所産であろう。 (道上康仁）
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第75図歴史時代遺物
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第V章まとめ

古閑遺跡発見の土器の主なものは縄文晩期にあたる。これを九州の晩期土器の編年にあてる

と、その主体は晩期Ibを主体とし、一部は晩期Ⅱ式に及ぶものと考えられる。晩期I式土器は、

下図の如く、深鉢形の粗製土器と、精製土鉢形土器からなる。深鉢形土器はく字形に屈折する

頚部と、上げ底を特微とするもの。その直口する口縁体部からタガ上の粘土の積み上げをなし、

その部位に数条の凹線文を施すものである。黒色磨研の浅鉢形土器は、く字形に屈折する頚部

を待微とする丸底で、口縁体部に粘土紐をつなぎ、ここにも屈折部をみせる｡深鉢形･浅鉢形と

もに口縁部は山形に隆起するものと平縁のものとが共存する。また一部に弧状の沈線（凹線）

を併行して施文するものがみられ、この施文法が畿内一帯の晩期土器との関連を指摘する材料

となっている。以上の土器形式を晩期I式aとすれば、I式bは、深鉢形土器の口縁体部から積み

上げるタガ状の口縁部は、タガの幅がaに比して広く、外反し一般に胴部のく字形屈折部が頚著

である。浅鉢形土器は、頚部が外反しながら長く延び、口縁体部、口唇部に粘土を巻いて段を

つける。

I式aは大分県大石遺跡、I式bは大分県桜町遺跡・熊本県新南部遺跡などに好例をみること

ができる。古閑遺跡出土土器が、晩期I式に属し、その細分からI式bを主体とすることが実測図

作成の結果明らかにされた。この土器に共伴する石器のうち興味深い点は、石錐の後退が目立

ち、剥片石器に混在して扇平打製石斧が目立つことである。この石器は、その扇平性、使用に

I式a I式b

一

第78図I式土器形態図
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よる折損などの多い点などから、重量を要求する通常の斧と違って土掘り具とみてよい。こ

れらは手斧的用途を使用痕から観察することができるので鋤的要素が強い。この石器の用途に

ついては多くの学者間に意見の多いところであるので問題を後の機会にゆずることにする。扇

平石斧の材質について大分大学教育学部守山善蔵教授の検査により､安山岩（撤楕石安山岩やや玄

武岩に近い組織一単斜輝石安山岩、単斜輝石微楕石安山岩）と判定されている。また石鍍、剥

片石器などに使用されている黒曜石の元素組成（元素比強度）検査を京都大学原子炉研究所東

村武信教授に依頼して実施した結果、その大部分は佐賀県伊万里市腰岳産出の黒曜石を原材と

して求めていることが明らかとなった。安山岩の原産地同定も近い将来において確立されるで

あろうから石器を何処の産地に求めたか、という問題を物理化学的応用に依存して精度な研究

が可能になるものと思われる。 (賀川光夫）
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附

天城遺跡

熊本県菊池市大字赤星字天城一

出土縄文土器の報告



天城遺跡一熊本県菊池市大字赤星字天城一

出土縄文土器の報告

I

調査の契機県営圃場整備事業による畑地の整理によって露出した。また同地区はかって坂

本経尭氏によって調査された地点に近く、遺構の在存が予測されたので発掘調査の実施となった。

調査者調査主体は熊本県文化課。［調査参加者は隈昭志･桑原憲彰・安達武敏・富田紘一・

坂本経昌・松本健郎・野田拓治・高木正文・田中義和・松村道博・江本直・石橋新次・島津義

昭・熊本県立第二高校考古学クラブ(高野啓一教諭・クラブ員諸氏)・熊本商科大学文化財研究会。

また短期間の調査であり、かつ重要な遺構の発見があったので研究者に遺跡の見学を呼びかけ

たところ、白木原和美・賀川光夫・古田正隆・木村幾多郎の諸氏が来訪された。

調査期日1974(昭和49)年10月1日～11月3日。

本報告書の作成遺跡の概要については、それぞれの関連で論及されることがあったが、出

土遺物が彪大な量であるので整理が未だ完成していない。しかし遺跡の内容は菊池地方の縄文

期の様相を明らかにするというばかりでなく、西日本の縄文後．晩期の社会を考えるうえで重

大な資料を提出するものと考えられる。

今回の報告は、1980(昭和55)年1月から3月にかけ、島津義昭・清田純一が整理した縄文土

器の報告に限っている。石器は高木正文が集計したデーターに基いて記述した。また遺構関係

の図面の製図は島津、土器の実測図作成・製図および観察表の作成は清田が行った。本文記述

はI．Ⅱ．Ⅲを島津、Ⅳを清田、Vを島津、清田がおこなった。

Fig.1天城遺跡周辺の地形
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Ⅱ

遺跡の立地菊池一鹿本盆地(菊鹿盆地)の最奥に位置する。扇状地に形成された微高地の先

端部(標高44.6～44.9m）に立地する。発掘調査を実施した面積は約3700㎡あったが、遺跡は未掘

の北東方向に延びるとみられる(Fig.1．2)。

調査区の設定圃場整備により削手される部分に10m×10mのグリットを設定した。北隅を起

点として南北を1～10、東西をA～Gと呼ぶ(Fig.2)。

土層第1層(褐色土厚さ約30cm）第2層(黒褐色土約15～20cm）第3層(黒褐色士約20cm）

第4層（黄色ローム状士）第5層(砂喋層）第1層と第2層の間に鉄分の集積がみられる。また

第4層は場所によって形成されていない部分がある。第3層の上～中位部分が遺物包含層であ

るが、包含層内の文化層を分離することはできなかった。

Ⅲ

検出遺構は多種がある。縄文時代から中世に及ぶ(Fig.3)。

竪穴住居杜11カ所(縄文時代2古墳時代9）縄文時代のものは円形と方形。古墳時代のも

のは全て北側の中央部にカマドをもつ。そのうち1カ所は小竪穴で全面が焼けていた。

土壌2ヵ所あり1は長楕円形をなすもので、主軸長3.7m、幅0.7～1.5mをはかる。東側に

深鉢の口縁部半分が外面を上にして出土した。2は不定形で縄文土器が多量出土した。

掘立柱建物2棟分1は南北3間×東西4間2は南北4間×東西4間

溝4ヵ所あり、3カ所は縄文時代のもの。縄文時代の1は幅3.5m～5m、深さ30cmの台地

の縁に作られたもので浅皿状をなす。2，3は半月形の溝。中世のものとみられる大溝は長さ

23m、幅3.5m、深さ1.3mをはかる。

道幅2.5m～3m、長さ30m以上におよぶ。西北から南西にかけて一直線にあり、方向はN30

Wo地山に人頭大の円喋を無雑作に積む。道の南側に幅30cm、深さ20cmの小溝をもつ。

配石遺構自然磯を集めた遺構であるが、方形をなすもの2ヵ所と円形、楕円形のもの数カ

所がある。後者の中には深鉢形土器が裾えられていたものもみられた。

集石A～C・1～5区にかけて自然磯が鯵し<みられた。掌から人頭大のものを雑然と集合

させた状態である。

Ⅳ

土器縄文土器が主体を占めるが、その他に竪穴住居杜から出土した土師器と数片の弥生式

土器がある。縄文土器は、今回報告する縄文後．晩期のものの外に楕円押型文土器が1片あっ

た。出土した縄文土器の個体数については明らかでないが、仮に底部の残存品の半分以上のも

のが個体数の近値を示すとするなら、1217点をかぞえる。また深鉢形土器を単独に裾えた「雲

－146－



、〃、

／／
Ｎ
ｌ
″
″
千
１

Ｎ
ｌ
″
″
千
１

Ｎ
ｌ
″
″
千
１

薮
、〃、

／ 潔

灘灘、〃■

:芦:芦荻誰
45.0m

j#w
、〃句、〃句

、〃｡

暖
.罪、
1茨、

、”、、”、

′I′I
1芽1

b〃■

44.9m44.9m

Aへ11

蕊
鋤

222

綱
BBB

333､1，，'ソ’’M，I､1，，'ソ’’M，､1，，'ソ’'1帥’1／IbO11Iノ0，11，ソ’'1帥’1／11世IOIyIIに『1座I

C

4

55

EEE 蕊
I錐

髄鴬
6

黙7

6
胃t

7FFFF
尋
一
乗

蕊
舞蛍琴蕊fl好犀毒rqpD"◇喝､rqpD"◇喝､

GGGGG
8啄

睡

9
ム弓奉

10
F,弓。H

尋
匹舎，■宅P‐．－ず．－ず．－ず

烏’烏’烏’

|■し』■Pー|■し』■Pー

坂本経尭氏鋼査地点

〉ぐ／
坂本経尭氏鋼査地点

〉ぐ／"…"言""、"…"言""、
'’’’'Y，，、、

''1'，
『〃『〃『〃

β9

〃〃〃〃

44.8m44.8m44.8m44.8m44.8m

'’'’')、ハ'’'’')、ハ'’'’')、ハ

ぐくくﾐ、ぐくくﾐ、ぐくくﾐ、く<>、C，
ざミミ巡鳶篇三葦近-鵠
〈、丙 恥

一
瀞

44.7m

駕
刃

加
一
伽

４
画
畑
地
岬

&'，，，，．‘’7、、&'，，，，．‘’7、、&'，，，，．‘’7、、&'，，，，．‘’7、、
09タ09タ

『〃『"〃

〃〃

44.1m44.1m44.1m

-44
44.4

4.2m4.2m4.2m4.2m

44.

00 100m100m
44.344.3m

Fig.2天城遺跡発掘区設定図

－147－



三

④ 鍵
調
停
医
■

鯉
翻
○｡〕

E

浄
四

ト

－－－－

！
Ｉ0

函
細
濁
鍵
鋼
鱈
鋼
碧
限
可
塑
Ｌ

〔。

0

0

｡■'一■｡●－－－.■■

③●一

○

出毎÷一

夢'6

ロ
ン言Ⅲ

、＜

－148－



棺」とみられるものが7基検出された(Fig.3)。

石器磨製石斧22半磨製石斧8打製石斧415

打製石庖丁形石器13打製石鎌形石器6十字形石器6

Y字形石器1円盤形石器45磨石・敵石56

石Ⅱ多数石匙3石錘53

石棒2石錐数点

以上の外に、黒曜石の剥片が多数みられる。

（石器の点数については将来の整理作業によっては若干の点数の増加がみこまれる）

土製品紡錘車形土製品土偶（4個体分）

V

天城遺跡出土の縄文土器は深鉢・浅鉢・鉢・注口土器・脚台付鉢などの形式がみられるが、

主体をなすものは深鉢と浅鉢である。以下形式毎の説明をおこなう。

（1）深鉢

深鉢A口縁帯を有するが、文様をもたないもの。頚部および胴部の形態によって2種に細

分した。

A－1口縁部が内傾あるいは内沓する形態。頚部は外反もしくは直行し胴部上半に最大

径をもつ。波状口縁のものもある(1～4．193)。

A－2口縁部が直立あるいは外沓する形態。頚部は外反し、肩部が長く伸び、胴部の最

上段に最大径をもつ。肩面は平肩をなす(5～7．69．195．199)。

深鉢B口縁帯を有し文様をもつもの。口縁部の文様、頚部および胴部の形態によって4種

に分類した。

B－1A－1の口縁部､胴部に文様を有するもの。文様には①縄文②擬似縄文③細線

羽状文がある。波状口縁のものもある(12～16．63．176～182.204～208)。

B－2口縁部が内傾し、凹線文を施すもの。頚部は外反し、胴部への移行部分はしまる。

胴部の最上段に最大径をもつ。口縁部に凹点をつものがある(17～22．183)。

B－3口縁部は内傾、直立あるいは外傾するが、口縁部に沈線文を施す。頚部は外反し、

胴部への移行部はすぽむが、この点が最大径となる。底部には上底と平底のものがある（88

～11．23～34．66～68．184～190)。

B－4口縁部が外傾し、口縁部に条痕をもつ。頚部は外反し、胴部への移行部はV字状

を呈し、その点が最大径となる。底面は平底をなす(72．191．192．201)。

深鉢C口縁帯をもたないもの。頚部および胴部形態の違いによって5種に細分した。

c－1頚部が直立するものと、わずかに外反するものがある。肩部に三条の沈線をもつ
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ものもある。胴部の上半に最大径をもつ。底部は上底をなす。内面に一条の沈線をもつもの

波状口縁のもの等がある（39．41．42．45．48～51．62．64．65)。

C－2頚部が外反するが、文様をもたない。胴部への移行部はV字状をなし、そこが胴

部最大径となる(35～38．40．43～44．46．47．52．70．71)。

C－3口縁部から底部に向って直行する形態。口唇部直下に凸帯状の張出しをもつもの

（55）がある(53～55．58．194．197．198)。

C－4口唇部近くで内沓し、それ以下は直行し底部へ向う。口唇端および口唇部近くに

最大径がある(56．59～61)。

C－5口縁部、頚部が外反し、口縁部に一条の凹線をもつ。この類は本来B種に入るべ

きものであるかもしれないが、口縁部と頚部が一体化しているので別種とした(57)。

深鉢D口縁部が内沓気味に外傾する形態で頚部は外反する。口縁部あるいは胴部に数条の

沈線をもつ(202.203)。

（2）浅鉢

浅鉢A口縁帯に文様をもつもので、頚部および肩部の有無、文様形態などにより3種に細

分した。

A－1口縁部が内傾あるいは内沓気味に直立、外反気味に直立する形態の文様には①縄

文②細線羽状文③沈線がある。この種は頚部を形成しない。胴部への移行点はく字形に

屈曲し体部はやや丸味をもち底部へ続く。山形突起を有するものもある（75～84.214.215.

233)。

A－2口縁部が外反あるいは内傾する形態で頚部をもつものともたないものがある。口

縁部には二条および三条の凹線文をもつ。口縁部に凹点文をもつものもある（92～97．99～

101．212．213．216．217)。

A－3Aのうち頚部を形成するもの。口縁部の文様、形態および山形突起の有無によっ

て4種に細分できる。

a山形突起をもち口縁部に二条の凹線をもつ。口縁部には内傾、直立、外傾するもの

がある。頚部はゆるやかに外反する。体部との境はく字形をなすが、この部分に界線をも

つものがある。口縁部の山形突起部に凹点をもつものともたないものがある（108～110．

112．118．119．219～220)。

b口縁部に山形突起をもたないもの。口縁部は直立あるいは外傾し、口縁部に二条の

凹線をもつ。頚部は強く外反し、胴部と体部の境はく字形をなす(102～106)。

c口縁部に山形突起をもち、直立あるいは外傾する。口縁部に一条あるいは二条の沈

線をもつ。頚部は短く体部との境はく字形をなす。境に界線、凹点をもつもの、口縁部に

凹点をもつものもある（113～117．134．218)。
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d山形突起をもたないもので口縁部は直立あるいは外傾する。口縁部には1条ないし

二条の沈線をもつが多条のものもある。頚部は外反し体部との境は強いく字形をなす。界

線をもつものもある。口縁部の凹点はみられない。

e頚部が短くなり、口縁部が外反する。口縁部には一条の沈線をもつものが多い。

A－4鉢形土器ともみられるが本報告では深鉢形土器に含めた。口縁部に一条ないし二

条の沈線を施す。頚部は強く外反するものとそうでないものもある。体部との境に界線を有

するものとそうでないものがある。147は口縁部が退化した形態であるがこの種に含める

（142～147)。

浅鉢B口縁帯をもたない形態で、肩部の文様には有無がある。肩部と胴部の形態により2

種に細分できる。

B－1頚部から胴部への移行部が明瞭なもの(86)とそうでないもの(85)がある。前者は

波状口縁をなす。胴部の上半に最大径をもつ。

B－2頚部はゆるやかに外反する。頚部と胴部の境はく字形をなす。底部は丸底のもの

と丸底気味の平底のものがある。文様帯は頚部と体部の境にあり、沈線のみのもの、さらに

沈線間に細線羽状文を施したものなどがある。内面の口唇部下端に一条の沈線がみられるも

のもある(87～91．150．209～211.231)。

浅鉢C口唇部から底部に向って直行する形態(98.228.229)。

浅鉢D口縁部をもたず、頚部が外反するものと直行するものがある。頚部と胴部の境には

界線をもつ。137は凸帯をもっている。

（3）鉢

口縁部が外傾し、頚部が短く外反する形態である。口縁部に条痕を施す(111.120)。

（4）注口土器・その他

a口縁部をもたず、頚部が短く直立気味のもの。端部がわずかに内沓し肩部が長く伸びる。

胴部上半は少し外傾し、その上段に最大径を有する。肩部から胴部の上半にかけて六条の幅広

い凹線を有する。沈線間には細線羽状文を施し円形の凹点を加える。

b口縁をもたず、頚部が長く伸び肩部が短く傾斜する。胴部上半がわずかに外傾し、その

上段に最大径をもつ。頚部から胴部にかけて数条の凹線を施し、凹線間に羽状文と変形三角状

の凹点を施す。

c口縁部をもち頚部が外反する形態。口縁部、肩部および胴部の上半に二条の凹線をもち

凹線間に羽状文と円形の凹点を施す。胴部上半に小さな把手をもつ。

d口縁部が外反気味に直立する。肩部は張り壷状を呈する。肩部にS字状の沈線をもつ。

脚台脚の下半が空洞になるもの(a)と、柱状のもの(b)がある。

－151－
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Ⅵ

型式設定以上、天城遺跡出土の土器を深鉢形土器、浅鉢形土器、鉢形土器、注口土器、脚

台にわけ、それぞれ類別をおこなった。これ等は数型式を含む土器群であるが層位的な識別は
註l

できなかった。したがって、ここでは発掘報告がなされ、型式内容の明瞭な「御領式土器」を

基準として、型式的にそれより先行あるいは後出するものを抽出して天城I．Ⅱ．Ⅲの型式を

設定しておく。Ⅱ式がほぼ御領式土器に相応する(Tab､1)。なお､三万田式と御領式土器の中間
註2

期の型式として設定された「烏井原式土器」は、天城遺跡でも各形式を抽出することが可能で

あるので、分布の広がりをもつものである事が知られる（深鉢形土器－42．47、深鉢形土器99

を除いたA－2などが該当する)。

（）は図版番号をあらわす｡…---は時期幅を示す。Tab,1天城遺跡縄文土器の型式構造

器種の変化天城I．Ⅱ．Ⅲを通じて器種の組合せに基本的な変化はみられない。ただし浅

鉢形土器は天城Ⅲの段階で種類が増加する現象がある｡Fig.4にみるように、口径の大小のばら

つきが著しい。また定形化した鉢形土器が出現するのも天城Ⅲの段階である。これが在来的な

土器の形式化であるのか、他地からの影響によるものかはっきりしない。

時期について天城Ⅲには滋賀里式土器を伴うとみられる。また(100)なども在来の土器の流

れの中からは現われない形式である。天城I．Ⅱ．Ⅲ式は、それぞれ時期差も反映していると

みられる。御領式土器を後期末に置く坪井清足氏の説を踏襲して天城Ⅱ式を後期末とするなら

ば、天城I式が後期後半、Ⅱ式が後期末、Ⅲ式が晩期前半に比定できよう。

註

坪井清足「御領貝塚」『城南町史』所収

富田紘一「鳥井原遺跡発掘調査報告書」

年
年
５
７
６
７
９
９
１
１

1

2
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型式
形式
深鉢形土器 浅鉢形士器 鉢形土器 注口土器 脚台

天城I

A－1B－1C－1

０
０
６
０
０

A －1B－1

９
０
凸
■
言
●
■
ａ
Ｕ
ａ

B －21
0

１
．
ｃ
ｎ
）a

、

b

天城Ⅱ

(47）（42）
B－2C－3？

９
０

０
０

０
０
０
－

０
１

A－3b

９
１
０

A－2

A－3a

０
０
０
０

C D
０
０

0 0
00

０
１
０
－

Ｕ
■
叩
◆
●
▲
■
由
口

a
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８
１

．
。

A －2B－3C－2

B－4C－4

C－5

１
１
０
０

Ｕ
０
１
１
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Ｃ
ｏ
ｄ
ｅ

ヘ
ｄ
ｏ
ｄ
ｎ
ｏ
４
４

一
一
一
一

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
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深鉢A－1類

深鉢A－2類

－154－

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

1

B2-16区4 AI27．3
A228．8

26．6 － ←→方向

な磨き。

の丹念 口縁部から頚部

にかけて←→方

向の丹念な磨き。

○山形突起を有する。

○内面口唇部に小指
大の黒斑をみる。

○色調：外一暗褐色
内一褐色

○胎土：0.5mm前後

の石英及び長石、

軽石粒等を含む。

2

B2-7区1 AI24．1

A227．2

21．3 － －

口縁部は跨ぐ方
向の丹念な磨き、

以下は→方向の

丹念な磨き。

口縁部はx方

向の丹念な磨き、

頚部は←→方向

の丹念な磨き、

肩部は←一方向

のナデ。

○山形突起を有する。

○外面頚部にカーボ

ンが点在。

○色調：外一暗褐色

内一褐色

○胎土：0.5mm前後
の石英及び長石粒

等を含む。

3

B2-7区2 A128．4

A230．5

－ ’ 口縁部は←→方

向のナデ、頚部

は←→方向のや

や粗い磨き。

←→方向のナ元 ○内外面口唇部数箇

所に黒斑をみる。

○外面頚部にカーボ

ン点在。

○色調：外一暗褐色

内一淡褐色

○胎土：0.3mm前後

の砂粒を含む。

4

F2P2一括 Al33．4

A234．2
句

28．2 － ←→方向

な磨き。

の丹念 －方向

な磨き。

の丹念 ○内面口縁部と頚部

に黒斑。

○外面頚部全面に力

一ボン付着。

○色調：外一暗褐色

内一褐色
○胎土：0.5～0.8mm

の砂粒を含む。

193

A4

下層一括

－ ’ DIa2､O

D2a5､3

－ ←→方向

な磨き。

の丹念 ←→方向の丹念

な磨き。

○外面肩部にカーボ
ン
。

○色調：暗褐色

○胎土：0.3～0.5mm

の石英及び長石粒

等を含む。

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

5

A2-2,3区

4下層

AI32．6

A232．4

28．3 ’

D12．0

，2a3．0

－ 口縁部は←→方

向のナデ、頚部

は←一方向のナ

デのあと《方向

の粗い磨き。

口縁部は←→方

向のナデ、頚部

は←→方向の磨
き

○外面口縁部と頚部

に黒斑。

○色調：明灰褐色

○胎土：0.5～1mmの

石英及び長石粒等
を含む。

6

A134．6

A231．0

－ ，1 5.2

D2aO､4

←一方向の研磨。 ←→方向の研磨。 ○外面口縁部に径3．
0cm前後の黒斑。
○色調：暗褐色

○胎土：0．5～0.8mm

の石英及び長石粒

等を含む。

7

B1下層

4区3

AI34．8

A233．7

－

－ ，1 2．7

D1aO､7

口縁部は←→方

向のナデ、頚部

は←→方向のナ

デのあと↑方向

の粗い磨き。

←→方向のナデ

のあと←→方向

の磨き。

○色調：外一淡褐色

内一黒褐色

○胎土：0.5m前後

の石英及び長石粒

等を含む。



深鉢B－1類

－155－

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

69

B8西側

住居祉内

カメ棺

A'41．8

A242．4

B'39．4

B27．6

40.2 ７
０
０
０
６

■
●
●
●
●

２
１
７
５
０

１
２

ａ
８
Ｄ
ａ
‐
ｂ

ｌ
２
２
３
３

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

3.2 二枚貝条痕によ

り粗調整ののち

←→方向の粗い

磨き◎

口縁部から頚部

にかけては二枚

貝条痕による粗

調整ののち↑方

向の粗い磨き。

○外面全面にカーボ

ン付着。

○内面胴部下半に黒

色有機物。

○色調：灰褐色

○胎土：0.3～0.5mm

の砂粒等を含む。

195

A2.3層下

一括

一 － － D’5．8

，2a0．7

－ ←→方向のナ元 ー 方向の研磨。 ○外面口縁部に黒斑。
○色調：外一明灰褐

色

内一暗褐色

○胎土：0.5～0.8m

の石英及び長石、

軽石粒等を含む。

199

B1下層

3区2

－ D'2．1 口縁部は←一方

向のナデ、頚部

は一"方向の二

枚貝条痕。

口縁部は←→方

向のナデ、頚部

は←→方向の条

痕のあと←→方

向のナデ。

○色調：明灰褐色

○胎土：0.5～0.8m

の石英及び長石粒

等を含む。

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

12

AI16．0

A216．4

11．0 － D10．7

D2a4,4

口縁部は←→方

向の丹念な磨き

のあとU状の沈

線、頚部は←→

方向の丹念な磨

き◎

←→方向の丹念

な磨き。

○外面頚部にわずか

にカーボン付着。

○色調：暗褐色

○胎土：0.3～0.5mm

の石英及び長石粒

等を含む。

13

AI26．0

A229．3

－ D’0．9 － 口縁部は←→方

向の丹念な研磨

のあとU状の二

条沈線をほどこ

し、沈線の外に
縄文をほどこす。

頚部は←→方向

の丹念な研磨。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○色調：外一暗褐色

内一褐色

○胎土：0.5～0.8m

の石英及び長石粒

等を含む。

14

A3,4区 A'26．0

A228．0

26．7 － D’2．5

，2a5．7

口縁部は←→方

向の丹念な磨き

のあとU状の三

条沈線をほどこ

し、沈線間に〆

方向の羽状文、

頚部は←→方向

の丹念な磨き。

←→方向のやや

粗い磨き。

○外面口縁部数箇所
に径2.0cmの黒斑。

○色調：褐色

○胎土：0.5,m前後

の長石粒及び長石

粒等を含む。

15

F3-12区

(2)

27．3 24．1 D2b5,4 －｡ ←→方向の丹念

な磨きをほどこ

し、肩部最上部

と最下部にU状

の二条沈線を有

し、胴部への移

行部に、方向の

羽状文をみる。

←→方向

な磨き。

の丹念 ‘o胴部にわずかに力

一ボン付着。

○色調：外一暗褐色

内一明灰褐

色

○胎土：0.5mm前後
の石英粒及び長石

金雲母粒等を含む。

16

A3-16区

下層

A'30．3

A232．5

28．4 D12．3

，2a7．2

←→方向の丹念

な磨き、口縁部

にU状の三条沈

線

←→方向

な磨き。

の丹念 ○外面口縁部に4．0

×2．6cmの黒斑。

○外面頚部にカーポ
ン
○

○色調：暗褐色

○胎土：0.8,m前後
の石英及び長石、

雲母粒等を含む。



－156－

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

63

A－3 AI36．2

A238．7

34.5 36．8 D12．3

D2a5－1

←→方向の丹念

な磨き、口縁部

はU状の三条沈

線をほどこし、

沈線間に→方向

の羽状文及び○

状の凹点。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○外面頚部から胴部
にかけてカーボン

付着。

○色調：暗褐色

○胎土：0.5mm前後

の石英及び長石粒

等を含む。

176

A5区下層

一括

－ － D11．5 － ←→方向のやや

粗い磨き、口縁

部にV状の二条

沈線をほどこし

沈線の外にアナ

ダラ属の貝殻に

よる､擬似縄文。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○外面頚部にわずか
にカーボン付着。

○色調：暗褐色

○胎土：0.3～0.5mm

前後の石英及び長

石粒等を含む。

177

C区一括 － D11．5 ←→方向の丹念

な磨き、口縁部

にV状の二条沈

線

←→方向

な磨き。

の丹念 ○外面口縁部にわず
かにカーボン付善

○山形突起を有する。

○色調：外一暗褐色

内一褐色

○胎土：0.5m前後
の石英、長石、金

雲母粒等を含む。

178

A5-15区 － D，1．7 ←→方向の丹念

な磨き、口縁部

にV状の二条沈

線。

←→方向の丹念

な磨き、

壁荒れ。

やや器

○山形突起を有する。

○色調：外一暗褐色

内一淡褐色
○胎土：0.3～0.5mm

の石英及び長石粒

等を含む。

179

A5－下層

一括

D，1．0 口縁部は←→方

向のナデ、頚部

は←→方向の丹

念な磨き。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○外面口縁部に黒斑。

○浅鉢A－3C類の可

能性。

○色調：外一暗褐色

内一黒褐色

○胎土：0.3mm前後

の砂粒等を含む。

180

A4下層

一括

－ － － － － ←→方向の丹念

な磨き、口唇部

直下にU状の二
条沈線、沈線間

にミ方向の羽状

文、一定間隔に

凹点、凹点内に

V方向の羽状文。

←→方向の丹念

な磨き、口唇直
下にU状の一条

沈線、沈線直上

にミ方向の羽状

文

○内外面口唇下に親

指大の黒斑。
○色調：明灰褐色

○胎土：0.5mm前後
の石英及び長石粒

等を含む。

181

A3－下層

一括

－ － － D12．6 － 念
部
沈

丹
縁
条

の
口
三

向
、
の

方
き
状

一
鳩
山

線､沈線間に要＜
方向の羽状文、

頚部への移行部

に〆状の羽状文。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○口縁部に黒斑。

○色調：褐色

○胎土：0.5mm前後．

の石英及び長石、

､軽石粒等を含む。

182

－ － D11．2 － ←→方向の丹念

な磨き、口縁部

にV状の二条沈

線。

器壁荒れ観察不

可能。

○色調：明灰褐色

○胎土：0.5～0.8m

の石英、長石、雲

母粒等を含む。

204

B3－3

下層

、方向の縄文を

ほどこし、U状

の沈線で区かく

し、区かく外を

←→方向に丹念

に磨く。

←→方向の磨き。 ○色調：外一暗褐色

内一淡褐色

○胎土：0.5mm前後
の石英及び長石粒

等を含む。



図版

番号

205

206

207

208

出土地

B2-7区1

B1－下層

10区3

B1-5区

B2-9区

深鉢B－2類

図版

番号

17

18

19

20

出土地

B2下層10

区－2

B3-20区

A3下層

4区

A420区

A

－

－

－

A

AI22．8

A225.6

A122．4

A225．6

A126．4

A226.4

AI27．2

A228．1

法量（c､）

B C ，

－ －

■■■■■■■■■■■■■■■■ － －

－ － －

－ － －

法 量（c､）

B C

－ －

20．8 27．1

23．3 (26.6）

27．0

，

D，3．0

D，2．7

，2a4．8

，2b5.2

D，2.7

,2a3．5

(D2b4､8）

D，2．2

D2aO､4

E

－

－

－

－

E

－

技 法

外面

←→方向の丹念

な磨きのあとV

状の沈線、沈線

外に羽状文。

←→方向の丹念

な磨きのあとV

状の沈線、沈線

間に鋸歯文。

頚部に0状連点

文、肩部は、方

向の縄文施文の

あとベルト状に

←→方向の丹念

な磨き、そのの

ちU状の沈線で

区かく。

頚部に凹状連点

文、肩部は国状

の縄文施文のの

ち←→方向の丹

念な磨き、その

のちU状の沈線

で区かく 。

内 面

器壁荒れで観察

不可能。

←→方向

な磨き。

←→方向

な磨き。

←→方向

な磨き。

の丹念

の丹念

の丹念

技 法

外面

←→方向の丹念

な磨き、口縁部

はV状の四条凹

線◎

頚部最上部は←

→方向のナデの

あと←→方向の

磨き、他は←→

方向の丹念な磨
き◎

←→方向の丹念

な磨き。口縁部

にU状の二条凹

線、胴部への移

行部にU状の界

線◎

←→方向の丹念

な磨き、口縁部

にU状の凹線、

頚部への移行部

に○状の凹点。

内面

口縁部は←→方

向のナデ、頚部

は←→方向の丹

念な磨き、頚部

への移行部にV

状のえぐり 。

口縁部から頚部

最上部は←→方

向の丹念な磨き、

頚部は｡＋･方向

の丹念な磨き、

肩部への移行部

は←→方向の丹

念な磨き。

←→方向のやや

粗い磨き。

みく状の
い磨き。

やや粗
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備 考

○色調：外一灰褐色
内一淡褐色

○胎土：0.3～0.5m

の石英及び長石、

金雲母粒等を含む。

○色調：暗褐色

○胎土：0.3～0.5mm

の石英及び長石粒

等を含む。

○色調：明灰褐色

○胎土：0.3～0.5m

の石英及び長石粒

等を含む。

○色調：外一暗褐色

内一褐色
○胎土：0.3～0.5mm

の石英及び長石粒

等を含む。

備考

○外面頚部にカーボ

ン点在。

○色調：外一黒褐色

内一暗褐色

○胎土：0.5mm前後

の石英及び長石粒

等を含む。

○外面頚部と胴部の

一部にカーボン付

着。

○口縁部一部に黒斑。

○色調：暗褐色

○胎土：0.3mm前後
の石英及び長石粒

等を含む。

○外面頚部のほぼ全

面にカーボン付着。

○色調：暗褐色

○胎土：0.5nm前後
の石英及び長石粒

等を含む。

○色調：明灰褐色

○胎土：0.5mm前後

の石英、長石粒等
を含む。
○外面口縁部と内面

口縁部から頚部に

かけて黒斑。

○外面頚部にカーボ

ン点在。



深鉢B－3類

－158－

図版

番号
出土地

法量（cIn）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

21

A4－下層
4

AI27．8

A229．2

27．1 D，2．1

，2a0．2

－ 念
部
凹
が

丹
縁
条
壁

の
口
三
器

向
、
の
部

方
き
状
頚

一
鳩
山
線

やや荒れる。

←→状の丹念な

磨き。

○外面頚部にカーボ
ﾝ点在。

○色調：暗褐色

○胎土：0.5InIn前後

の石英及び長石粒

等を含む。

22

A1-4区

下層一括

Al31．8

A231.8

28．6 32.8 D，2．0

，2a3.4

,2b3.5

－ ←→方向の丹念

な磨き、口縁部

にV状の二条凹

線、胴部への移

行部にU状の界

線◎

←→方向の丹念

な磨き。

○外面頚部にカーボ

ン点在。

○色調：暗褐色

○胎土：0.5m前後
の石英及び長石、

金雲母粒等を含む。

183

A1一下層

10区

－ D13．3 口縁部は←→方

向のナデ、頚部

は←→方向の粗

い磨き、口縁部

にU状の三条凹

線

←→方向の粗い

磨き。

○色調：外一明灰褐
色

内一暗褐色

○胎土：0.5皿､前後
の石英及び長石粒

等を含む。

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

8

A2－3

層下一括

AI22．6

A222．0

21．3 － D11．75

D2aO､25

口縁部は←→方

向のやや粗い磨

き、頚部は↑方

向のやや粗い磨
き◎

口縁部は←→方

向のナデ、頚部

は←→方向の丹

念な磨き。

○外面口縁部から頚

部上半にカーボン

付着。

○色調：外一暗褐色

内一褐色

○胎土：0.5m前後
の石英及び長石、

金雲母粒等を含む。
○内面に安山岩チッ
プ◎

9

Al-l8区

下層

A128．6

A227.8

26．8 － D11．6

，2a0．2

－ ←→方向のやや

粗い磨き、頚部

最上部は←一方

向のケズリ、以
下は｡＋･方向の

粗い磨き。

口縁部は←→方

向のやや粗い磨

き、頚部は．』盲・
方向の粗い磨き、

頚部への移行部

にV状のえぐり。

○色調：外一暗褐色

内一淡褐色

○胎土：0.5～0.8mm

の石英及び長石粒

等を含む。

10

A2-3区

3層下

A129．3

A229．5

27．3 － D,1．75

D2al､65

－ 口縁部は←→方

向のナデ、頚部

は、方向の粗い

磨き、全体に器

壁が荒れる。

←→方向のナデ

全体に器壁が荒

れる ◎

○外面口縁部に小指
大の黒斑、頚部の

一部にカーボン付着。

○色調：褐色

○胎土：0.5mm前後

の石英及び長石粒

等を含む。

11

B－1溝 Al36．6

A236．2

35．0 － D13．2

D2a-0．1

’ 口縁部から頚部

最上部は←→方

向のやや粗い磨

き、以下は↑方

向の粗い磨き。

器壁荒れで観察

不可能。

○外面口縁部最下部

にカーボン付着。

○内面口縁部に親指

大の黒斑。

23

A1-14区

下層一括

AI24．1

A225．4

24．3 － D11．7

，2a4．0

－ 口縁部は←→方

向のやや粗い磨

き、頚部は>＜
方向の工具によ

る荒調整のあと

←→方向のやや

粗い磨き。

←→方向の粗い

磨き。

○色調：明灰褐色

○胎土：0.5m前後
の石英及び長石粒

等を含む。



図版

番号

24

25

26

27

28

29

30

31

32

出土地

A1-14区

下層一括

A1-14区

下層一括

A13層下

一括

A2.3

層下面

A2-10区

4下層

A2－3

層下一括

B2-8区1

Al-l7区

下層

A

AI30．1

A231．6

Al31．8

A232.7

AI33．6

A233.6

A116．4

A216．5

AI27．5

A227．6

Al26．3

A226．7

A129．2

A229.9

AI35．8

A234．4

A131．4

A231．2

法量（c､）

B

30．1

30．7

31．85

15．9

26．5

21．5

28．6

33．7

30．1

C

－

－

，

D11．5

，2a5．0

D11．3

，2a8．0

D12．2

，2a0．5

D11．6

，2a0．2

D11．6

，2a6．0

D，2．2

，2a5．9

D，1.7

,2a0．5

D12．0

，2a0．2

D，2．8

，21．0

技 法

E

－

－

－

外 面

二枚貝条痕によ

る粗調整のあと

←→方向のナ孔

二枚貝条痕によ

る粗調整のあと

←→方向のナ禿

口縁部から頚部

最上部にかけて

←→方向のナ天

以下は↑方向の

粗い磨き。

口縁部は←→方

向のナデ、頚部

は／ベ′方向の
ナデ。

←→方向の丹念
な磨き、口縁部
はV状の二条沈

線をほどこし、
頚部への移行部
に○状の凹点。

口縁部は一方

向のやや粗い磨
き。頚部最上部

は←→方向のナ

デ、以下は←→

方向の丹念な磨

き。口縁部にV

状の三条沈線。

口縁部は←→方

向の丹念な磨き、

頚部最上部は、

擦痕、以下は擦

痕のあと－方

向のやや粗い磨
き

←→方向の研磨

口縁部にV状の

三条沈線。

口縁部は－方

向のナデ、頚部

は←→方向の粗

い磨き、口縁部

にU状の二条沈

線○

－159－

内面

口縁部から頚部

最上部は←→方

向のナデ、以下

は器壁が荒れ観

察不可能。

口縁部から頚部

最上部は、二枚

貝条痕のあと隼→

方向のナデ、以

下は↑方向のナ
デ 0

口縁部は←→方

向のナデ、頚部

は←→方向のや

や粗い磨き、頚

部への移行部に

V状のえぐり。

←→方向のナ表

頚部への移行部

にV状のえぐり。

一方向

な磨き。

←→方向

な磨き。

の丹念

の丹念

←→方向の丹念

な磨き、頚部へ

の移行部にV状

のえぐり 0

器壁荒れて観察

不可能

←→方向の粗い

磨き。

備考

○色調：外一暗褐色

内一淡褐色

○胎土：0.5m前後

の砂粒を含む。

○色調：外一暗褐色

内一淡褐色

○胎土：0.3～0.5mm

の石英及び長石粒

等を含む。

○色調：灰褐色

○胎土：0.5mm前後

の石英及び長石、

金雲母粒等を含む。

○外面全体にカーボ

ン付着。

○色調：暗褐色

○胎土：0.5,m前後

の石英及び長石、

金雲母粒等を含む。

○色調：黒褐色

○胎土：0.5mm前後

の石英及び長石粒

等を含む。

○色調：外一暗赤褐

色

内一明灰褐

色

○胎土：0.3mm前後

の砂粒。

○色調：外一暗褐色

内一灰褐色

○胎土：0.3～0.5m

の石英及び長石粒

等を含む。

○内面口縁部から頚

部上半にかけて上

下幅約2.0cmの黒

斑をみる。

○色調：明灰褐色

○胎士：0.5m前後
の石英及び長石粒

等を含む。

○外面口縁部に親指
大の黒班、頚部に

全面にカーボン点

在

○色調：外一暗褐色

内一褐色

○胎土：0.5～1mmの

石英粒等を含む。



－160－

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

33

B4区 A130．0

A229．5

29．0 － D，1．3

，20．2

－ 口縁部は←→方

向のやや粗い磨

き、頚部は､方

向の粗い磨き、

口縁部にU状の

二条沈線。

口縁部は≠ 方
向の粗い磨き、

頚部は〃方向の

粗い磨き。

○外面頚部にカーボ

ン点在。

○色調：外一暗褐色
内一暗黒褐
色

○胎土：0.5mm前後
の石英及び長石粒

等を含む。

34

B4-3層

下面
Ｉ
２

Ａ
Ａ

口縁部は←→方

向のナデ、頚部

最上部は←→方

向のナデのあと

←→方向の粗い

磨き、以下はナ

デのあとべ方向

の粗い磨き。

←→方向のナデ

のあと←→方向

の粗い磨き。

○外面口縁部に親指

大の黒斑

口縁部か
、内面、
ら頚部に

かけて上下幅4.0cm

横幅2.0cmの黒班
をみる。

○色調：褐色

○胎土：0.5mm前後
の石英及び長石粒

等を含む。

66

A1-16区

カメ棺

Al34．2

A234．7

32．8 36.4 D11．5

D2al､O

D2b15．0

，216．0

，328．2

9．4 貝殻による粗調

整ののち←→方

向の粗い磨き。

口縁部から頚部

は貝殻による粗

調整のあと←→

方向の粗い磨き、

胴部は、方向の

粗い磨き。

○色調：淡褐色

○胎土：0.5～0.8mm

の石英及び長石粒

等を含む。

67

A4-15区

土渡

Al30．2

A230．2

29．3 33．0 D13.30

,2a0．7

，2b12．7

，213．4

←→方向の二枚

貝条痕のあとか

なり丹念な磨き。

←→方向の粗い

磨き、頚部への

移行部にU状の

沈線様のえぐり。

○胴部全面と頚部最

上部にカーボン付

着◎

○外面口縁部に親指
大、頚部に小ぶし

大の黒斑をみる。

○色調：外一暗褐色

内一明灰褐色

○胎土：0.3～0.5mm

前後の石英及び長

石粒等を含む。

68

A1－8区

下層

カメ棺

AI25．4

A226．9

25．5 31．7 八
Ｕ
〆
Ｄ
ｎ
ｄ
Ｑ
ゾ
ワ
“

ワ
臼
勺
ｌ
Ｑ
Ｊ
ｎ
ｖ
《
ｂ

ａ
‐
ｂ
制
１
勺
１

１
２
２
２
３

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

5.5 ←→方向の粗い

磨きののち口縁

部にV状の沈線。

←-→方向の粗い

磨き。

○外面胴部にカーボ

ン、内面に黒色有

機物付着。

○色調：外上一暗褐色

下一淡褐色

内上一暗褐色

下一褐色

○胎土：0.3～0.5m

の石英及び長石粒

等を含む。

184

A1-11区 － － － D11．9

，2a0．4

－ ←→方向の丹念

な磨き、口縁部

にU状の沈線。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○外面にわずかに力

一ボン付着。

○色調：暗褐色

○胎土：0.5mm前後
の石英及び長石粒

等を含む。

185

F3区 D12．9

，2a5．8

口縁部は←→方

向のナデのあと

←→方向の丹念

な磨き、頚部は

←→方向の丹念

な磨き、口縁部

にU状の二条沈

線。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○外部ほぼ全面に力

－ボン点在。

○色調：外一暗褐色

内一明灰褐
色

○胎土：0.5mm前後

の石英及び長石粒

等を含む。



深鉢B－4類

－161－

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

186

A1-15区 D12．4

，2a1．1

口縁部から頚部

最上部にかけて

←→方向のナ気

頚部は←→方向

の丹念な磨き。

口縁部にV状の

四条沈線。

←→方向のやや

粗い磨き。

○外面頚部にわずか
にカーボン付着。

○色調：外一褐色

内一灰褐色

○胎土：0.3m､前後

の長石粒及び石英

粒等を含む。

187

B1-3区 D13．0

，2a1．1

口縁部から頚部

最上部にかけ･→

方向のやや粗い

磨き。以下は、

方向のやや粗い

磨き、口縁部は

V状の三条沈

線0

口縁部から頚部

最上部は←→方

向のナデのあと

↑方向のやや粗

い磨き、以下は

っ§方向のやや
粗い磨き。

○色調：外一暗褐色
内一淡褐色

○胎土：0.5～0.8m

の石英及び長石、

金雲母粒を含む。

188

A1-12区 D，2．0

，2a0．7

口縁部から頚部

最上部にかけて

←→方向のナ気

以下は↑方向の

やや粗い磨き。

口縁部にU状の

三条沈線。

口縁部は←→方

向のナデのあと

－方向のやや

粗い磨き。以下

は器壁荒れで観

察不可能。頚部
への移行部にV

状のえぐり。

○色調：外一暗褐色
内一灰褐色

○胎土：0.3～0.5mm

の石英及び長石粒

等を含む。

○頚部にわずかに力
一ボン。

189

A3－2区 D11．3

，2a0．2

←→方向の丹念

な磨き、口縁部
にU状の二条沈

線

←→方向

な磨き。

の丹念 ○色調：褐色

○胎土：0.5mm前後
の石英及び長石粒

等を含む。

190

E3一下面

一括

D14．3

，2a0．7

←→方向のナ気

口縁部にU状の

数条沈線。

の
ｏ
向
き
やや ○色調：灰褐色

○胎土：0.5～0.8m

の石英及び長石粒

等を含む。

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

72

F3－(6X4） A144．8

A241．4

B139．6

B210．8

42．4 ８
０
６
６
０
８
８

●
●
■
●

４
２
ｕ
３
６
１
９

ａ
ｎ
ｂ
勺
１
ワ
“
Ｆ
Ｄ

Ｉ
２
２
２
３

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

12．0 口縁部は〆~劃方

向の二枚貝条痕

頚部から胴部は

/-私方向の二枚

貝条痕のあと←→

方向のナデ。

〆、方向の二枚

貝条痕のあと←→

方向のナデ。

○外面頚部に小ぶし

大のカーボン付着、

内面胴部に二段に

帯状の黒色有機物◎

191

E3-22区 D13．4

，2a0．8

口縁部は－方

向のナデのあと

一→方向の幅2

mの条痕、頚部
は一方向のナ

デのあと←→方

向のやや粗い磨

き

←→方向のやや

粗い磨き。

○色調：暗褐色

○胎土：0.5nm前後

の石英及び長石粒
等を含む。

192

D14.l

D2a1．5

口縁部は二方向
の二枚貝条痕、

頚部は←→方向

のナデ。

方
痕
向

』
跨
勃

部
二
と

縁
の
あ

口
向
の

のナデ。

○色調：外一暗褐色

内一淡褐色

○胎土：0.5～0.8mm

の石英及び長石粒

等を含む。



深鉢C－1類

－162－

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

201

D，4．5

，2a0．3

口縁部は←→方

向のナデのあと

←→方向のやや

粗い磨き、その

あと一#易.方向の
任意のU状沈編

■

頚部最上部は一

方向のナデ。

←→方向のナ元 ○色調：外一暗褐色

内一明灰褐

色

○胎土：0.5mm前後
の石英及び長石粒

等を含む。

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

39

B2-1区

近くカメ棺

27．6 25．0 28．2 D110．1 － ←→方向のやや

粗い磨き、器壁

荒れ。

←→方向の粗い

磨き。

○外面肩部に黒斑。
○内面口縁部から頚

部に黒斑を有する。

○色調：明灰褐色

○胎土：0.5～0.8mm

の石英及び長石粒

等を含む。

41

A5区下層

一括

17．25 17．0 18．0 D15．9 － ←→方向のやや

粗い磨きのあと

肩部にU状の三

条沈線。

←→方向のやや

粗い磨きのあと

口縁部にV状の

一条沈線。

○外面全体にカーボ
ン点在。

○色調：外一明灰褐

色

内一黒暗褐
色

○胎土：0.5nm前後
の石英及び長石、

金雲母粒等を含む。

42

A3－下層

2.3区

20．5 18．3 19．5 D,a4．2

，lb1.9

－ ←→方向

な磨き。

の丹念 ←→方向の丹念

な磨きのあと口

縁部にV状のえ

ぐり○

○外面頚部にカーボ
ン点在。

○色調：明灰褐色

○胎土：0.5mm前後
の石英及び長石粒

等を含む。

45

15．1 B113．1

B212．5

12．7 ４
４
”
ｊ
令
１
（
ｂ
Ｒ
）

ワ
巳
勺
１
４
坐
Ｑ
Ｊ
《
ｂ

ａ
８
ｂ
勺
１

１
１
１
２

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

4.0 頚部は←→方向

のやや粗い磨き、

胴部は↑方向の

やや粗い磨き。

－方向の粗い

磨き。

○色調：暗褐色

○胎土：0.5mm前後

の石英及び長石、

金雲母粒等を含む。

48

B2-16区

3

16．0 B214.8 15．8 D14．5 ←→方向のやや

粗い磨き。器壁

がやや荒れる。

の
ｏ
向
き
やや ○外面頚部最下部に

カーボン付着。

○内面胴部の一部に

黒色有機物。

○色調：暗褐色

○胎土：0.5mm前後

の石英及び長石粒等。

49

A2-25区

－2下層

21．0 B219．3 21．3 D16．0 － ←→方向の粗い

磨き。

←→方向の粗い

磨き。

○内面胴部に黒色有

機物付着。

○色調：暗褐色

○胎土：0.3m､前後
の石英及び長石粒

等を含む。

50

B22区 27．0 B,22．7

B222．7

24．1 D,a8．5

，lb1.2

,2(20.0）

、（29.7）

(5.5） 頚部は←→方向

の粗い磨き、胴

部は器壁が荒れ

観察不可能。

頚部は←→方向

の粗い磨き、胴

部は－方向の

ナデ。

○色調：外一灰褐色

内一褐色

○胎土：0.5m前後

の石英及び長石粒

等を含む。



深鉢C－2類

－163－

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

51

A4－下層

一括

16．1 B214．3 14．7 D14．0 － .～･方向の粗い

磨き。

←→方向の粗い

磨き。

○色調：外一褐色
内一暗褐色

○胎土：0.3～0.5mm

の石英及び長石粒

等を含む。

62

B2-13区 34．6 B231.2 35．4 D112．2 ←→方向のかな

り丹念な磨き。

←→方向のかな

り丹念な磨きの

あと頚部最上部

にU状の一条沈

線

○色調：灰褐色

○胎土：0.5mm前後

の石英及び長石粒

等を含む。

64

A3－下層

11区

37.0 B230.9 34.9 D19．8 － ←→方向の丹念

な磨きのあと肩

部への移行部に
U状の界線。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○内外面の一部に黒

斑。

○色調：灰褐色

○胎土：0.5m前後
の石英及び長石粒

等を含む。

65

A2－3．2

区3下層

39．6 B235．8 37．6 D111．1 頚部は←→方向

の粗い磨きのあ

と、方向の粗い

磨き､肩部は←→

方向の粗い磨き、

胴部は←→方向

の粗い磨きのあ

と↑方向の粗い

磨き◎

ノ方向の粗い

磨き。

○外面全体にカーボ

ン点在。

○色調：外一明灰、
胴部下半は

暗褐色

内一明灰褐

色

○胎土：0.5m前後

の長石及び石英粒

等を含む。

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

35

A3－下17

区

25．5 B122．8 25．9 D2a5､5

，2b8．2

，213．7

←→方向のやや

粗い磨き。

←→方向のやや

粗い磨き。一部

は､方向のやや

粗い磨き。

○内面口縁部及び胴

部に黒斑。

○色調：褐色

○胎土：0.3～0.5mm

の石英及び長石粒

等を含む。

36

A4区 35．9 B133．3 36．8 D2a6､7

，2b7．8

，214．5

←→方向のやや

粗い磨きのあと

↑方向のやや粗

い磨き。

一方向の粗い

磨き。

○色調：暗褐色

○胎土：0.5m前後
の石英及び長石粒

等を含む。

○内面に黒斑。

37

A5－下層

一括

27．8 B,21.25 ’ D2alO､0 － ←→方向のやや

粗い磨き。

←→方向のやや

粗い磨き。

○外面にカーボン付
着。

○内外面に小ぶし大

の黒斑。

○色調：褐色

○胎土：0.3～0.5mm

の石英及び長石粒

等を含む。

38

A3.4区 28．2 B125．6 27．3 D2a5・O

D2b8､2

，213．2

←→方向の粗い

磨き。

←→方向の

粗い磨

荒れ。

き。

やや

器壁

○色調：淡褐色

○胎土：0.5mm前後

の石英及び長石粒

等を含む。

40

A3下層11

区

40．3 B130．1 (30.6） D2a9､5

，2b1．2

，210．7

←→方向のやや

粗い磨きののち

胴部への移行部

にU状の界線。

－方向の粗い

磨き。

○外面の一部にカー

ボン付着。

○色調：明灰褐色
○胎土：0.5～0.8mm

の石英及び長石粒

等を含む。



図版

番号

43

44

46

47

52

70

71

196

出土地

A1-17区

下層

A1-17区

下層

A3区下層

一括

A3-1区

A4-18区

A3-1区

カメ棺下層

B4-17区

A1一下層

8区

深鉢C－3類

図版

番号

53

出土地

B7-16区

4

A

19．9

22．5

20．5

23．5

25．8

24．6

42．8

－

A

28．3

法量（cIn）

B

B119．4

B122．2

B116．65

B120.0

B220.0

22.9

21．0

35．5

－

C

20.5

23.2

18．0

20．8

24.0

22.3

38.8

－

，

D2aO､5

,2b8．5

，29．0

D2a4､6

，2b3．6

，28．2

D2a6､8

，2b1．5

，28．4

D2a5､5

，2b6．1

，211．6

D2a7､5

，2b3.5

D2a7・O

D2b5､0

，212．0

D17．5

，29．2

D2a1．1

法量（c､）

B C ，

－ － 一

E

－

－

一

(4.1）

－

－

－

E

－

技 法

外面

ｰ 方向のナ元

頚部は←→方向

のナデ、胴部は

←→方向のやや

粗い磨き。

←→方向

な磨き。

の丹念

頚部は､方向の

やや粗い磨き。

胴部は←→方向

のやや粗い磨き。

頚部はく方向の

粗い磨き。胴部

は←→方向の粗

い磨き。

頚部は＞言方向

の二枚貝条痕の

あと←→方向の

粗い磨き。胴部

は＞宮方向の二
枚貝条痕、胴部

への移行部にU

状の界線。

頚部は←→方向

の粗い磨き。胴

部は←→方向の
ナデのあと、方

向の粗い磨き。

←→方向の粗い

磨き。

内面

←→方向のナデ

のあと←→方向

の粗い磨き。

頚部は←→方向

のナデ、胴部は

←→方向のやや

粗い磨き。

←→方向のやや

粗い磨き。

頚部は←→方向
のやや粗い磨き。

胴部は←→方向

のナデ。

･一→方向の粗い

磨き。

頚部上半は＞壷
方向の二枚貝条

痕ののち←→方

向の粗い磨き。

頚部下半から胴

部は＞＜方向の

二枚貝条痕。

頚部は←→方向

の粗い磨き。胴

部は器壁が荒れ

観察不可能。

←→方向の粗い

磨き。

技 法

外面

←→方向のやや

粗い磨き。

内面

一"方向のやや

･粗い磨き。

－164－

備考

○外面頚部から胴部

最上部にかけて力

一ボン付着。

○内外面頚部上半に
黒斑。

○色調：暗褐色

○胎土：0.5m､前後
の石英及び長石粒

等を含む。

○色調：暗褐色

○胎土：0.3～0.5m

の石英及び長石粒

等を含む。

○頚部最下部にカー

ボン付着。

○色調：暗褐色

○胎土：0.5mm前後
の石英及び長石粒

等を含む。

○色調：暗褐色

○胎土：0.5mm前後
の石英及び長石粒

等を含む。

○内面口唇部直下に
小指大の黒斑。

○色調：暗褐色

○胎土：0.5m前後

の石英及び長石、

金雲母粒等を含む。

○頚部から胴部上半

にカーボン付着。

○内面口唇部直下に

親指大の黒斑点在。

○外面胴部にわずか
にカーボン付着。

○内面頚部と胴部に

わずかにカーボン

付着。

○色調：暗褐色

○胎土：0.5mm前後
の石英及び長石粒
等を含む。

○内面にモミ痕？

○色調：暗褐色

○胎土：0.5～0.8mm

の石英及び長石粒

等を含む。

備考

○色調：暗褐色

○胎土：0.5,m前後

の石英及び長石粒

等を含む。



深鉢C－4類

－165－

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

54

B2東側
カメ棺

AI31．4

A232.0

－ － － ←→方向のやや

粗い磨き。

←→方向のナデ

ののち口縁部内

面にU状の沈綿

○外部下半に親指大
のカーボン付着。

○内面口縁部から幅

約10cmにわたって

黒斑。

○色調：灰褐色

○胎土：0.5皿､前後

の石英及び長石粒

等を含む。

55

33．6 一 － － － ｰ

な磨
ン．

方向の丹念

きののちセ

ウ。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○内面口唇部直下に

親指2本分の黒斑
が点在。

○色調：外一暗褐色

内一褐色

○胎土：0.5mm前後
の石英及び長石粒

等を含む。

58

E－2溝 19．0 － － I■■■■■■■■■■■■■■■ －

錦
デ。

方向のナ ～､方向のナ完 ○外面全面にカーボ

ン付着。

○口唇部直下にタテ

幅約1cmの黒斑帯

を有する。

○色調：外一暗褐色

内一淡褐色

○胎土：0.5mm前後

の石英及び長石粒

等を含む。

194

B2-7区 － － － 一 、方向の条痕。 ←→方向のナ冗 ○外面全面にカーボ
ン付着。

○色調：外一暗褐色

内一灰褐色

○胎土：0.5mm前後
の石英及び長石粒

等を含む。

197

A1-24区 － － － － － 口縁部は←→方

向のナデのあと

V状の二条沈線

胴部は←→方向

のナデのあと↑

方向の粗い磨き。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○色調：暗褐色

○胎土：0.5mm前後

の石英及び長石粒

等を含む。

198

A4-23区 － － 一 － － ←→方向のかな

り丹念な磨きの

のち口唇下にV

状の二条沈線。

ｰ

丹
壁
り
器

方向のかな

念な磨き。

荒れ。

○色調：外一暗褐色

内一淡褐色

○胎土：0.5m前後
の石英及び長石粒

等を含む。

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

56

A3-21区

下層

25．8 － 37．8 ’ 、方向の幅約

1.5mの条痕。

ｰ

り丹

方向の

念な磨

かな

き。

○外面全面にカーボ

ン点在。

○内面胴部下半に黒

色有機物。

○色調：外一黒褐色

内一明灰褐

色

○胎土：0.5nm前後
の石英及び長石粒

等を含む。



深鉢C－5

深鉢D類

－166－

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， ，

技 法

外面 内面
備考

59

A5－6区 31．0 － － － － ↑方向の幅約1

mの条痕ののち

ｱ＜力向の巻
貝による条痕、

口唇部には擬似

縄文。

←→方向のナ亮 ○色調：外一暗褐色

内一灰褐色

○胎土：0.5m前後
の石英及び長石粒

等を含む。

60

B4.5区 40．0 － 41.0 － － ←→方向の二枚

貝条痕ののち←→

方向の粗い磨き。

口唇部下約2cm

の幅は←→方向
のやや粗い磨き。

以下は、方向の

粗い磨き。

○色調：外一暗褐色

内一明灰褐

色

○胎土：0.5,1n前後
の石英及び長石粒

を含む。

61

A3－下層

一括

44．0 － 46．0 － － 口縁部は←→方

向のかなり丹念

な磨き。胴部は

～､方向のナデ

のあと、方向の

条痕様の磨き。

←-→方向の粗い

磨き。

○色調：暗褐色

○胎土：0.5～0.8m

の石英及び長石粒

等を含む。

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

57

A1-17区 AI13．0

A212．6

12．3 － D11．3

，2a4．3

口縁部は←→方

向のやや粗い磨

きのあとU状の

凹線、頚部は↑

方向のやや粗い

磨き。

←→方向の粗い

磨きののちV状
のえぐり 。

○色調：外一暗褐色

内一明灰褐

色

○胎土：0.5mm前後

の石英及び長石粒

等を含む。

○外面のほぼ全面に
カーボン付着。

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

202

B3－3

層下

－ － － ←→方向のナデ

のあとU状の沈

線。

指圧による調整。 ○色調：外一淡褐色

内一暗褐色

○胎土：0.5～0.8mm

の石英及び長石、

金雲母粒等を含む。

203

－ ’ － D，5.3

,2a8．0

’

一
帖

条沈

方向のナデ

Ｕ
・
と
線
状の数

器壁荒れで観察

不可能、頚部へ

の移行部にV状

のえぐり 。

○色調：淡褐色

○胎土：0.5,m前後
の石英及び長石粒

等を含む。



浅鉢A－1類

－167－

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

75

A4－下層

一括

A115．5

A216．4

－ － D12．3 一

←→方向の丹念

な磨きのあとU

状の二条沈線、

沈線外にく状の
羽状文。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○色調：外一塗褐色

内一黒褐色
○胎土：0.3～0.5m

の石英及び長石粒
等を含む。

76

B2-13区 AI18．8

A218．6

－ － D，2．6 －

器壁が荒れ観察
不可能、口縁部

にはU状の三条

沈線をほどこし

上段と下段に、

方向の羽状文を

ほどこす。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○外面口縁部にカー

ボン付着。

○色調：明灰褐色
○胎土：0.5～0.8m

の石英及び長石粒

等を含む。

77

B2-21区 A121．0

A221．8

－

D11．7 －

←→方向の丹念

な磨きのあと↓
方向のきざみ状

の連続文。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○色調：暗褐色

○胎土：0.5～0.8mm

の石英及び長石粒

等を含む。

○焼成不良。

78

A2-25区

2下層

AI21．0

A221.6

－ － D，2．3 －

←→方向のかな

り丹念な磨きの

のち口縁部にV

状の三条沈線。

←→方向のかな

り丹念な磨き。

○外面口縁部にカー

ボン付着。

○色調：暗褐色

○胎土：0.5,m前後
の石英及び長石粒

を含む。

79

A3－下層

16区

A124．6

A224．0

－ ’ D，2．8 －

口縁部は、方向

縄文をほどこし

たのち幅約0.6

mをのこしその

他を磨消し、V

状の四条沈線で

区割する。胴部
は←→方向の丹

念な磨き。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○色調：明灰褐色

○胎土：0.5,,,前後
の石英及び長石粒

等を含む。

80

A3－3．4

区

A123．6

A224．6

－ － D12．8 － ←→方向の丹念
な磨きののち口

縁部にU状の三

条沈線。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○内面口縁部に親指
大の黒斑をみる。

81

B2-1区

近くカメ棺

A130．0

A230．0

－ － D12．3 ’

←→方向の丹念

な磨きののちV

状の凹線、凹線
内に肘方向の羽
状文。

←→方向の丹念

な磨き。

○口縁部にわずかに

カーボン付着。

○色調：暗褐色

○胎土：0.5nm前後
の石英及び長石粒

等を含む。

82

A－2区 AI17．8

A218．4

－ 一 D，1．9 －

←→方向の丹念

な磨きののち口

縁部にU状の二
条沈線。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○山形突起を有する。

○色調：外一暗褐色

内一明褐色
○胎土：0.3m前後
の石英及び長石粒

等を含む。

83

A2-22区

4下層

AI21．6

A221．6

－

D12．1 －

←→方向の丹念

な磨きののち口

縁部にU状の二

条沈線をほどこ

し、沈線内外に

〆方向の羽状
文○

←→方向

な磨き。

の丹念 ○山形突起。

○色調：褐色

○胎土：0.5mm前後
の石英及び長石粒

等を含む。



浅鉢A－2類

－168－

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

84

A2-32区

43層

AI24．4

A224．1

－ D11．8 ←→方向の丹念

な磨きののち口

縁部にU状の沈

線をほどこし、胴

部への移行部に

滝方向の羽状文。

←→方向の丹念

な磨き。

○外面口縁部にカー

ボン点在。

○色調：褐色

○胎土：0.5Inln前後
の石英及び長石粒

等を含む。

214

B2-26区 D12．6 ←→方向の丹念

な磨きののち口

縁部にU状沈綿

←→方向

な磨き。

の丹念 ○色調：外一口縁部
一黒褐色

胴部一明

褐色

内一褐色

○胎土：0.5mm前後

の石英及び長石粒

等を含む。

215

－ － 一 D13．9 － ←→方向のナデ

ののち口縁部に

U状の四条沈線

胴部への移行部

に、方向のきざ

み状連点文。

←→方向のやや

粗い磨き。

○色調：外一明灰褐

色

内一淡褐色

○胎土：0.5mm前後

の石英及び長石粒

を含む。

233

B4-2区 － － － D，2．6 － ←→方向の丹念

な磨きののちU

状の三条沈線、

沈線間に′方向

の羽状文。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○口唇部に小指大の

黒斑。

○色調：外一明灰褐色
内一暗褐色

○胎土：0.5mm前後
の石英及び長石粒

を含む。

○口縁部から胴部に

かけて丹塗り。

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

92

B4-4区 A119．1

A219．1

一 － D12．0 － ←→方向の丹念

な磨きののちに

U状の凹線、凹

線内に＜方向の
羽状文。

←→方向の丹念

な磨き。

○色調：黒褐色

○胎土：0.5～0.8m

の石英及び長石粒

を含む。

93

A,21．4

A220．7

一 － D13．4 － 口縁部は←→方

向の丹念な磨き

のあとU状の凹

線、胴部は〆方

向のやや粗い磨

き◎

←→方向のやや

粗い磨き。

○色調：外一褐色、

一部赤褐色

内一黒褐色

○胎土：0.3nm前後
の石英及び長石粒

を含む。

94

B3-3区 Al16．6

A216．0

B14．5 13．0 D11．6

D2aO･l

D2b2､1

，22．2

－ ←→方向の丹念

な磨きののち口

縁部にU状の二

条凹線、胴部へ
の移行部に一条

凹線、頚部への

移行部と胴部へ

の移行部に○
状に凹点。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○色調：暗褐色

○胎土：0.3mm前後
の石英及び長石粒

等を含む。

95

B-34区 AI24．2

A221．8

－ － D，3．2 － 口縁部はやや粗

い磨きののちU

状の三条凹線、

胴部はX方向
のやや粗い磨き。

←→方向のやや

粗い磨き。

○外面胴部全面にカ
ーボン付着。

○内面口縁部と胴部

に黒斑。

○色調：暗褐色

○胎土：0.5m前後
の石英及び長石粒

等を含む。



－169－

図版

番号
出土地

法壁（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

96

A3-8区 AI29．0

A228．6

－ D11．4 － ←→方向の丹念

な磨きののち口

縁部にU状の二

条凹線。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○色調：灰褐色

○胎土：0.5mm前後

の石英及び長石粒

等を含む。

97

A2一下層

10区

A137．4

A236．5

－ － D11．7 ←→方向の丹念

な磨きののち口

縁部にU状の二

条凹線。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○外面胴部に親指大
の黒斑をみる。

○色調：外一暗褐色

内一黒褐色

○胎土：0.5,1n前後

の石英及び長石粒

を含む。

99

A2-16区

3下層

AI35．0

A236．1

－ － D11．2 口縁部は←→方

向の丹念な磨き

ののちV状の凹

線、胴部は、方
向の丹念な磨き。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○色調：暗褐色

○胎土：0.5nm前後
の石英及び長石粒

等を含む。

100

A3-24区 Al19．4

A219．5

－
一 D，2．8 ←→方向の丹念

な磨きののちU

状の三条凹線、

凹線間に○状

凹

←→方向の丹念

な磨き。

○色調：暗褐色

○胎土：0.5,m前後
の石英及び長石粒

等を含む。

101

A4-18区 Al22．6

A222．0

20．8 21．6 D12．2

，22．8

’ ←→方向の丹念

な磨きののち口

縁部にU状の二

条凹線。

←→方向の丹念

な磨き。

○口縁部から頚にか

けてカーボン付着。

○色調：外一黒褐色

内一灰褐色

○胎土：0.5m前後
の石英及び長石粒

等を含む。

212

A3下層

2区

－
－ － D13．1 ←→方向の丹念

な磨きのあと三

段に、方向の羽

状文、
一

一、 三段

目に○状の凹点。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○外面口縁部に黒斑。
○色調：明灰褐色
○胎土：0.3,1,前後
の石英及び長石粒
等を含む。

213

A5-2区
一 － － D13．0 － ←→方向の丹念

な磨きののちU

状の三状凹線、
口縁部下半に○

状凹点。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○色調：外一明灰褐
色

内一褐色

○胎土：0.5mm前後
の石英及び長石粒

等を含む。

217

B4-4区 －＝
一

－ D13．0
一 ←→方向の丹念

な磨きののちU

状の三条凹線。

←→方向の丹念

な磨きののち口

縁部と胴部への

移行部にU状の
沈線。

C色調：明灰褐色

○胎土：0.3～0.5mm

の石英及び長石粒

等を含む。

218

－
’

’ D，1．8 ←→方向の丹念

な磨きののちU

状の凹線、胴部

への移行部に○
状の凹点。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○色調：黒褐色

○胎土：0.5脚、前後‘
の石英及び長石粒

等を含む。



浅鉢A－3a

－170－

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

108

A3－7区 AI20．8

A220．9

18．1 19．1 D11．6

，2a1.6

D2bl・3

D22．9

－ ←→方向の丹念

な磨きののち口

縁部にV状の二

条凹線、胴部へ

の移行部にV状

界線、そののち

頚部と胴部への

移行部に○状

の凹点。

←→方向

な磨き｡

の丹念 ○M状の山形突起を
有する。

○色調：黒褐色

○胎土：0.3～0.5m

の石英及び長石粒

等を含む。

109

A2区 AI26．2

A226．2

20．2 － D，2．1

，2a4．8

－ 口縁部は←→方

向のナデののち

やや粗い磨き、

頚部は←→方向

のやや粗い磨き

ののち頚部への

移行部に○状
の凹点。

←→方向のやや

粗い磨き、頚部

への移行部にV

状のえぐり

○色調：灰褐色

○胎土：0.5～0.8m

前後の石英及び長
石粒等を含む。

○M状の山形突起を
有する。

110

A2-22区

3下層

A136．3

A236．3

32．7 33．4 ５
６
９
５

●
●
●
●

勺
１
ワ
“
ハ
Ｕ
ｎ
ｄ

ａ
‐
ｂ

ｌ
２
２
２

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

－ －方向の丹念

な磨きののち口

縁部にV状の二

条凹線、胴部へ

の移行部にU状
の界線、そのの

ちに頚部への移

行部に○状の
凹点。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○M状の山形突起を
有する。

○外面全体にカーボ

ン点在。

○色調：外一黄灰褐色

内一上半…

明褐色下

半…暗褐色

○胎土：0.5m前後

の石英及び長石粒

等を含む。

112

A2-3区

3層下面

A117．2

A217．2

14．5 15．4 (､，0.9）
D2a1．4

D2bl､1

，22．5

－ ←→方向の丹念

な磨きののちV
状の二条凹線、

胴部への移行部

にV状の界線。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○山形突起を有する。

○色調：黒褐色

○胎土：0.3～0.5mm

の石英及び長石粒

等を含む。

118

A2－3層

下面

AI23．4

A223.6

22．0 24．8 ６
５
８
３

●
●
●
●

１
３
２
６

１
２
２
２

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

－ ←→方向のかな

り丹念な磨きの

のちV状の二条

凹線。

の
ｏ
向
き
やや ○n状の山形突起を

有する。

○外面全体にカーボ

ン点在。

○色調：暗褐色

○胎土：0.3～0.5m

前後の石英及び長
石粒等を含む。

119

B4-8区 A130．6

A232.7

28.1 － D13．2

，2a2．5

－ ←→方向の丹念

な磨きののちV
状の二条凹線、

さらにそののち

に凹線間に○
状凹点、下段凹

線内に八状凹

←→方向

な磨き。

の丹念 ○色調：暗褐色

○胎土：0.5～0.8mIn

前後の石英及び長
石、雲母粒等を含
む。

219

A1-16区 － － D11．7

，2a1．7

，2b1．1

，22．8

－ ←→方向のナデ

ののち口縁部に

V状の二条凹綿

←→方向のやや

粗い磨き。

○全面に丹塗り。

○V状の山形突起を
有する。

○色調：外一黒褐色

内一暗褐色

○胎土：0.5～0.8mm

前後の石英及び長

石粒等を含む。



浅鉢A－3b

浅鉢A－3c

－171－

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

220

A2-16区 － － D12.O

D2aO､0

－ 口縁部から頚部

最上部は←→方

向のナデののち

V状の二条凹線

以下は〆方向の

やや粗い磨き。

←→方向のやや

粗い磨き。

○凸状の山形突起を
有する。

○外面全体にカーボ

ン付着。

○色調：外一暗褐色

内一淡褐色

○胎土：0.3～0.5m

の石英及び長石粒

等を含む。

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

102

A3－下層

7区

A126．1

A226.4

23．3 23．8 D，1．8

，2a0．8

，2b0．9

，21．7

←→方向のやや

粗い磨きのあと

V状の二条凹綿

←→方向のやや

粗い磨き。

○外面頚部と胴部に
カーボン付着。

○色調：外一暗褐色

内一暗褐色

○胎土：0.5～0.81nm

の石英及び長石、

金雲母粒等を含む。

103

A2－3層

下面一括

A125．0

A225．0

25．4 25．8 D10．8

，2a1．4

，2b1．2

，22．6

－ ←→方向の丹念

な磨きののち口

縁部にV状の二

条凹線、胴部へ

の移行部にV状

の凹線状の界綿

←→方向

な磨き。

の丹念 ○内面頚部に小指大
の凹点。

○色調：外一黒褐色
内一暗褐色

○胎土：0.5Inln前後

の石英及び長石粒

等を含む。

104

A1－下層

8区

A,26．8

A227．2

23．5 － D11．4

D2aO､5

’ ←→方向の丹念

な磨きののちV

状の二条凹線。

器壁荒れ。

－方向の丹念

な磨き。器壁荒

れ。

○外面頚部にカーボ
ﾝ付着。

○色調：暗褐色

○胎土：0.5mm前後
の石英及び長石粒

等を含む。

105

A1-13区 A131．4

A231．4

27．6 28.1 ９
９
８
７

●
●
●
○

ハ
Ｕ
八
Ｕ
ハ
Ｕ
毛
１

ａ
‐
ｂ

ｌ
２
２
２

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

－ ←→方向のやや

粗い磨き。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○色調：外一暗褐色

内一淡褐色

○胎土：0.5mm前後

の石英及び長石粒

等を含む。

106

A1－3層

下面

A135．2

A235．5

30．9 32．0 D，1．2

D2a-0．3

D2bl､1

，200．8

－ ←→方向のやや

粗い磨きののち

口縁部にV状の

二条凹線。

←→方向のやや

粗い磨き。

○色調：暗褐色

○胎土：0.5m前後

の石英及び長石、

金雲母粒等を含む。

107

A2-l6区

3下層

A115．6

A216．4

12．1 13．3 D11．4

D2al､7

，2b1．5

，23．2

－ ←→方向のナデ

ののち口縁部に

V状の二条凹線

胴部への移行部

にV状の界線。

←→方向のナ孔 ○外面口縁部と頚部
に小指大の黒斑。

○胎土：0.5～0.8mm

の石英粒等を含む。

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

113

A2一下層

8区

AI20．8

A220．6

18．3 17．6 ６
８
０
８

●
●
●
●

制
止
、
〉
ウ
ム
ワ
ｅ

ａ
３
Ｄ

１
２
２
２

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

－ ←→方向の丹念

な磨きののち口

縁部にV状の二

条沈線、胴部へ

の移行部にV状

の界線。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○色調：暗褐色

○胎土：0.5mm前後

の石英及び長石粒

等を含む。

○土状の山形突起

を有する。



浅鉢3.類

－172－

図版

番号
出土地

法量（、）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

114

A2-6区 AI24．2

A224．1

22．1 24.2 ７
４
６
０

●
●
●
●

屯
１
毛
１
勺
１
句
。

ａ
可
ｂ

ｌ
２
２
２

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

－ ←→方向のやや

粗い磨きののち

口縁部にU状の

一条沈縁、頚部

最下部にU状の
界線、頚部及び

胴部への移行部

に○状の凹点。

の
ｏ
向
き
やや ○M状の山形突起を

有する。

○頚部にカーボン付

着。

○色調：外一明褐色
内一淡灰褐

色

115

(All4.0）
A214．2

13．4 (14.6） (､,0.8）
D2aO､4

(D2b1.5）

I■■■■■■■■■■■■■■■ ←→方向の丹念

な磨きののち口

縁部にU状の一

条沈線、胴部へ

の移行部にU状

の界線。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○山形突起を有する。

○色調：暗褐色

○胎土：0.3mm前後
の石英及び長石粒

等を含む。

116

A2-6区 AI14．8

A214.8

13．9 15．2 ９
４
１
５

●
●
●
●

〈
Ｕ
〈
Ｕ
殉
ｄ
《
ｄ

ａ
Ｕ
ｂ

Ｉ
２
２
２

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

－ ←→方向のやや

粗い磨きののち

口縁部にU状の

一条沈線、胴部

への移行部にV
状の界線。

←→方向の粗い

磨きののち頚部

及び胴部への移

行部にV状のえ
ぐり0

○色調：外一灰褐色

内一淡褐色

○胎土：0.5m前後
の石英及び長石粒

等を含む。

○M状の山形突起を

有する。

117

A1-17区

下層

A119．4

A219．2

17．7 18．8 ７
７
０
７

●
●
●
●

、
Ｕ
ハ
Ｕ
令
１
勺
ｌ

ａ
Ｕ
ｂ

Ｉ
２
２
２

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

－ ←→方向の丹念

な磨きののちV
状の一条沈線、

胴部への移行部

にV状の界線。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○八状の山形突起を
有する。

○色調：暗褐色

○胎土：0.5m前後
の石英及び長石粒

等を含む。

134

A2-9区

3下層

A137．7

A237.0

34．3 34．7 D11．0

，2a0．5

，2b0．6

，21．1

－ ←→方向のかな

り丹念な磨きの

のち口縁部にV

状の沈線。

←→方向のかな

り丹念な磨き。

○外面全体にカーボ
ン付着。

○内面頚部に親指大

の黒斑。

○色調：外一暗褐色
内一淡褐色

○胎土：0.5～0.8mm

の石英及び長石粒
等を含む。

218

A2-2区 。■■■■■■■■■■■■■■■ － － D，1．3

，2a0．4

－ ←→方向の丹念

な磨きののち口

縁部にU状の二

条沈線。

←→方向の丹念

な磨き。

○内外面器壁荒れ。

○色調：暗褐色

○胎土：0.5～0.8m

前後の石英及び長

石粒等を含む。

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

121

A1区 A120．8

A221．4

18．9 19．7 ９
５
５
０

●
●
●
●

１
ユ
ワ
】
勺
１
４
茜

ａ
、
ｂ

ｌ
２
２
２

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

－ ←→方向のナデ

のあと口縁部に

U状の四条沈綿

一方向の粗い

磨き。

○外面全体にカーボ
ン点在。

○色調：明灰褐色

○胎土：0.5mm前後

の石英及び長石粒
等を含む。

122

A2-19区

2下層

A134．6

A233.8

31．4 32.0 D10．9

，2a0．6

D2bO､6

，21．2

－ ←一方向の丹念

な磨きののち口

縁部にV状の一
条沈線。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○外面胴部下半に力

一ボン付着。

○色調：暗褐色

○胎土：0.5m前後
の石英及び長石粒

等を含む。

○口縁部に丹塗りの

痕跡。



－173－

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

123

A2－3層

下面

AI40．0

A234．0

35．2 35．4 D，1．5

D2al､9

，2b0．8

，22．7

－ ←→方向のかな

り丹念な磨きの

のち口縁部にU

状の二条沈線、

胴部への移行部
にV状の界線を

有する。

←→方向のかな

り丹念な磨き。

○色調：外一黒褐色

内一褐色

○胎土：0.5～0.8mm

の石英及び長石粒

等を含む。

124

Al39．6

A239．0

34.8 35.6 D11.O

D2al､6

，2b1．0

，22．6

－ 口縁部から胴部

上半にかけては

←→方向のかな

り丹念な磨きの

のち口縁部にV

状の二条沈線、

胴部下半は↑方
向のかなり丹念

な磨き。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○外面口縁部と胴部
に黒斑。

○色調：暗褐色

○胎土：0.5m前後

の石英及び長石粒
等を含む。

126

A2-6区 A144．0

A243.7

22．5 23．4 D，1．0

，2a3.5

D2bl・3

D24．8

－ ｰ

な磨

方向の丹念

きののちV

状の沈線。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○色調：外一黒灰褐
色

内一黒褐色

○胎土：0.5Ⅱ、前後
の石英及び長石粒

等を含む。

127

A2一下層

9区

A111．0

A211．2

19．3 － D’1．1

D2
a0．4

－ ←→方向のやや

粗い磨きののち

口縁部にV状の

二条沈線。

口縁部から頚部

にかけて←→方向
のやや粗い磨き
以下は八方向
の粗い磨き。

○外面口縁部に小指

大の黒斑。

○色調：外一暗褐色

内一黒褐色

128

AI28．6

A228.6

23．2 23．8 D，0．7

D2al､4

,2b1．1

，22．5

－ ←→方向の丹念

な磨きののち口

縁部にU状の一
条凹線、胴部へ

の移行部にV状

の界線。

←→方向の丹念

な磨き。

○内面口縁部から頚

にかけて黒斑。

○色調：暗褐色

○胎土：0.5m前後

の石英及び長石粒

等を含む。

129

A2－2．3

層下

A129．6

A229．0

24．7 25．3 ６
２
４
６

●
●
●
●

１
▲
令
上
弔
上
ワ
“

ａ
‐
ｂ

ｌ
２
２
２

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

－ ←→方向の丹念

な磨きののち口

縁部にV状の二

条沈線、胴部へ

の移行部にV状

の界線。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○外面頚部にカーボ
ン 。

○色調：暗褐色

○胎土：0.51nm前後
の石英及び長石粒

等を含む。

221

F4-14.19

区土稜内

q■■■■■■■■■■■■■■■ －
－ ４

８
０
８

●
●
●
●

ハ
Ｕ
ハ
Ｕ
勺
上
令
ｌ

ａ
画
ｂ

Ｉ
２
２
２

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

－ ←→方向の丹念

な磨きののち口

縁部にU状の一

条沈線。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○色調：外一黒褐色

内一暗褐色

○胎土：0.5m,n前後

の石英及び長石粒

等を含む。

222

A2-22区

1下層

－ － － D，1．4 － ←→方向のやや

粗い磨きののち

V状の二条沈綿

の
ｏ
向
き
やや ○山形突起を有する。

○色調：暗褐色

○胎土：0.5m前後
の石英及び長石粒

等を含む。
○A－3c類

226

A5区下層

一括

一 － － D10．8 － ←→方向の粗い

磨き。

←→方向の粗い

磨き。

○外面口縁部に親指

大の黒斑。

○色調：外一暗褐色
内一褐色

○胎土：0.5,,n前後
の石英及び長石粒

等を含む。



浅鉢3e類

－174－

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

125

A3下層

12区

43．0 41．8 41.8 DIO､8

，20．7

－ 口縁部から頚部

は一→方向のナ

デ、胴部は－→

方向のナデのあ

と←→方向のや

や粗い磨き。

←→方向のやや

粗い磨き。
○色調：黒褐色
○胎土：0.3～0.5mm

の石英及び長石粒

等を含む。

130

17．4 16．1 16．3 DIO､7

，20．4

－ ←→方向のやや

粗い磨き。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○色調：外一暗褐色

内一黒褐色

○胎土：0.5,m､前後
の石英及び長石粒

等を含む。

131

B1-4区

1下層

28．0 26．2 26．2 DIO､5

，21．4

－ ←→方向

な磨き。

の丹念 ←→方向

な磨き。

の丹念 ○色調：黒褐色

○胎土：0.5mm前後
の石英及び長石粒

等を含む。

132

A1-14区 28．1 26．5 26．7 DIO､8

，20．9

←→方向

な磨き。

の丹念 ←→方向の丹念

な磨き。

○色調：暗褐色

○胎土：0.5m前後

の石英及び長石粒
等を含む。

133

A1-8区 31．8 30．5 30．1 DIO､4

，21．2

－ ←→方向のかな

り丹念な磨きの

のち肩部への移

行部にV状の沈

線。

←→方向のかな

り丹念な磨き。

○外面全体にカーボ

ン点在。

○色調：外一黒褐色

内一暗褐色

○胎土：0.5m前後

の石英及び長石粒

等を含む。

139

A3-11区 18．6 17．4 18．0 D10．9 － ←→方向のかな

り丹念な磨き。

口唇直下から胴

部最上部にかけ

て←→方向のか

なり丹念な磨き。

以下はぐ＋惨方向

のやや粗い磨き。

○外面胴部にカーボ
ン付着。

○色調：外一暗褐色
内一黒褐色

○内面口唇部直下に

丹塗り痕。

140

A3－下層

12区

25．8 25．3 25．5 DIO､8

，20．4

－ ←→方向の丹念

な磨き。

←→方向の丹念

な磨きののち頚

部にU状の沈脇

○色調：黒褐色

○胎土：0.5,m前後

の石英及び長石粒

等を含む。

141

B1-2層 26．2 24．8 25．0 D，0．8

，20．9

－ ←→方向

な磨き。

の丹念 頚部から胴部最

上部にかけて←→

方向の丹念な磨

き、以下は天

方向の丹念な磨

き◎

○色調：外一暗褐色

内一黒褐色

○胎土：0.5m前後

の石英及び長石粒

等を含む。

223

G3-2区

(2)

－ － － D10．5

，20．4

－ 器壁荒れて観察

不可能。

器壁荒れで観察

不可能。

○色調：明褐色

○胎土：0.5mm前後
の石英及び長石粒

等を含む。

224

－ － －

６
３
９
２

●
●
●
Ｄ

八
Ｕ
ハ
Ｕ
ハ
Ｕ
１
《

ａ
‐
ｂ

ｌ
２
２
２

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

－ ←→方向の丹念

な磨きののち口

縁部にV状の一
条凹線。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○色調：黒褐色

○胎土：0.5m前後
の石英及び長石粒

等を含む。

225

G3.4区 － － － D11．0 － 頚部は←→方向

のナデ、胴部は

←→方向のやや

粗い磨き。

頚部から胴部最

上部は←→方向

のやや粗い磨き、

以下は、方向の

やや粗い磨き。

○色調：外一暗褐色

内一黒褐色

○胎土：0.5mm前後

の石英及び長石粒

等を含む。



浅鉢A－4類

浅鉢B－1類

－175－

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

142

A2区 AI26．0

A226．0

22.9 23．4 ８
２
５
７

●
●
●
●

ｎ
〉
ワ
］
ｎ
ｄ
Ｆ
Ｄ

ａ
‐
ｂ

ｌ
２
２
２

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

－ ←→方向のナデ

ののち←→方向

のやや粗い磨き

さらにそののち

口縁部にV状の

二条沈線。

←→方向のナデ

ののち←→方向

のやや粗い磨き。

○色調：暗灰褐色

○胎土：0.5mm前後
の石英及び長石粒

等を含む。

143

A2-9区4

下層

A124．8

A224．0

22．7 － D11．35

，2a0．9

－ ←→方向の丹念

な磨きののち口

縁部に一条凹線、

さらにそののち

に口唇部に凹点。

←→方向の丹念

な磨き。

○色調：暗褐色

○胎土：0.5mm前後

の石英及び長石粒

等を含む。

144

A1－3層

下

AI26．5

A225．3

22.8 28．0 (､11．3）
D2aO､5

，2b5．8

，26．3

－ ←→方向の丹念

な磨きののちU

状の二条沈線。

←→方向のかな

り丹念な磨きの

のち頚部への移

行部にV状のえ

ぐり◎

○山形突起を有する。

○色調：外一暗褐色

内一暗灰褐

色

○胎土：0.5mm前後
の石英及び長石粒

等を含む。

145

B1－4区

4下層

A133．0

A232．0

31．2 31．4 D,1．05

，2a0．1

，2b4．7

，24．8

－ ←→方向の丹念

な磨きののち口

縁部にV状の一

条沈線、胴部へ

の移行部にU状

の界線、さらに

そののちに口縁

部に○状の凹点。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○外面頚部にカーボ

ン付着。

○色調：外一暗褐色

内一黒褐色

○胎土：0.5mm前後

の石英及び長石粒

等を含む。

146

A2-18区 Al33．2

A233．0

32．4 D11．45

，2a0.25

←→方向のやや

粗い磨きののち

口縁部にV状の

一条沈線。

←→方向の粗い

磨き。

○外面全体にカーボ

ン付着。

○内面口縁部に親指

大の黒斑。

○色調：外一暗褐色

内一褐色

147

25．5 22．9 － D2a1．6 一 ←→方向の丹念

な磨きののち口

唇部直下にV状
の沈線。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○色調：黒褐色

○胎土：0.3m前後

の石英及び長石粒
等を含む。

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

85

A3下層

9区

28．3 28．1 28．7 D10．7

，21．65

←→方向のやや

粗い磨き。

←→方向の粗い

磨き。

○外面全体にカーボ

ﾝ付着。

○色調：暗褐色

○胎土：0.5mm前後
の石英及び長石粒

等を含む。

86

B2-2区 29．0 28．3 29．0 D，2．2 － ←→方向

な磨き。

の丹念 ←→方向のかな

り丹念な磨き。

○外面全体にカーボ

ン点在。

○山形突起を有する。

○色調：暗褐色

○胎土：0.5mm前後

の石英及び長石粒

等を含む。



浅鉢B－2類．

－176－

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

87

B2－下層

11区(1)

29．2 25．8 － D13．9 － ←→方向の丹念

な磨きののち肩

部にU状の二条

沈線、沈線間に

三"方向の羽状

文◎

←→方向の丹念

な磨きののち口

唇部直下にU状
の一条沈線。

○頚部にわずかにカ

ーボン付着。

○外面口唇部直下に
黒斑。
○色調：黒褐色

○胎土：0.5～0.8m

前後の石英及び長
石粒、金雲母粒等
を含む。

88

A5－下層

一括

24．3 21．2 21．9 D13．8

，21．2

，33．6

頚部から肩部に

かけては←→方

向のかなり丹念

な磨きののち肩

部にU状の二条

沈線。胴部は器
壁が荒れ観察不

可能。

←→方向のかな

り丹念な磨き。

○外面肩部の一部に
カーボン付着。

○色調：外一褐色
内一暗褐色

○胎土：0.31,m前後
の石英及び長石粒

等を含む。

89

A4－下層

一括

28．3 25．5 25．7 D，3．3

，21．4

－ ←→方向の丹念

な磨きののち肩

部にV状の二条
凹線、そののち

に凹線間に鯵
方向の羽状文、

胴部に､/方向

の羽状文。

←→方向の丹念

な磨きののち口

唇部直下にU状

の一条沈線。

○外面全体にカーボ
ﾝ点在。

○色調：暗褐色

○胎土：0.5～0.8mm

の石英及び長石粒

等を含む。

90

B2-21区

(4)

24．2 23．4 23．8 DIO､35

，21．65

－ ←→方向のかな

り丹念な磨きの

のち肩部にV状

の三条沈線。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○外面胴部にカーボ

ン付着。

○色調：暗褐色

○胎土：0.5mm前後

の石英及び長石粒

等を含む。

91

A5-10区 17．6 15．6 16．5 D14．4

，20．6

－ ←→方向の丹念

な磨きののち肩

部にU状の二条

沈線。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○色調：暗褐色

○胎土：0.5mm前後

の石英及び長石粒

等を含む。

150

A1－下層

8区

13．9 8.6 9．5 D13．6

，20．3

，30．7

8．7 ←→方向のナデ

ののち←→方向

のやや粗い磨き。

←→方向のナ当冗 ○外面頚部に小指大
の黒斑。

○色調：明灰褐色

○胎土：0.5mm前後

の石英及び長石粒

等を含む。

209

B2-4区 一 D11．3

，21．4

－ ←→方向の丹念

な磨きののち肩

部にU状の三条

沈線。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○肩部にカーボン点

在0

○色調：暗褐色

○胎土：0.5mm前後
の石英及び長石粒

等を含む。

210

B2一下層

3区(3)

－ －

D10．9
－ ←→方向の丹念

な磨きののち肩

部に凹線、凹線

間に宮方向の羽
状文。

一方向の丹念

な磨き。

○色調：外一淡褐色
内一明灰褐

色

○胎土：0.5mm前後

の石英及び長石粒

等を含む。

211

A4-19区 － － D11．1

，21．5

一 ←→方向の丹念

な磨きののちU

状の三条凹線、

さらにそののち

に上段と下段凹

線に、方向の羽

状文。

←→方向の丹念

な磨きののち口

唇直下にU状の
一条沈線。

○外面全体にカーボ
ン付着。

○色調：外一暗褐色

内一褐色

○胎土：0.5m前後

の石英及び長石粒

等を含む。



浅鉢C類

浅鉢D類

－177－

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

231

B3-15区 一 － 一 D，5．0

，21．1

←→方向の丹念

な磨きののち肩

部にV状の二条

凹線。

←→方向のやや

粗い磨きののち

口唇直下にU状
の一条沈線。

○色調：外一黄灰褐

色

内一黒褐色

○胎土：0.5mm前後
の石英及び長石粒

等を含む。

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

98

A4-15区 13．4
一

’ 口唇下約1cmは
←→方向のナデ

ののち←→方向

の磨き。以下は

←→方向のナデ

ののち一"方向

のやや粗い磨き。

剣二言方向の丹

念な磨き。

○外面、口唇直下に

小指大の黒斑。

○色調：外一灰褐色

内一暗褐色

○胎土：0.5,1,前後
の石英及び長石粒

を含む。．

228

A3.4区
一

’ 一 ←→方向のやや

粗い磨き。

←→方向のやや

粗い磨きののち

口唇下約0.5cm

の部分にV状の

一条沈線。

○色調：外一灰褐色

内一暗褐色

○胎土：0.5～0.8mm

の石英及び長石粒

等を含む。

229

A3-2区 一

一 ←→方向のナ禿 ←→方向の粗い

磨き。

○色調：外一褐色

内一暗褐色

○胎土：0.5～0.8mm

の石英及び長石粒

等を含む。

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

135

A4区 9．4 7.9 8．2 D12．0
’ ←→方向のかな

り丹念な磨きの

のち胴部への移

行部にV状の一

条沈線。

一方向

な磨き。

の丹念 ○色調：暗褐色

○胎土：0.5～0.8mm

の石英及び長石、

金雲母粒等を含む。

136

A3－下24

区

15．5 12．7 13．4 D13．0

，21．4

頚部は－方向

のやや粗い磨き

ののち胴部への

移行部にV状の

界線､胴部はヂ・
方向のやや粗い

磨き

←→方向の粗い

磨き。

○色調：灰褐色

○胎土：0.5mm前後
の石英及び長石粒

等を含む。

137

A4－下層

一括

14．0 12．2 13．2 D,1．75

，20．4

凸帯幅
－1．0

一方向のやや

粗い磨き。頚部

から胴部への移

行部に回状の凸
帯。

←→方向の丹念

な磨き。

○色調：外一褐色

内一暗褐色

○胎土：0.5m､前後

の石英及び長石粒

等を含む。

148

B2-11区 29．4 27．3 27．8 ，1 2.4

D21．1

一 ←→方向のやや

粗い磨き。

←→方向のやや

粗い磨き。

○頚部から肩部にか
けてカーボン付着。

○色調：暗褐色

○胎土：0.5mm前後
の石英及び長石粒

等を含む。



浅鉢E類

鉢

注口土器

－178－

図版

番号
出土地
A

法量（c､）

BA CB DC ED E

技 法

外面 内面
備考

227

’ － D14．2

，22．5

－ ←→方向のかな

り丹念な磨き。

←→方向のかな

り丹念な磨き。

○色調：暗褐色

○胎土：0.5mm前後
の石英及び長石粒

等を含む。

○頚部から肩部にか

けてカーボン付着。

232

－ ’ － D，2．8 － 頚部はう空方向
の二枚貝条痕の

のち←→方向の

ナデ､胴部は－→

方向の二枚貝条

痕ののちべ方向

の削り。

←→方向の二枚

貝条痕ののち･→

方向のナデ。

○色調：外一褐色

内一黒灰色

○胎土：0.5～0.8mm

の石英及び長石粒

等を含む。

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

235

F3,4区
(2)

－ － － D12．6

，20．5

－ ←→方向

な磨き。

の丹念 ←→方向の丹念

な磨きののち頚

部にU状の一条

沈線。

○外面胴部に黒斑。
○色調：灰褐色

○胎土：0.5m前後
の石英及び長石粒

等を含む。

○外来土器か？

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

111

E3-23区 AI28．2

A227．5

25．6 28．0 D11．8

，2a0．6

，2b6．5

，27．1

－ ←→方向のやや

粗い磨きののち

口縁部にV状の

三条沈線。

←→方向のやや

粗い磨きののち

頚部への移行部

にV状のえぐり。

○外面頚部にカーボ

ン点在。

○色調：明灰褐色

○胎土：0.5m前後
の石英及び長石粒

等を含む。

120

A2-8区 Al41．0

A239．0

38．0 － D，3．4

，2a0．3

－ 口縁部は一方

向の二枚貝条痕

以下は←→方向

のナデ。

←→方向のナデ

ののち←→方向

の粗い磨き。

○外面全体にカーボ

ン付着。

○色調：外一暗褐色

内一褐色

○胎土：0.5～0.8mm

の石英及び長石粒

等を含む。

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

138

A2－下層

6区

25．5 25．9 (30.0） D，1．1

，21．9

一 －方向の磨き。

器壁荒れで観察

がむずかしい。

－方向の粗い

磨き。

○外面口唇直下に小

指大の黒斑。

○色調：外一褐色

内一暗褐色

○胎土：0.5mm前後

の石英及び長石粒

等を含む。



図版

番号

151

152

153

154

156

出土地

A2-25区

1下層

C－1

脚台A類

図版

番号

157

159

出土地

Bl-下層

8区(4)

B3－P2

A

11．9

10．6

(12.3）
A15．4

－

A′3．1

A

－

－

法 量（c､）

B

10．9

10．7

13．3

－

－

C

Cl13．3

Cl13．9

C213．2

Cl20．5

C220.2

－

－

，

D11．3

D2al・O

D2b1．9

，22．9

D15．7

，21．8

，3a1．1

D，2．4

，22．9

，3a2．0

，′6．8

D′8．5

法量（c､）

B C ，

3.2

6．5

E

－

E

3.8

4．5

技 法

外面

←→方向の丹念

な磨きののち口

縁部にU状の二

条凹線、頚部下

半にU状の二条

凹線。凹線間に

＜方向の羽状

文及び○状の凹
占
〃00､ ◎

←→方向の丹念

な磨きののちU

状の数条凹線、

さらに凹線内に

羽状文及び凹点 。

←→方向の丹念

な磨きののち肩

部から胴部上半

にかけてU状の

六条沈線、沈線

間に当方向の
羽状文、胴部上

半に○状及び○
状の凹点、凹点

外にミノ方向の

羽状文。

ひ方向のやや
粗い磨き。

／方向の丹念

な磨き。側面に

刻目文様。

内面

←→方向

な磨き。

の丹念

←→方向のやや

粗い磨き。

一"方向の丹

な磨き。

○削り

念

技 法

外面

凸帯の上部は←→

方向のやや粗い

磨き。以下は↑

方向のやや粗い

磨き

底面上約1cmは

←→方向のやや

粗い磨き。その

上はぐ＋･方向の

やや粗い磨きの

のちU状の四条

凹線、凹線内に

み方向の羽状

文、中央部に○

状の穿孔。

内面

丹念な磨き。

←→方向のナ禿

－179－

備考

○コ状の把手を有

する 。

○色調：外一褐色

内一暗褐色

○胎土：0.3mm前後

の石英及び長石粒

等を含む。

○色調：暗褐色

○胎土：0.5mm前後

の石英及び長石粒

等を含む。

○外面肩部に親指大
の黒斑。

○色調：暗褐色

○胎土：0.3mm前後
の石英及び長石粒

等を含む。

○色調：暗褐色

○胎士：0.5mm前後

の石英及び長石粒

等を含む。

○外面一部にカーボ

ン付着。

○胎土：0.5m前後

の石英及び長石粒

等を含む。

備考

○脚中央にコ状の
凸帯を有する。

○外面下半に小指大

の黒斑。

○色調：明灰褐色

○胎土：0.5,m前後

の石英及び長石、

金雲母粒等を含む。

○底面上約1.5cmに

わたって小指大の

黒斑。

○色調：褐色

○胎土：0.5mm前後

の石英及び長石粒

等を含む。



脚台B類

その他

－180－

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

160

A5－5区 － － － 3.5 3.6 底面上約1cmは

←→方向の丹念

な磨き。以上は

↑方向の丹念な

磨きののち○状
の穿孔。

←→方向のナ元 ○色調：黒褐色

○胎土：0.3m前後
の石英及び長石粒

等を含む。

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

158

B5-4区 － － － 6.7 3．1 ↑方向のやや粗

い磨きののち底

面上約1.2cmに

四カ所の○状穿
孔。

○色調：褐色

○胎土：0.5m前後

の石英及び長石粒

等を含む。

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

149

A3-21区

下層

12．1 一 － － － ←→方向のかな

り丹念な磨きの

のちU状の三条
沈線、沈線外に

夢方向の羽状

文◎

の
ｏ
向
き
やや ○色調：外一明灰褐

色

内一暗褐色

○胎土：0.5mm前後
の石英及び長石粒

等を含む。

○注口土器の可能性？

155

－ － － － － ↑方向のかなり

丹念な磨きのの

ちV状の二条沈

線、沈線間に軍

方向の羽状文。

○親指大の黒斑。
○色調：明灰褐色

○胎土：0.5,m前後
の石英及び長石粒

等を含む。

○把手か？

200

A3-3区

下層一括

－ － － － － ←→方向

な磨き。

の丹念 ←→方向の丹念

な磨きののちに

U状の一条沈線。

○外面口唇下約1.5

.mに卜状凸帯。
○色調：外一明灰褐

色

内一暗褐色

○器種不明

230

A3区一

下層一括

－ － － D，2．8 － ↑方向の丹念な

磨きののち口縁

部にU状の二条

凹線。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○色調：明灰褐色

○胎土：0.5m前後
の石英及び長石粒

等を含む。

○浅鉢か？

234

A1-22区 一 － － － － ←→方向のかな

り丹念な磨きの

のちV状の三条

沈線。

←→方向のナテも ○色調：明灰褐色

○胎土：0.5mm前後

の石英及び長石粒

等を含む。

○鉢か？



1号住居杜及びピット内遺物

－181－

図版

番号
出土地

法量（qn）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

242

F2区

ピット恥1

一 － 1■■■■■■■■■■■■■■■ D11．9 － ←→方向の丹念

な磨きののちU

状の二条沈線。

ｰ

り丹

方向の

念な磨

かな

き。

○色調：黒褐色

○胎土：0.3～0.5m

の石英及び長石粒

等を含む。

○深鉢B－1類。

243

F2区

ピットNO1

1■■■■■■■■■■■■■■■ － － D，1．4 － ←→方向の丹念

な磨きののち口

縁部にV状の二

条凹線及び頚部

への移行部に○

状の凹点。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○色調：外一黒灰褐
色

内一灰褐色

○胎土：0.3nm前後

の石英及び長石粒

等を含む。

○浅鉢A－2類。

244

F2区

ピット恥2

－ － － D10．75 － ←→方向の丹念

な磨き。器壁荒

れ。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○色調：外一明褐色

内一明赤褐

色

○胎土：0.5m､前後

の石英及び長石粒

等を含む。

○深鉢。

245

F2区

ピットNO3

q■■■■■■■■■■■■■■■ q■■■■■■■■■■■■■■■ － D12．0 － ｰ

り丹

方向の

念な磨

かな

き。

←→方向のかな

り丹念な磨き。

○外面全体にカーボ

ン付着。

○色調：外一暗褐色

内一黒褐色

○胎土：0.5mm前後

の石英及び長石粒

等を含む。

○深鉢C－2類。

246

F2区

ピット恥3

－ q■■■■■■■■■■■■■■■ － Ｑ
ゾ
ハ
Ｕ
Ｑ
〕
Ｑ
》

ｎ
〉
ワ
臼
〈
Ｕ
ワ
〕

ａ
Ｉ
ｂ

ｌ
２
２
２

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

－ ←→方向の丹念

な磨きののち口

縁部にU状の一

条沈線。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○色調：黒褐色

○胎土：0.3～0.5mm

の石英及び長石粒

等を含む。

○浅鉢A－3d

247

F2区

ピットNO4

－ － －

９
７
５
２

●
●
●
●

〈
Ｕ
ワ
臼
ｎ
Ｕ
ｎ
ｄ

ａ
ｌ
Ｄ

１
２
２
２

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

←→方向の丹念

な磨きののち口

縁部にV状の一
条凹線。

ｰ

な磨

方向

き。

の丹念 ○色調：黒褐色

○胎土：0.3～0.5m

前後の石英及び長
石粒等を含む。

248

F2区

住フク土

－ － － D13．15 － ←→方向の丹念

な磨きののちU

状の三条凹線。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○色調：暗褐色

○胎土：0.5,1n前後

の石英及び長石粒

等を含む。

○浅鉢A－2類。

249

F2区

住フク土

－ － － D13．5 － ←→方向の丹念

な磨きののちU
状の三条凹線、

さらに上段及び

下段の凹線内に

、方向の羽状

文。

←→方向の丹念

な磨き。

○色調：明赤褐色

○胎土：0.5,m前後

の石英及び長石粒

等を含む。

○浅鉢A－2類。

250

F2区

住フク士

－ － － D12．0 ←→方向の粗い

磨き。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○外面全体にカーボ

ﾝ付着。

○色調：暗褐色

○胎土：0.5nm前後

の石英及び長石粒

等を含む。

○深鉢C－4類。



2号住居祉内ピット遺物

－182－

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

251

F2区

住フク士

－
－ － D，0．9

，2a2.3

－ ←→方向の丹念

な磨きののち口

縁部にV状の一

条凹線。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○色調：灰褐色

○胎土：0.3～0.5mm

前後の石英及び長
石粒等を含む。

○浅鉢A-3d類。

254

F-2区

住フク土

－
－

－ DIO､7

，20．6

－ ←→方向

な磨き。

の丹念 ←→方向の丹念

な磨き。

○外面一部にカーボ
ン付着。

○色調：外一灰褐色
内一黒褐色

○胎土：0.5mm前後
の石英及び長石粒
等を含む。

255

F2区

住フク土

20．5 17．5 19．9 D14．15

，22．7

－ ←→方向の丹念

な磨きののち胴

部への移行部に

V状の界線。

←→方向のかな

り丹念な磨き。

○外面全体にカーボ
ン点在。

○色調：外一灰褐色
内一暗褐色

○胎土：0.5m前後
の石英及び長石、

金雲母粒等を含む。

○深鉢C－2類。

256

F4区

ピットNO6

A131．8

A231．1

29．5
一 D，3．3

，2a2．7

－ 口縁部から頚部
にかけて←→方

向のナデののち

←→方向の丹念

な磨き。以下は

、方向の粗い磨
きののち口縁部

にU状の二条沈

線。

の
ｏ
向
き
やや ○外面全体にカーボ

ン付着。

○色調：外一暗褐色
内一褐色

○胎土：0.5InIn前後
の石英及び長石粒

等を含む。

○深鉢B－3類。

252

F4区

ピットNO6

－ 一 － D10．7

，2a2.7

－ ←→方向の丹念

な磨きののち口

縁部にU状の一

条沈線。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○色調：黒褐色

○胎土：0.3～0.5m

の石英及び長石粒
等を含む。

○浅鉢A-3d類。

256

F4区

ピットNo6

－
－ － D13．4

，2a1．3

－ 口縁部は←→方

向の二枚貝条痕。

以下は←→方向
のやや粗い磨き。

←→方向のナデ

ののち←-→方向

のやや粗い磨き。

○色調：外一黒褐色
内一黄灰褐

色

○胎土：0.5町、前後
の石英及び長石、

金雲母粒等を含む。
○深鉢B－4類。

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

236

B区ピット
NO11

－
一 － D10．9

，2a0．5

，2b0．6

－ ←→方向の丹念

な磨きののち口

縁部にV状の一

条沈線。

←→方向の丹念

な磨き。

○色調：黒褐色

○胎土：0.5m､'前後
の石英及び長石粒
等を含む。

○浅鉢A-3d。

237

B区ピット

NO10

－
一 － D13．15

，2a0．8

－ ←→方向のナデ

ののちV状の三

条沈線。

口縁部は←→方

向のナデ、頚部
は←→方向のや

や粗い磨き。

○色調：暗褐色

○胎土：0.5mm前後
の石英及び長石粒

等を含む。

○深鉢B－3類。



溝－1遺物

－183－

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

238

B区ピット

NO10

－ D10．8

D2a2､25.

←→方向の丹念

な磨きののちU

状の一条沈線。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○色調：灰褐色

○胎土：0.3～0.5m

前後の石英及び長

石粒等を含む。

○浅鉢A-3d類。

239

B区ピット
NO11

－ － － D10．7 － ←-→方向のナデ

ののち、方向の

粗い磨き。

←→方向のやや

粗い磨き。

○色調：外一灰褐色

内一黄灰褐

色

○胎土：0.3～0.5m

の石英及び長石、

金雲母粒等を含む。

○深鉢C－2類。

240

B区ピット

NO11

－ － D14．1

，2a0．4

←→方向の二枚

貝条痕ののち

←→方向のナ冗

←→方向の二枚

貝条痕ののち･→

方向のナデ。

○色調：外一淡褐色

内一灰褐色

○胎土：0.5～0.8nun

の石英及び長石粒

等を含む。

○深鉢B－4類。

291

B区ピット

Nbll

－ D14．75 － 口縁部は←→方

向の二枚貝条痕、

以下はナデ。

－方向の粗い

磨き。

○色調：淡褐色

○胎土：0.5,1,前後
の石英及び長石粒

等を含む。

○深鉢B－4類。

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

250

A1区 Al25．0

A225．3

23．0 － D12．0

，2a0．3

←→方向のやや

粗い磨きののち

口縁部にV状の

三条沈線。

←→方向のかな

り丹念な磨き。

○外面頚部最上部に

カーボン付着。

○色調：暗褐色

○胎土：0.5mm前後
の石英及び長石、

金雲母粒等を含む。

○深鉢B－3類。

259

A1区 A129．8

A230．6

27．1 － D12．1

，26．4

－ ←→方向の粗い

磨きののちV状

の二条凹線。

の
ｏ
向
き
やや ○外面頚部全面にカ

ーボン付着。

○色調：外一暗褐色

内一黄灰褐

色

○胎土：0.5～0.8m

の石英及び長石粒

等を含む。

○深鉢B－2類。

262

B1区 AI25．0

A224．6

10．8 10．8 DIO､8

,2a0．8

D2bO､8

←→方向の丹念

な磨きののち口

縁部にV状の一

条沈線及び胴部

への移行部にV

状の界線。

一方向

な磨き。

の丹念 ○外面胴部最上部に

わずかにカーボン

付着。

○内面頚部に親指大
の黒斑。

○色調：黒褐色

○胎土：0.3～0.5mm

の石英及び長石粒

等を含む。

○浅鉢B-3d類。



－184－

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

263

A1区 A128．8

A229.2

24.8 － D，1．3

，2a1．3

－ ←→方向のかな

り丹念な磨きの

のちV状の二条

沈線及び○状凹
◎

←→方向

な磨き。

の丹念 ○色調：黒灰褐色

○胎土：0.5m前後
の石英及び長石粒

等を含む。

○浅鉢B-3c類。

264

A1区 AI11．4

A211．2

10．3 10．5 D10．3

，2a0．5

，2b0．6

－ ←→方向の丹念

な磨きののち口

縁部にU状の一

条沈線及び胴部

への移行部にV

状の界線。

←→方向の丹念

な磨き。

○外面胴部に親指大
の黒斑。

○色調：暗褐色

○胎土：0.3mm前後
の石英及び長石粒

等を含む。

○浅鉢B-3d類。

265

Bl区 Al14．5

A215．4

14．8 19．6 ８
０
０
０

●
●
●
●

ｎ
〉
ワ
］
ワ
“
４
４

ａ
‐
、

Ｉ
２
２
２

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

－ ←→方向のやや

粗い磨きののち

口縁部にV状の

二条沈線及び胴

部移行部にV状

の界線。

←→方向の粗い

磨き。

○色調：外一上半一

淡褐色下

半一暗褐色

内一黄灰褐色

○胎土：0.5～0.8mm

の石英及び長石粒

等を含む。

○深鉢B－3類。

266

B1区 12．6 － － － .～･方向のやや

粗い磨きののち

口唇下約1.0cm

の部分にV状の

えぐり

－方向の粗い

磨き。

○外面胴部に親指大
の黒斑。

○色調：黄灰褐色

○胎土：0.5～0.8m

の石英及び長石粒

等を含む。

鉢C－5類。

267

A1区 AI12．8

A212．6

－ － D11．1 ←→方向のやや

粗い磨きののち

口縁部にU状の

二条沈線。

←→方向のやや

粗い磨き。

○色調：黄灰褐色

○胎土：0.5m前後
の石英及び長石粒

等を含む。

○浅鉢C－3類。

268

B1区 15．3 12．8 12．8 D，1．9

，20．9

－ 頚部は←→方向

のやや粗い磨き、

胴部は天方向

の粗い磨き。

頚部は←→方向

の丹念な磨き。

胴部はう杢寸方
向の粗い磨き。

○内面頚部に親指大

の黒斑。

○色調：灰褐色
○胎土：0.5mm前後
の石英及び長石粒

等を含む。

○浅鉢D類。

271

B1区 － － － D，1．4

D2al､2

，2b1．1

－ ‐方向のやや

粗い磨きののち

口縁部にV状の
一条沈線。

←→方向のやや

粗い磨き。

○色調：黒褐色

○胎土：0.5～0.8mm

の石英及び長石粒

等を含む。

○浅鉢B－3C。

272

A1区 － － － D11．2

，2a1．1

－ ←→方向の丹念

な磨きののちV

状の二条沈線（
ただし上段沈線
は磨き以前にほ
どこしたもの）
及び口唇及び頚

部に○状の凹点。

←→方向

な磨き。

の丹念 ○色調：黄灰褐色

○胎土：0.5mm前後

の石英及び長石粒

等を含む。

○浅鉢B－3C類。

273

B1区 － － － DIO､85

D20．7

一 ←→方向

な磨き。

の丹念 ←→方向

な磨き。

の丹念 ○色調：暗褐色

○胎土：0.5mm前後
の石英及び長石粒

等を含む。

○浅鉢B－32。

276

B1区 － － － － － 器壁荒れで観察

不可能。

←→方向の粗い

磨き。

○色調：黄灰褐色

○胎土：0.5～0.8mm

の石英及び長石粒

等を含む。

○深鉢C－2類。



溝－2遺物

－185－

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

277

B1区 － － 一 D,1．15

，2a1.7

－ ←→方向の丹念

な磨きののちV

状の二条凹線。

←→方向の丹念

な磨き。

○外面口縁部に小指

大の黒斑。

○色調：暗褐色

○胎土：0.3～0.5mm

の石英及び長石粒

等を含む。

○浅鉢A-3b。

278

A-1区 － － － D，1.8

,2a1．5

一 －方向のナデ

のあと頚部下半

は、方向の粗い

磨き

←→方向のナ孔 ○外面口縁部に小指

大の黒斑。

○色調：外一暗褐色

内一淡褐色

○胎土：0.5m前後

の石英及び長石粒

等を含む。

○浅鉢A-3d類。

279

A1区
－ D12．05 ←→方向の粗い

磨きののちU状

の二条凹線。

←→方向のやや

粗い磨き。

○外面口縁部に幅約

3cmの黒斑。

○頚部全体にカーボ

ン付着。

○色調：外一暗褐色

内一黄灰褐色

○胎土：0.5～0.8mm

の石英及び長石粒

等を含む。

○深鉢B－2類。

280

Bl区 － 一 － D12．5 器壁が荒れてお

り観察不可能。

器壁が荒れてお

り観察不可能。

○色調：黄灰褐色

○胎土：0.5～0.8m

前後の石英及び長
石粒等を含む。

○深鉢B－3類。

281

Bl区 － － D，2．8 － ←→方向のナデ

ののちV状の三

条沈線。

←→方向のナ亮 ○色調：外一暗褐色

内一黄灰褐色

○胎土：0.5mm前後
の石英及び長石粒

等を含む。

○深鉢B－4類。

274

Bl区
－ － DIO､8

，20．6

一 ←→方向

な磨き。

の丹念 ←→方向の丹念

な磨きののち口

唇部直下に一条

沈線。

○外面全体にカーボ

ン付着。

○色調：灰褐色

○胎土：0.5nm前後
の石英及び長石粒

等を含む。

○浅鉢A-3e類。

275

B1区 一 － － D10．7

，2a0.2

,2b0．8

－ ←→方向の丹念

な磨きののちV

状の一条沈線。

←→方向の丹念

な磨き。

○口縁部沈線内に丹
塗りの痕跡。

○色調：黒褐色

○胎土：0.5mm前後
の石英及び長石粒

等を含む。

○浅鉢A-3d類。

図版

番号
出土地

法量（c､）

A B C ， E

技 法

外面 内面
備考

257

21．5 ’
－ － ↑方向のかなり

丹念な磨き。

←→方向のかな

り丹念な磨きの

のちU状の一条

沈線。

○色調：外一黒褐色
内一暗赤褐

色

○胎土：0.5～0.8mm

の石英及び長石粒

等を含む。
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